
啓蓋　8層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

2　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック「炭化粒子少量
3　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム中ブロック0ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック少量
6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量

8　黒褐色　ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片60氏凹石1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器2息凹石1点で

ある。第146図1は波状目線を皇する深鉢の目線部片で，南壁際の底面から出土している。2は浅鉢の日綾部

片，3は凹石で，それぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第96号土坑出土遺物観察表（第146図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （9 ．3 ） 目線 部片 。口綾 部は外傾 して立 ち上が る。 口唇部 には円筒状 の 長石 ・石英 ・雲母 P 14 7　 5 ％
縄文土器 突起 を貼付 させ，その直下 に隆帯 を垂下 させ ている。隆帯上 に にぷい橙 色

は指頭 による抑圧 を加 えてい る。 普通

2

浅　　 鉢 B （7 ．3 ） 目線部片。 目線部 は外傾 して立ち上 がる。内側 に稜 を持 ち，隆 長石 ・石英 ・雲母 P 14 8　 5 ％
縄文土器 帯で楕円形の区画文 を施 している。日録 部外面は無文。 にぷい黄橙色

普通

第帽号蓋坑（第147～150図）

位置　調査1区の北西乳　A4j3区。

重複関係　本跡は第271号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1・20m，短径Oe90mの楕円私底面は長径2・80m，短径2。60mの楕円形で，深さは

102cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

⑥
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第相国　第102号土坑実測図
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覆土　8層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土屑解説

1黒暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
2　黒暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
3　黒褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム大ブロック多量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
6　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
7　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
8　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片158点，磨製石斧1点，凹石1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器

4点，磨製石斧1点，凹石1点である。第149・150図6は口緑部が一部欠損する探鉢で，中央部の覆土下層か

ら出土している。第148図2は探鉢の口綾部から頚部にかけての破片で，中央部の覆土下層から出土している。

1は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，中央部の覆土中層から出土している。3は探鉢の口緑部片，4

は磨製石斧，5は凹石で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

10cm
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第148図　第102号土坑出土遺物実測図（1）
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第149回　第102号土坑出土遺物実測図（2）
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第150図　第102号土坑出土遺物実測図（3）

第102号土坑出土遺物観察表（第148～150図）

図版 番 号 券　 種 計 測値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［1 8 ．0 ］ 口 緑 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。 胴 部 は 内 攣 して 立 ち 上 が り， 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 150　 2 0 ％
縄 文 土 器 B （1 6 ．1 ） ロ 縁 部 は外 傾 して立 ち上 が る 。 ロ縁 部 に は押 圧 を加 え た 隆 帯 を 暗褐 色

巡 ら して い る。 隆 帯 に縄 文 を施 して い る 。頚 部 に は 沈線 で 区 画

し， 半 裁 竹 管 に よ る波 状 洗 練 を 2 粂 施 して い る 。胴 部 に は 渦 巻

状 の 沈線 を施 して い る 。 地 文 は R L の単 節 縄 文 を施 して い る。

普 通

2

探　　 鉢 A ［2 2 ．8 ］ 口緑 部 か ら頸 部 に か け て の 破 片 。 口緑 部 はや や 内 攣 して立 ち上 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 15 1 10 ％
縄 文土 器 B （1 5 ．3 ） が る。 口唇 部 はや や 内攣 して立 ち上 が る。 にぷ い 赤 褐 色

普 通

3

探　　 鉢 B （7 ．1 ） 波 状 口 緑 を呈 す る 口縁 部片 。 波状 部 は 欠損 して い る 。 口 緑 部 に 長 石 ・雲 母 ・赤 色粒 子 T P 4 5　 5 ％
縄 文 土 器 は 隆 帯 を上 下 か ら交 互 に刺 突 した刺 突 文 を 施 し， 半裁 竹 管 に よ に ぷ い赤 褐 色

る 平 行 沈 線 を添 え て い る。 口縁 部 は R L の単 節 縄 文 を横 方 向 に

施 し， 地 文 は R L の 単 節縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。

普 通

6

探　　 鉢 A　 2 2 ．5 胴 部 の 一 部 欠損 ， 底 部 欠 損 。 胴 部 は内 攣 して立 ち上 が り， 口緑 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 14 9　 60 ％
縄 文 土器 B　 4 4 ．4 部 は や や外 傾 す る 。 2 単 位 の 突 出 した渦 巻 状 の 隆 帯 に結 節 沈 線 褐 色

C ［1 4 ．0 ］ 文 を描 出 した大 波 状 部 と 2 単 位 の 円 形 状 の 隆 帯 に結 節 沈 線 文 を

施 した小 波 状 部 を呈 す る 。 口 唇 部 直 下 に は 楕 円 形 に区 画 した 隆

帯 に沿 っ て ，複 列 の 結 節 沈 線 文 を施 して い る 。胴 部 に は 隆 帯 と結

節 沈 線 文 で 楕 円 形 状 や 渦巻 状 を組 み 合 わ せ た 文 様 を描 出 して い

る 。

普 通

図 版 番 号 器　 種
計 測 値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ （cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

4 磨 製石 斧 （7．2） 4．2 1．7 （8 0 ．0 ） 砂　　　 岩 刃部 のみ 遺存。 刃 部 の平 面形 は 円刃で ，両 刃。 Q 3 1

5 凹　　 石 2 7．7 14 ．2 11．9 57 00 ．0 砂　　　 岩 石 棒 を転 用 。 表 面 2 穿 孔 。 Q 32　 P L 4 7

第107号土坑（第151・152図）

位置　調査1区の西部，B4d7区。

重複関係　本跡は屋外炉，第99土坑と重複しているが，それらとの新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2・55m，短径2・40mの不整円形，底面は長径2．72m，短径2．36mの不整楕円形で，

深さは38cmである。
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壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土10層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロック・鹿沼パミスブロックを多く含んでいることから，

人為堆積と考えられる。
土層解説
1暗褐色　ローム粒子・ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，炭化物微量
4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック少量
6　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
7　明褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・炭化物少量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
9　褐　色　鹿沼パミス小ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
10　褐　色　鹿沼パミス小ブロック多量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片216点，磨製石斧片1点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器4点，磨

製石斧1点である。第151図1は深鉢の胴部片，3は底部が欠損する探鉢で，覆土下層から出土している。2

は探鉢の底部片，4は深鉢の口緑部片，5は磨製石斧で，覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。
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第151回　第107号土坑・出土遣物実測図
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第152図　第107号土坑出土遺物実測図

第107号土坑出土遺物観察表（第151・152図）

0　　　　　10cm

i　；」

10c m

L i　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢B（22．3）ロ縁郎・底部欠損。胴部は内攣して立ち上がり，口緑部は外傾長石・石英・雲母・P153　50％
縄文土器 する。胴部の下方に最大径を持つ。胴部には3条の沈線や半裁礫
竹管による平行波状沈線を垂下させている。地文はLRの単節にぷい橙色
縄文を横方向に施している。 普通

2

探　　鉢B（6．0）胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。地長石・石英・雲母P15410％
縄文土器C　15．5文はLRの単節縄文を横方向に施している。 橙色

普通
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図版番号 器　 楯 計測値 （cm ） 器形 及び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A　 2 6 ．5 底部欠損。胴部 は内攣 して立ち上が り， 目線部 は内攣す る。 2 長石 ・石英 ・雲母 P 15 2　50％

3 縄文土器 B （3 9 ．7 ） 単位 の太波状部 と2 単位 の小 波状部 を皇す る。 目線部 には隆管 赤色粒子 P L 2 5

で渦巻文や三角状 の文様 と波状 を組み合 わせ た文様 を措 出 して

いる。地文は R L の単節縄文 を縦方向 に施 している。

普通

4
深　　 鉢 B （6 ．5 ） 口縁部片。 目線部 は直線 的に立ち上がる。隆帯で楕円形の区画 長石 ・石英 ・雲母 T P 4 6　 5 ％

縄文土器 文 を施 し，区画内 には L R の単節縄文 を縦方向 に施 している。 黒褐 色

普通

図版番号 音　 程
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g）

5 磨製石斧 （4．9） 3．4 2．5 （80．0） 緑色凝灰岩 刃部欠損。 Q 33

第柑号藍坑（第153。154図）

位置　調査1区の北東部，B4d6区。

重複関係　本跡は西側を除いたほとんどの上面を第3号住居跡に掘り込まれていることから，第3号住居跡よ

り古い。

規模と平面形　西側を除いたほとんどの上面を第3号住居跡に掘り込まれていることから規模及び平‾面形はと

もに推定で，開口部は長径2。30m，短径2。05mの楕円形，底面は長径2．10m，短径1。95mの円形で，深さは55cm

である。

壁　フラスコ状を皇する。

底　はぼ平坦である。

ぽッ紅　1か所。Plは中央部に位置し，長径32cm，短径28cmの楕円形で，深さは34cmである。

尊皇　5層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中畳，ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック少量
3　黒褐色　ローム太ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量
4　明褐色　ローム粒子0鹿沼パミス小ブロック多量，ローム太ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片13点が覆土から出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器1点である。第154

図1は鉢のほぼ完形で，南西部の覆土下層から正位で出土している。

所凰　時期は，遺構の形態や出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第相国　第108号土坑実測図

0　　　　　　　　2m
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第154図　第108号土坑出土遺物実測図

第108号土坑出土遣物観察表（第154図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形 及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

鉢 A 1 5 ，8 完 形。胴部 は内攣 して立ち上 が り， 口唇部 は外傾 する。 口唇 部 長石 ・雲母 P 15 5 10 0 ％
縄 文土器 B 1 3 ．5 直 下 には結節沈線文 を巡ら している。胴部 には結節沈線 で渦巻 褐色 P L 2 6

C l O ．5 状 や区画状 を組み合 わせ た文様 を描出 してい る。 また，沈線 で

楕円形の区画文 を作出 している。

普通

第112号土坑（第155・156図）

位置　調査1区の西部，B4r7区。

重複関係　本跡は第10号住居跡・第114号土坑と重複しているが，それらとの新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2・30m，短径2・15mの楕円形，底面は長径2・05m，短径1．94mの楕円形で，深さは

72cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは北東壁寄りに位置し，長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さは65cmである。
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覆土10層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，鹿沼パミス小ブロック微量
6　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
7　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・ローム粒子中量，鹿沼パミス小ブロック少量
8　暗褐色　ローム大ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量
9　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
10　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片119点，土器片円盤1点，磨製石斧2点，凹石1点が出土している。そのうち抽出・図示し

たものは縄文土器2点，土器片円盤1点，磨製石斧2点，凹石1点である。第155図1は探鉢の口緑部から胴

部にかけての破片で，南西部の覆土中層から出土している。5は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，北

西部の覆土上層から出土している。2は土器片円盤，3・4は磨製石斧，6は凹石で，それぞれ覆土から出土

している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l－一一一一1－　」

第155図　第112号土坑・出土遺物実測図
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第156図　第112号土坑出土遺物実測図

第112号土坑出土遺物観察表（第155・156図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 6 ．0 ］ 口 縁 部か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 156 10 ％

縄 文 土 器 B （1 8 ．5 ） 口 綾 部は内攣す る。 口緑部 には隆帯 と沈線で区画文 を施 してい にぷい橙色

る。 また，隆帯 による渦巻文 を施 している。胴部には 3 条 の 沈

線 を垂下 させてい る。 区画内 ・外 は R L の 単 節縄 文 を縦方向 に

施 している。

普通

5

探　　 鉢 A ［2 7 ．5 ］ 口緑 部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 P 1 57 10 ％

縄 文 土器 B （1 7 ．1） 口緑 部は内攣する。口唇部平坦。 ロ緑部 には波状 沈線 を施 して にぷい褐色

いる。胴部 には沈線 を 2 条 か ら 3 条 垂 下 させ ている。地文は L

R L の複 節 縄 文 を縦 方向に施 している。

普通

図版 番号 器　 種
計測値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量 （g ）

2 土器片円盤 4．7 4．2 1 ．4 40 ．8 土　　　 製 文様不 明。周縁部 は部分 的に研磨。 D P 7

図版 番 号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （c m ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

3 磨 製 石斧 （5．0） 4．9 1．4 （60 ．0） 線 泥 片 岩 頭部 と刃部欠損。 Q 34

4 磨 製石 斧 （7．1） 4．7 2 ．7 （12 0 ．0） 凝　 灰　 岩 刃部欠損。頭部は全面風化。 Q 3 5

6 凹　　 石 9．4 6 ．0 4 ．0 34 0 ．0 安　 山　 岩 表面 に 1 穿 孔 。 Q 36

第121号土坑（第157・158図）

位置　調査1区の北西部，B4e6区。

規模と平面形　長径2．05m，短径1．75mの楕円形で，深さは10cmである。

壁　外傾して緩やかに立ち上がる。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは北東壁寄りに位置し，長径55cm，短径40cmの楕円形で，深さは20cmである。P2は

南壁際に位置し，長径42cm，短径38cmの楕円形で，深さは86cmである。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土屑解説
1　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子多量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物　縄文土器片15点が覆土から出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器2点である。第

157・158図2はロ緑部が一部欠損する探鉢で，Plの覆土から斜位で出土している。1は探鉢の口緑部から胴

部にかけての破片で，北西部の覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

L i　　　」

第157図　第121号土坑・出土遺物実測図
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0　　　　　10cm

」＿＿＿⊥」

第158図　第121号土坑出土遺物実測図

第121号土坑出土遺物観察表（第157・158図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 口綾 部片。口縁部 は内攣 して立 ち上がる。太い沈線で楕円形の 長石 ・石 英 ・雲 母 T P 4 7　 5 ％
縄 文 土器 区画文 を施 してい る。 区画内 には L R の 単 節 縄文 を横方向 に施 黒褐色

している。 普通

2

深　　 鉢 A　 3 1 ．8 口緑 部 ，胴部一部欠損。胴部 は内攣 して立 ち上が り，口縁部は 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 158　　 70 ％
縄 文 土 器 B　 3 8 ．0 内 攣 す る。 4 単 位 の 波状 口緑 を呈す る。口緑 部に は隆帯 と沈線 赤色粒子 P L 25

C　　 8 ．5 で渦 巻 文 を施 している。胴部には棒状工具 に よる沈線 を巡 らし，

沈線 で渦巻状 に文様 を措 出 している。

にぷい褐色，普通

第125号土坑（第159図）

位置　調査1区の北部，B4e7区。

重複関係　本跡は第63・126号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1．77m，短径1．35mの楕円形，底面は長径1．71m，短径1．57mの楕円形で，深さは

137cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは南東壁寄りに位置し，径33cmの円形で，深さは27cmである。

覆土　8層に分層され，不規則な堆積状況やロームを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

6　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
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遺物　縄文土器片191点が覆土から出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器6点，磨製石斧1

点，凹石1点である。第160図8は凹石で，北部の底面から出土している。6は探鉢の口緑部片で，中央部の

覆土下層から出土している。4は口緑部，胴部，底部が一部欠損する探鉢で，覆土中層から出土している。1

は探鉢の口緑部片，5は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，それぞれ覆土中層から出土している。2は深

鉢の口緑部から胴部にかけての破片，3は探鉢の胴部片，7は磨製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

B　15　　8　　　4　　6

二＿‾l
0　　　　　　　2m

［二　i　　　」

二、＼＼
十十「

＼

第159図　第125号土坑・出土遺物実測図
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第160図　第125号土坑出土遺物実測図



第125号士坑出土遺物観察表（第159の160図）

図版 番号　 器 種 i 計測値 （cm ）
器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 欄 成 i 備 考

深　 鉢　 B （9 ．5 ） 目線 部片。目線部 は内攣す る。 目線部直 下には沈線 を巡 らして 長石 P 16 1　 5 ％
1 縄文土器 いる。 その下方 は隆帯で 区画 され，区画 内に は棒状 工具 に よる にぷい褐色

沈線 を垂下 させている。また，区画内には刺突文を施 してい る。 普通

2

探　　 鉢 A ［2 4 ．8 ］ 目線部 か ら胴 部にかけての破 片。胴部は外傾 して立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 160　 40％
縄文土器 B （2 6 ．0 ） 目線 部は内攣 す る。 目線 部 には 2 本の隆管 が巡 り，隆 帯 には凹　 赤褐色 P L 2 5

線 で ナデを施 している。隆帯 間には波状 の隆帯 を貼付 し， クシ　 普通

状工具 による沈線 が巡 る。胴部 にはクシ状 工具 による波状沈線

を施 している。

l

3

深　　 鉢 B （2 3 ．6 ） 胴 部片。胴部は外傾 して立 ち上が る。 2 条 か ら 3 条の沈線 を垂　 長石 ・石英 ・雲母 P 16 3　 用％
縄文土器 下させ ている。胴 部は L R の単節縄文 を縦方 向に施 している。　 にぷ い褐色

普通

4

深　　 鉢 A 白 8 ．1 ］ 口練乳 胴部一 部欠損。胴部は外 傾 して立 ち上が り， 日録部 は　 長石 ・石英 e 雲母 P 159　 20％
縄文土器 B　 2 5 ．2 内攣す る。 目線 部には 3 条の沈線 が巡る。胴部 には沈線で 円形 にぷい橙色 P L 2 6

C ［7 ．7 ］ 状 に文様 を措 出 し，胴 部の中位 には 3 条の沈線文 を巡 らしてい

る。地文は撚糸文 を施 している。

普通

5

深　　 鉢 B （2 生 5 ） 目線 部欠損，胴部一部欠損。頚部 は外傾 して立 ち上 がる。胴部 長有 ・石英 ・雲母 P 蟻 2　 4 0％
縄文土器 C　　 9 ．0 にはクシ状工具 に よる波状 の沈線 を施 している。 赤褐色

普通

6

探　　 鉢 B （1 7 ．3 ） 目線部片。 目線 部は内攣気味に立ち上がる。隆帯や洗練 で渦巻 長有 ・石英 ・裳母 T P 4 8　 5 ％
縄文土器 文 を施 している。 また， 2 条の沈線 を垂下 させてい る。 区画 内 にぷい橙 色

には R L の単節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）重量（g ）

7 磨製石斧 （7．7） 4．6 1．5 （100．0） 砂　　　 岩 頭部欠損。刃部に剥離面有り。 Q 37

8 凹　　 石 （9．6） 10．1 6．7 （900．0） 花　 崗　 岩 表面 1 穿孔。 Q 38

第掴離乳藍坑（第161図）

位置　調査1区の北部，B4i5区。

重複関係　本跡が第159号土坑の北東部分を掘り込んでいることから，第159号土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は長径2eOOm，短径1．93mの楕円私底面は長径2。75期短径2。50mの楕円形で，深さは

94cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

應　ほぼ平坦である。

尊堂　6層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック多量，ローム粒子中量，ローム太ブロック・ローム中ブロック少量
2　暗褐色　ローム小ブロック0炭化粒子少量，ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量

4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片308点，土器片円盤上蕪，石皿1点，凹石上点が出土している。そのうち抽出・図示したも

のは縄文土器5点，土器片円盤1氏石皿1点，凹石1点である。第161図6は土器片円盤で，西部の底面か

ら出土している。3は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，西部の覆土下層から出土している。4は探鉢の

目線部片で，南西部の覆土下層から出土している。7は石皿，8は凹石で，東部の覆土下層から出土している。

1ほ深鉢の目線部片で，中央部の覆土上層から出土している。2は波状目線を呈する深鉢の目線部片，5は探

鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第141号土坑出土遺物観察表（第161図）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎 土 ・色訴「 焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 9 ．7 ］ 目線 部から胴部 にかけての破 片。胴部は外傾して立ち上がり，目線部 長石 ・石英 ・雲母 P 16 4　 5 ％
縄 文土器 B （1 上 5 ） はやや内攣気 味に立ち上がる。口唇部直下には上下に交互刺衆を施 にぷい橙色

した隆帯を巡らしている。地文はL の無 節 縄文を縦 方向に施している。 普通

2

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 波 状 部片。波状部には大小の耳状の突起を背中合わせに付けている。 長有 ・雲母 P 16 5　 5 ％
縄 文 土器 その中央には隆帯を縦位に施している。耳状の突起と隆帯にはキザミ

を加 えている。隆帯に沿って結節 洗練文 を施している。

普通

3

深　　 鉢 B （9 ．5 ） 胴 部 か ら底部 にかけての破片 。胴 部は外傾 して立ち上が る。胴 石英 ・雲母 P 16 6　 10 ％
縄 文土 器 C　 l l ．0 部 には 隆帯 を垂下 させ ている。 それに平行 して 2 条 の 沈 線 を施 にぷい赤褐色

している。底部 には棒状工具 による当て具痕 が有 る。地文は R

L の単 節 縄 文 を縦方向に施 している。

普通

4

探　　 鉢 B （9 ．0 ） 波 状 口緑 を呈す る目線 部片。波頂部 にはキザ ミを施 している。口 長石 ・雲母 T P 4 9　 5 ％
縄 文 土器 緑部 には複列の結節沈線文 を巡 らし，棒状工具 による洗練 を斜位 赤褐色

に施 している。地文は L R の 単節縄文 を横や斜方向に施 している。 普通

5 探　　 鉢 B （7 ．2 ）

目線 部片。 ロ緑 部は内攣気味に立ち上がる。目線部 には隆帯 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 5 0　 5 ％
巡 ら し，隆帯 に沿って，平行沈線 文を施 している。 また，複列 にぷい褐色

縄文土器 の結節沈線文 で円形状 に文様 を配 している。地文は R L の 単 節

縄 文を縦方向 に施 している。

普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量 （g ）

6 土器片円盤 4．2 4．0 0．8 15．0 土　　　 製 ほぼ円形で，無文。周縁部は荒割りのみ。 D P 8

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g ）

7
l石　 皿 （12．5） 9．3

！ 4．6 （560．0） 砂　　　 岩 中央から側面にかけての一部が遺春。 Q 40

8 凹　　 石 （7．1） 8．3 2．3 （220．0） 砂　　　 岩 表面に 2 穿孔。裏面に 2 穿孔。 Q 41

第掴号豊坑（第162図）

位置　調査1区の北西部，B4j6区。

重複関係　本跡が第139号土坑の北側部分を掘り込んでいることから，第139号土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は長径1・40m，短径1。32mの楕円私底面は長径2。11m，短径2。02mの楕円形で，深さは

78cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

應　ほぼ平坦である。

尊堂　9層に分層され，ロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量
3　暗褐色

4　暗褐色

5　黒褐色

6　暗褐色

7　黒褐色

8　黒褐色
9　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量
ローム中ブロック多量，ローム太ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量
ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量
ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム粒子・炭化粒子少量，ローム大ブロック・ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片81氏磨製石斧2点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器2点，磨製石

斧2点である。第162図3は波状目線を呈する探鉢の目線部片で，南部の覆土上層から出土している。4は磨

製石斧で，中央部の覆土上層から出土している。1は探鉢の口綾部片，2は磨製石斧で，それぞれ覆土から出

土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。
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第162図　第143号土坑・出土遣物実測図

第143号土坑出土遺物観察表（第162図）

ニ砥一！
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢 B （6．5） 口綾部片。口縁部はやや外債して立ち上がる。口唇部には押圧長石・石英・雲母 TP51　5％
縄文土器 を加えた隆帯を施している。口緑部には波状沈線や渦巻状の隆にぷい褐色

帯に沿って複列の結節沈線文を施している。 普通

3

探　　鉢 A ［24．4］波状口緑を呈する口綾部片。口綾部はやや内攣して立ち上がる。長石・石英・雲母 P167 10％
縄文土器 B （16．0）波状部は耳状の突起を施し，口唇部及び波頂部にはキザミを施暗赤褐色

している。突起には結節沈線文で文様を描出している。口緑部

には隆帯で区画文を施し，隆帯に平行して結節沈線文を施して

いる。区画内には，結節沈線文を弧状に措出している。頸部と

の境にはキザミ目列を巡らしている。

普通

図版番号 器　種
計測値

石　　質 特　　　　　　 徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

2 磨製石斧 （5．4） 3．9 1．4 （40．0）凝　灰　岩頭部欠損。刃部平面形は円刃で，剥離面有り。Q43

4 磨製石斧 （10．7） 5．1 1．3　　 （100．0）緑泥片岩頭部欠損。刃部平面形は円刃で，剥離面有り。Q42

第144号土坑（第163・164図）

位置　調査1区の北西部，B4f9区。

重複関係　本跡は第145・162・250号土坑と重複している。出土土器等から第145号土坑とはほぼ同時期と考え

られる。第162・250号土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2・80m，短径2・30mの楕円形，底面は長径2・30m，短径2．25mの円形で，深さは

72cmである。
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壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは西壁寄りに位置し，長径93cm，短径62cmの楕円形で，深さは56cmである。P2は西

壁際に位置し，径52cmの円形で，深さは13cmである。

覆土　5層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロック・炭化粒子を含んでいることから，人為堆積と考

えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片382点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器3点である。第163図1は波

状口緑を呈する深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，覆土下層から出土している。3はロ緑部が欠損する

探鉢で，覆土下層から出土している。2は波状口縁を呈する深鉢の口緑部片で，覆土から出土している0

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

．・一・・一

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第163図　第144号土坑・出土遺物実測図
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第164図　第144号土坑出土遺物実測図

第144号土坑出土遺物観察表（第163・164図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形 及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［1 7 ．6 ］ ロ緑 部から胴部にかけての破片。眼鏡状の把 手を呈する。ロ緑部は 長石 ・石英 ・雲母 P 16 8　 30 ％
縄 文土 器 B （2 3 ．0 ） 内 攣 して立ち上がる。口唇 部には凹線で沈線を巡らしている。口緑 部 にぷい橙色 P L 2 6

には 隆帯 と沈線 で渦巻文を施 している。地文はL R の単 節 縄 文を縦 方

向に施している。

普通

2

探　　 鉢 A ［2 7 ．2 ］ 波 状 口縁 を呈する口緑部片。ロ綾部 の内側に稜を持つ。口唇部に沿 長石 ・石英 ・雲母 P 169　 5 ％
縄 文 土器 B （8 ．8 ） って隆帯 を巡らし，凹線 の太い洗練を施している。口唇部直下には交 黒褐色

互刺突文を巡らしている。地文はR L の単 節縄文を縦方向に施している。 普通

3

探　　 鉢 B （1 7 ．0 ） 胴 部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。地 長石 ・石英 ・雲母 P 17 0　 30 ％
縄 文土 器 C　　 8 ．9 文 は R L の単 節 縄文 を縦方向 に施 している。 にぷ い褐色

普通

第145号土坑（第165～168図）

位置　調査1区の北部，B4の区。

重複関係　本跡は第144号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2・53m，短径2・20mの楕円形，底面は長径2・35m，短径1．86mの楕円形で，深さは

83cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

④＼／
／
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第165図　第145号土坑実測図
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覆土　8層に分層され，1層から5層まではレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられ，6層か

らは，ロームブロック・鹿沼パミスブロックを含んでいることから，人為堆積と考えられる。

土屑解説
1黒褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ロ

4　暗褐色　ロ

5　褐　色　ロ

6　褐　色　ロ

7　褐　色　ロ

8　暗褐色　ロ

ーム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，炭化粒子微量
－ム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
－ム粒子多量，炭化物・炭化粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量
－ム粒子多量，炭化粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量
－ム粒子中量，炭化粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量

遣物　縄文土器片405点が出土している。そのうち抽出・図示したものは縄文土器8点である。第168図7は底

部が欠損する探鉢で，北西の覆土下層から出土している。1は口緑部，胴部が一部欠損する探鉢で，西部の覆

土下層から中層にかけて出土している。3は波状口緑を呈する探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，東部

の覆土中層から出土している。5は胴部から底部が欠損する探鉢で，中央部の覆土中層から出土している。

6・8は口緑部が欠損する探鉢で，南部の覆土中層から出土している。2・4は口緑部が一部欠損する探鉢で，

覆土上層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第166回　第145号土坑出土遺物実測図（1）
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第167図　第145号土坑出土遺物実測図（2）
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第168図　第145号土坑出土遺物実測図（3）

第145号土坑出土遺物観察表（第166～168図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［1 6 ．8 ］ 口緑 部 ，胴 部 一 部 欠損 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち上 が り， 口縁 部 は 長 石 ・雲 母 P 17 3　 60 ％

縄 文土 器 B　 3 2 ．8 内攣 す る。 ロ縁 部 に は 2 本 の 隆 帯 を巡 ら し， そ の 間 を 1 条 の 凹 明 赤 褐 色 P L 26

C　　 9 ．6 線 で な で て い る 。 口唇 部 の 一 部 に 突 出 した 渦 巻 文 を形 成 して い

る。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 してい る 。

普 通 底 部 網 代痕 有 り

2

探　　 鉢 A ［1 6 ．7 ］ 口綾 部 及 び胴 部 一部 欠損 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち上 が り， ロ 緑 部 長 石 P 17 5　 70 ％

縄 文土 器 B　 2 0 ．3

C　　 9 ．8

に至 る。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。 にぷ い 橙 色

普 通

底 部 網代 痕 有 り

3

深　　 鉢 A ［2 3 ．0 ］ 胴 部一 部 欠 損 ， 底 部 欠 損 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち上 が り，ロ 緑 部 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 17 1　 60 ％

縄 文土 器 B （2 6 ．3 ） は 内攣 す る 。口 緑 部 は把 手 部 を有 す る 。把 手 部 に は筒 状 の もの 褐 色 P L 26

に沈 線 で 文 様 を描 出 し， 四 方 に孔 が 空 け られ た 突 出 部 を作 出 し

て い る。 口唇 部 に は沈 線 が 巡 る 。 ロ緑 部 には 沈 線 で 楕 円 形 の 区

画 文 を施 して い る。 区 画 内 に は L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 し

てい る。 胴 部 に は L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。

普 通

4

探　　 鉢 A　 2 2 ．0 胴 部 ， 底 部 一 部 欠損 。 小 波 状 口縁 を 呈 す る 。 胴 部 は 外 傾 して 立 長 石 ・雲 母 P 174　 70 ％

縄 文土 器 B　 2 5 ．0 ち上 が り， 口縁 部 は や や 内 攣 す る 。 波 頂 部 に は 沈 線 で 文 様 を措 にぷ い 褐 色 P L 2 6

C ［7 ，8 ］ 出 して い る。 口唇 部 に は 太 い 沈線 を 巡 ら して い る 。 地 文 は L の

無 節 縄 文 を縦 位 に施 して い る。

普 通

5

深　　 鉢 A ［2 3 ．1 ］ 底 部 欠 損 ， 胴 部 一 部 欠 損 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち 上 が り， 口 縁 部 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 178　 40 ％

縄文 土 器 B （1 6 ．5 ） は内 攣 す る。 口唇 部 に は沈 線 を 巡 ら して い る 。 ロ緑 部 には 隆 帯 にぷ い 橙 色 P L 2 6

と沈 線 で 渦 巻 文 を施 して い る 。 □緑 部 は R L の 単 節 縄 文 を横 方

向 に施 し， 胴 部 は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。

普 通

6

探　　 鉢 A　 1 4 ．5 胴 部 ， 底 部 一 部 欠損 。 胴 部 は 内攣 して 立 ち 上 が り， ロ 縁 部 に至 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 17（） 90 ％

縄 文 土 器 B　 2 2 ．2 る。 ロ 綾 部 は外 傾 して ラ ッパ状 に 立 ち 上 が る 。 口唇 部 は 平 坦 。 橙 色 P L 2 6

C　　 6 ．8 胴 部 は L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に 施 して い る 。 普 通
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図版番号 器　 楯 計測値 k 扉 器形及び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成　　　　 備　 考

7

深　　 鉢 A は 4 ．2 ］ 目線部 か ら胴 部にかけての破 片。胴部 は外傾 して立 ち上 が り， 石英 ・針状鉱物 o　　 P 17 2　40％
縄文土器 B 0 6 ．5 ） 目線 部は内攣 して立ち上がる。 口唇部には沈線 を巡 らしている。 パ ミス　　　　　　　　 P L 2 6

日経部 には隆帯 と沈線 で楕 円形の区画文 を施 してい る。地文 は 暗褐色

R L の単節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

探　　 鉢 B 白 6 ．0 ） 胴 部か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上が る。胴 長石 ・雲母　　　　　 P i77　 30％

8 縄文土器 C ［5 ．8］ 部はR L の単節縄文 を縦方向に施 している。 にぷい赤褐色

普通

第臓考量坑（第ヱ696170図）

位置　調査1区の西部，B射5区。

重複関係　本跡が第142号土坑の西側部分を掘り込んでいることから，第142号土坑より新しい。第168号土坑

と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長飢075mタ短径1051mの楕円乳底面は長径2。28mタ短径2。0短の不整楕円形で，深

さは111cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

援豊　9層に分層され，ロームブロックや鹿沼パミスブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えら

れる。

土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックさ焼土粒子e炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子eローム中ブロック・ローム小ブロックや焼土粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
3　褐　色　炭化物e炭化粒子少量，ローム中ブロックeローム小ブロック微量
4　褐　色

5　黒褐色

6　褐　色

7　褐　色

8　暗褐色

9　褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロックの炭化粒子少量

ローム小ブロックのローム粒子0焼士粒子中量，鹿沼パミス小ブロック微量
lトー∴粒J’一少量，しトム小ゾ「上′シ・炭化粒戸車量

ローム中ブロック・炭化粒子中量，鹿沼パミス小ブロック少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

ローム中ブロックeローム小ブロックe炭化粒子少乳　鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片307氏凹石1点が出土している。そのうち縄文土器4点，凹石上真を摘出の図示した。第

170図1は深鉢の目線部片，2は底部が欠損する深鉢でタ　それぞれ北西部の覆土下層から出土している。射ま

目線部から胴部が一部欠損する浅鉢でタ南部の覆土下層から出土している。5は凹石で，西部の覆土下層から

出土している。3は深鉢の口綾部片で，北西部の覆土上層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第相聞　第148号土坑実測図
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第170図　第148号土坑出土遺物実測図

第148号土坑出土遺物観察表（第170図）
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図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 8 ．3］ 口綾部から頚部にかけての破片。頚部は外傾 して立ち上がり， 長石 ・石英 P 179　10％

縄文土器 B （13．2） 口緑部は内攣する。口唇部には太い隆帯を，口唇部直下には爪 にぷい橙色

形文を巡らしている。ロ縁部には突出した隆帯を施 し，隆帯で

渦巻文や楕円形の区画文を施している。地文はL R の単節縄文

を横方向に施 している。

普通

2

探　　 鉢 A ［2 3．0］ 口縁部から胴部にかけての破片。胴部は内響 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 180　70％

縄文土器 B （2 2．2） 口緑部はやや外傾 して立ち上がる。口縁部の内側に稜を持つ。 黒褐色 P L 26

ロ縁部には4 単位の横 S 字状の隆帯を貼付 している。ロ緑部

か ら胴部にかけて，クシ状工具による条線文を縦位に施して

いる。

普通

3

深　　 鉢 B （1 5．5） ロ緑部から頸部にかけての破片。頚部は 「く」の字状に外傾し， 長石 ・雲母 T P 52　 5％

縄文土器 口縁部は内攣 して立ち上がる。口唇部はやや外傾する。口縁部 にぷい褐色

の内側に稜を持つ。頚部にはクシ状工具よる沈線を縦位に施し

ている。地文はL R の単節縄文を縦方向に施している。

普通

－186　－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

4

浅　　 鉢 A　 2 9 ．0 口緑部 から胴部 の一部欠損 。胴部は内攣 して立 ち上が り，口唇 長石 ・石英 ・雲母 P 18 1　80％

縄文土器 B　 lO ．0

C　 lO ．4

部 はやや丸味 を帯 びる。胴部 は無文 であ る。 にぷい橙 色

普通

P L 2 6

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重 量 （g）

5 凹　　 石 8．4 8．7 1．8 10 0．0 凝　 灰　 岩 表面 に 3 穿孔。 Q 44

第150号土坑（第171・172図）

位置　調査1区の西部，B4i7区。

重複関係　本跡が第154号土坑の南側部分を掘り込んでいることから，第1別号土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は長径1．84m，短径1．60mの楕円形，底面は長径2．32m，短径1．94mの楕円形で，深さは

85cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

j誓4／　　A29．2m B　　　　　　　　　　1　　　　2

「一

し　＿⊥ノ
0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

l i　　　：

＼　－一一

トl－l一十1－－－1

第171図　第150号土坑・出土遺物実測図
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覆土　5層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックを多く含んでいることから人為堆積と考えられる。
土屑解説
1　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大ブロック・ローム中ブロック中量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　褐　色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片140点が出土している。そのうち縄文土器5点を抽出・図示した。第171図1は探鉢の口緑部

から胴部にかけての破片で，底面から横位で出土している。2は胴部が一部欠損する探鉢で，底面から逆位で

出土している。3は探鉢の把手部片，4・5は探鉢のロ緑部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿玉台式Ⅳ式期）と考えられる。

第172図　第150号土坑出土遺物実測図

第150号土坑出土遺物観察表（第171・172図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［1 9 ．8 ］ 口緑 部か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は内攣 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 183　 2 0 ％

縄 文 土器 B （2 0 ．8 ） 口緑 部 は内攣す る。 口緑部 の内側 に稜を持 つ。口唇部直下 には 橙 色

波状の沈線が巡 る。 その下 に綾繰 文を縦 に施 している。口唇部

には R L の 単 節 縄文 を横 方向 に施 してい る。地文 は R L の 単 節

縄 文 を縦方向に施 している。

普通

2

探　　 鉢 A　 3 0 ．9 胴 部 の 一部欠損。胴部 は内攣気味 に立 ち上 が り，口緑 部は外傾 長石 ・石英 ・雲母 P 1 82　 8 5 ％

縄 文土 器 B ［3 9 ．4 ］ して 立ち上がる。 口唇部直下の外面 に稜 を巡 らしている。地文 にぷ い褐色胴部上半

C　 1 2 ．5 は しの 無節縄 文を縦 方向に施 している。 灰黄褐色 胴 部下半

普通

3

探　　 鉢 B （1 0 ．3 ） 把 手 部を有する口縁 部片 。把手は眼鏡状把 手。把 手部には隆帯で 長石 ・雲母 P 18 4　　 5 ％

縄 文 土器 突 出部を作 出し，孔 の周 りには結 節沈線文や爪形文で文様を描出し 褐灰色

ている。隆帯にはキザミを施 している。ロ緑部には条線文を施している。 普通

4

深　　 鉢 B （8 ．7 ） 波 状 口緑 を呈する口縁部片。波状部の隆帯 にはキザ ミを施 して 長石 ・石英 ・雲母 T P 53　5 ％

縄 文 土器 いる。口縁部 には クシ状工具による条線 文と沈線を施 している。 にぷい橙色

普通

5

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴 部 片。胴部 は外傾 して立ち上がる。 2 条 の 沈 線 を巡 ら し， ク 雲母 T P 5 4　5 ％

縄 文 土器 シ状工具 による沈線 を縦方向や波状 に施 してい る。 にぷい橙色

普通

第151号土坑（第173・174図）

位置　調査1区の西部，B4i7区。

重複関係　本跡は南側部分を第152号土坑に掘り込まれていることから，第152号土坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径1．46m，短径1．11mの楕円形，底面は長径2．47m，短径2．20mの楕円形で，深さは

78cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

－188　－



覆土　9層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロック・鹿沼パミスブロックを多く含んでいることから，

人為堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
2　暗褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　褐　色　鹿沼パミス小ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量
6　暗褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
7　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量
8　黒褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
9　褐　色　鹿沼パミス小ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片80点が出土している。そのうち縄文土器3点を抽出・図示した。第173図1は口綾部から胴

部が一部欠損する深鉢で，南西部の覆土中層から出土している。2は口緑部，胴部が一部欠損，底部が欠損す

る探鉢で，西部の覆土中層から出土している。3は口緑部，胴部，底部が一部欠損する深鉢で，東部の覆土中

層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅱ式期）と考えられる。

第173図　第151号土坑・出土遺物実測図
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第174図　第151号土坑出土遺物実測図
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第151号土坑出土遺物観察表（第173・174図）

図版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の 特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A　 3 0 ．2 底 部 の 一 部 欠 損 。 胴 部 は 外 傾 して立 ち上 が る 。 口唇 部 直 下 に は 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 18 5　 70 ％

縄 文 土 器 B　 3 8 ．0 爪 形 文 を巡 ら して い る。 胴 部 に は 4 単 位 の 「Y 」 字 状 の 隆 帯 を 明 赤 褐 色 P L 2 7

C ［1 2 ．2 ］ 垂 下 させ て い る。 隆苛 に は指 頭 に よ る押 圧 を 施 して い る。 普 通

2

深　　 鉢 B （2 9 ．6 ） ロ緑 部 か ら胴 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は内 攣 して立 ち上 が り， 石 英 ・雲 母 P 186　 50 ％

縄 文 土器 ロ縁 部 は外 傾 して 立 ち 上 が る 。 波 状 口 緑 を呈 す るが ， 波 頂 部 は に ぷ い褐 色 P L 2 7
欠 損 して い る。 ロ緑 部 に は 断 面 三 角 形 の 細 い隆 帯 で 楕 円形 の 区

画 文 を 4 単 位 施 して い る。 区 画 内 には 突 出 部 を作 出 して い る。

隆 帯 に沿 っ て， 円形 状 の竹 管 の 先 端 に よ る刺 突 を施 し て い る。

胴 部 に は隆 帯 に沿 って 複 列 の 結 節 沈 線 文 を施 して い る 。

普 通

3

探　　 鉢 A　 2 2 ．6 口縁 部 の一 部 欠 損 。胴 部は外 債 して 立ち上 が り，口緑 部 は内攣 す る。口 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 1 87　 7 0 ％

縄文 土 器 B　 3 2 ．1 緑 部には孔 が空 けられ，その周 りを爪 形 文で 区画 している。胴 部 には隆 帯 にぷ い褐 色 P L 27

C ［1 0 ．5 ］ を垂下 させ，その左右 に爪形 文 で区画 文や渦 巻状 の文 様を措 出 している。 普 通 底 部 網 代 痕 有 り

第157号土坑（第175図）

位置　調査1区の北部，B4e9区。

重複関係　本跡が第50号土坑の北側部分，第61号土坑の南側部分を掘り込んでいることから両土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は，長径0．96m，短径0．77mの楕円形，底面は長径1．91m，短径1．75mの楕円形で，深さ

は128cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　明褐色　炭化粒子少量，ローム粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遣物　縄文土器片50点が出土している。そのうち縄文土器1点を抽出・図示した。第175図1は探鉢の胴部か

ら底部に欠けての破片で，北東部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，遺構の形態や出土土器から中期と考えられる。

⑥　加、′、＼　　　　A29．4m
野　粛レ′、＼＼、
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SK61′／　　＼

志丁／粛’

第175図　第157号土坑・出土遺物実測図
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第157号土坑出土遺物観察表（第175図）

図 版 番 号 券　 種 計 測 値 （cm ） 器形 及 び 文様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 胴 部 か ら底 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は外 傾 して立 ち上 が る 。胴 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 18 9 15 ％

縄 文 土 器 C　 9 ．7 部 に は複 列 の結 節 沈 線 文 を巡 ら して い る。 にぷ い褐 色

普 通

底 部 網 代 痕 有 り

第158号土坑（第176・177図）

位置　調査1区の西部，B4j7区。

重複関係　本跡は第166号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1．65m，短径1．30mの楕円形，底面は長径1．88m，短径1．75mの円形で，深さは

74cmである。

第176図　第158号土坑・出土遺物実測図
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底　ほぼ平坦である。

覆土11層に分層され，1層から3層は，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。4層か

ら11層は，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

2　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，炭化物・焼土粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック・炭化物少量，ローム粒子・焼土粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化物少量
7　黒褐色　炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
8　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量
9　暗褐色　炭化物中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
10　暗褐色　ローム中ブロック・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量
11黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片128点，打製石斧2点が出土している。そのうち縄文土器5点，打製石斧2点を抽出・図示

した。第176図1は胴部が一部欠損する探鉢，4は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，底面から出土してい

る。2は深鉢の口綾部片で，覆土中層から出土している。3は探鉢の口緑部に付く把手部片で覆土上層から出

土している。5は深鉢の胴部片，6・7は打製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

∠＝ゝ

第177図　第158号土坑出土遺物実測図

第158号土坑出土遺物観察表（第176・177図）
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢 A　30．5 胴部の一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，口緑部で内攣す長石・石英・雲母 P190　80％
縄文土器 B　40．3 る。4単位の波状口縁を呈し，その内の一単位の波状部は双頭にぷい褐色 PL26

C　　9．4 となる。双頭の波底部には結節沈線文で三角形の区画による文

様を描出させている。口唇部直下には交互刺突による連続コの

字状文を巡らしている。胴部には隆帯を「Y」字状に垂下させ，

その間には，沈線によるⅩ字状文を施している。地文はRLの

単節縄文を縦方向に施している。

普通

ー193　－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

2

探　　 鉢 B （13 ．5 ） 口緑 部 か ら頚部 にか けての破片 。 口線 部は はやや内攣 して立 長石 ・石英 ・雲母 P 19 1 10％

縄文土器 ち上 が る。 口縁 部 には橋 状把手 を有す る隆帯 で区画 されて い にぷ い褐色

る。 区画 内に は隆帯 に沿 っ てペ ン先状 の刺突 文及び沈線 を施

してい る。 口綾 部は R L の単節縄 文 を縦 方向 に，一部横 方 向

に施 してい る。

普通

3

探　　 鉢 B　　 3 ．5 把手部片。把手部 には窪みを 2 か所施 し，獣面把手の様相 を呈 長石 ・雲母 P 192　 5 ％

縄文土器 する。 にぷい褐色

普通

4

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 胴部か ら底 部 にかけての破片。底部 から胴 部にか けて外傾 して 長石 ・石英 ・雲 母 P 193　 10％

縄文土器 C　 lO ．0 立ち上が る。胴 部に は隆帯 を垂 下 させ ，隆帯 には指頭 に よる押 にぷい橙色

圧 を施 している。 普通

5

深　　 鉢 B （8 ．6 ） 胴 部片。胴部 はやや外傾 して立 ち上 がる。胴 部には垂 下 した隆 長石 ・雲母 T P 5 5　 5 ％

縄文土器 帯 に沿って沈線 を施 し，棒状工具 による沈線 で楕 円形状 に文様 にぷい橙色

を措 出 している。 普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

6 打製石斧 （10．0） 4．9 1．8 （12 0．0） 粘　 板　 岩 刃部欠損。短 冊形。 刃部断面形は片刃。 Q 46　 P L 46

7 打製石斧 （8．8） 6．7 2．6 （18 0．0） 凝　 灰　 岩 基 部欠損。短冊 形。 Q 45　 P L 46

第160号土坑（第178～180図）

位置　調査1区の北部，B4d9区。

規模と平面形　開口部は長径1．90m，短径1，48mの不整楕円形，底面は長径1．88m，短径1．77mの円形で，深さ

は65cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

①　l
／　　A29．4m

●5

、、＿／／

可

第178図　第160号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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覆土　7層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化物・焼土粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　褐　色　ローム粒子多量，炭化物少量，焼土粒子微量
7　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片109点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器8点，磨製石斧1点を抽出・図示

した。第179図2は口綾部，胴部が一部欠損する探鉢で，北部の底面から出土している。1は波状口緑を呈す

る探鉢の口綾部片，3は深鉢の口縁部から胴部にかけての破片，5は探鉢の胴部片で，東部の底面からそれぞ

れ出土している。6は深鉢の胴部片で，南西部の底面から出土している。7は深鉢の胴部から底部にかけての

破片，8は探鉢の口縁部片で，それぞれ北部の底面から出土している。4は探鉢のロ緑部片で，北部の覆土下

層から出土している。9は磨製石斧で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

）　　　　　　（

「　　　　　　　11

第179図　第160号土坑出土遺物実測図（1）
－195　－



第180図　第160号土坑出土遺物実測図（2）

第160号土坑出土遺物観察表（第178～180図）

⊂⊃？
l i　＿＿＿…　」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢B（15．5）波状口縁を呈するロ縁部片。波頂部は欠損している。口縁部に長石・石英・雲母P195　　5％

縄文土器は隆帯で突出部を作出し，隆帯に沿って爪形文を施している。褐色

また，波状沈線を施している。頚部との境には隆帯と平行沈線

文を巡らしている。

普通

2

探　　鉢B（18．6）胴部片。胴部は直線的に立ち上がり，口縁部に至る。胴部には長石・石英・雲母P194　30％

縄文土器C［8．5］蛇行隆帯を貼り付けている。地文はRLの単節縄文を縦方向ににぷい橙色PL27

施している。 普通

3

探　　鉢A［21．2］口緑部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。長石・石英・雲母P196　10％

縄文土器B（18．0）口唇部直下にはキザミを施した隆帯による区画文を施している。にぷい褐色

胴部はRの無節縄文を横方向に施している。普通

4

探　　鉢A［32．2］ロ綾部から胴部にかけての破片。胴部は内轡して立ち上がり，長石・石英P197　5％

縄文土器B（9．2）口緑部は外傾して立ち上がる。口緑部から胴部は無文。にぷい赤褐色

普通

5

深　　鉢B（20．8）胴部片。胴部は内攣して立ち上がる。地文はLRの単節縄文を長石・石英・雲母P198　10％

縄文土器横方向に施している。 にぷい橙色

普通

6

探　　鉢B（21．4）胴部片。胴部は内攣して立ち上がる。地文はLRの単節縄文を長石・石英・雲母P199　20％

縄文土器縦方向に施している。 にぷい橙色

普通

7

探　　鉢B（9．1）胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。胴長石・石英・雲母P200　30％

縄文土器C　14．1部にはクシ状工具による波状沈線や縦位の沈線を施している。にぷい橙色

普通

底部網代痕有り

8

探　　鉢B（9．5）ロ緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。半裁竹管による結節長石TP56　5％

縄文土器沈線文を巡らしている。地文はLRの単節縄文を縦や横方向に橙色

施している。 普通

図版番号器　種

計測値

石　　質特　　　　　　徴備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

9磨製石斧（12．4）5．33．0（300．0）流　紋　岩頭部欠損。刃部の平面形は円刃状。刃部剥離。Q47　PL45

－196　－



第162号土坑（第181・182園）

位置　調査1区の北部，B4f9区。

重複関係　本跡は第144号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1．86m，短径1．73mの円形，底面は長径2．75m，短径2．60mの円形で，深さは

102cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　3か所。Plは北壁際に位置し，径24cmの円形で，深さは6cmである。P2は東壁寄りに位置し，径

35cmの円形で，深さは16cmである。P3は中央部に位置し，長径汲：m，短径2伽mの楕円形で，深さは1Cbmである。

覆土11層に分層され，ローム・炭化物・鹿沼パミスブロックの含有状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化物微量
5　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
6　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム大ブロック・ローム粒子多量
8　暗褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム中ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
9　暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム粒子多量，炭化物・鹿沼パミス小ブロック微量
11褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック少量

遺物　縄文土器片298点，打製石斧1点，磨製石斧2点が出土している。そのうち縄文土器4点，打製石斧1

点，磨製石斧2点を抽出・図示した。第182図1は探鉢の口綾部から胴部にかけての破片で，中央部の覆土下

層から出土している。3は口綾部が一部欠損する探鉢，6は磨製石斧で，南西部の覆土下層から出土している。

4は口緑部が一部欠損する探鉢で，西部の覆土下層から横位で出土している。5は磨製石斧で，中央部の覆土

下層から出土している。2は浅鉢の底部片，7は打製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　10cm
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第181図　第162号土坑・出土遣物実測図
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第182回　第162号土坑出土遺物実測図
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第蟻号土坑出土遺物観察表（第1818182図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［3 0 ．2 ］ 目線 部 か ら胴 部 にか け ての破 片 。胴 部 は内攣 して立 ち上が 長石 ・雲母 P 2 02　 5 ％

1

縄文土器 B （1 8 ．4 ） りタ　ロ緑 部 は 内攣 す る。 目線 部 の内 側 に稜 を持 つ。 口唇 部 黒褐色

直下 には隆 帯 が巡 る。 隆帯 に平行 して半裁 竹 管 に よる平 行 普通

沈 線 文 を施 して いる。 地 文 は L の無節 縄 文 を縦 方向 に施 し

てい る。

2

浅　　 鉢 B （7 ．2 ） 胴部 から底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。底 長石 ・雲母 P 20 4　 10 ％
縄文土器 C　 l O ．2 部の内面 は摩滅 している。胴部 は無文。 暗赤褐色

普通

3

深　　 鉢 A　 2 9 ．9 目線部，胴部一部 欠損。胴 部はやや内攣 して立 ち上が る。 目線 長石 ・石英 ・雲母 P 2 0 1　 80％
縄文土器 B　 4 4 ．8 部は内攣 して立 ち上 が り，口唇 部で外 傾する。目線部か ら胴部 にぷい褐色胴 部上 半 P L 2 7

C　 l 上 8 にかけてク シ状工具 による条線文 を施 している。 にぷい橙色胴 部下 半

普通

4

深　 準 A　 1 2 ．2 ほぼ完形 。目線部 は外傾 して立 ち上が り，口唇部 は丸味 を持 っ 長石 ・雲母 P 20 3　 9 5％
縄文土器 B　 i 8 ．3

C　　 8 ．7

てや や外傾 する。胴 部は無文で研磨 している。 にぷい褐色

普通

P L 27

底 部網代 痕有 り

図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）重 量 （g ）

5 磨製石斧 （9．9） 4．7 2．9 （2朝．0） 緑 色凝灰岩 刃部欠損。 Q 4 8

6 磨 製石斧 （9．8） 4．7 2．8 （2 20．0） 緑色 凝灰岩 頭部欠損。刃部平面形は円刃で断面形は両刃。 Q 49　 P L 45

7 打 製石斧 1 1．7 5．2 2．3 14 0．0 緑 泥 片 岩 刃部断面形は両刃。表裏面に剥 離有 り。 Q 50　 P L 46

第帽考量坑（第1838ユ84図）

位置　調査1区の西部，B4h6区。

重複関係　本跡は東側部分を第167号土坑に掘り込まれていることから，第167号土坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径2。15m，短径1。83mの楕円形，底面は長径2。40m，短径2。14mの楕円形で，深さは

32cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

覆蓋　5層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロックのローム粒子・焼土粒子少量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　褐　色　ローム粒子多量，ローム中ブロックeローム小ブロック少量
4　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子中量，炭化粒子少量
5　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化物も炭化粒子微量

遺物　縄文土器片150点が出土している。そのうち縄文土器3点を摘出。図示した。第184図1は底部が欠損す

る深鈍　3は深鉢の橋状把手が付く目線部片で，それぞれ北西部の壁際の底面から出土している。2はロ綾部

から胴部が欠損する深鉢で，北西壁際の底面から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　2m

」　　　十　V＿＿二二∃

－199　－

第相聞　第164号土坑実測図



第184図　第164号土坑出土遺物実測図

第164号土坑出土遺物観察表（第184図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 0 ．0 ］ 口縁部 か ら胴 部にか けての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 20 5　 3 0％

縄文土器 B （3 1．6 ） ロ緑部 に至る。ロ緑部は眼鏡状把手 を呈 する。把手 には，沈線 橙 色 P L 27

で渦巻 文を施 し，片方 に孔が施 されている。眼鏡状把 手の直下

にはキザ ミを施 した隆帯で突 出部 を作 出 し，その隆帯 の延長上

に文様 を描出 してい る。隆帯 に沿 って三角押 文を施 している。

胴部 には沈線で渦巻文 とR L の 単節縄文 を縦方向に施 している。

普通

2

深　　 鉢 B （1 5 ．5 ） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴部はやや外傾 して立ち上が る。 長石 ・石英 ・雲 母 P 2 0 7　 2 0％

縄文土器 C　　 9 ．6 胴 部 には隆帯 に沿 って，半裁竹管 による平 行沈線文 を施 してい 橙色 底 部網代 痕有 り

る。地文 は R L の単節縄文 を斜 方向に施 している。 普通

－　200　－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

3

探　　 鉢 B （2 0 ．5 ） 口緑部から頚部にかけての破片。口縁部は内攣する。口緑部には隆 長石 ・石英 ・雲 母 P 206 10％
縄文土器 帯が巡る。橋状把手を有する。隆帯で区画された内 ・外はR L の単 橙色

節縄文を横方向に，地文はR L の単節縄文 を縦方向に施 している。 普通

第165号土坑（第185・186図）

位置　調査1区の西部，B3i7区。

規模と平面形　開口部は長径2・10m，短径1・24mの楕円形，底面は長径2・00m，短径1．45mの楕円形で，深さは

72cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土11層に分層され，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
3　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ロームノトブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量
7　黒褐色　ローム小ブロック少量，焼土粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
9　褐　色　ローム粒子多量，ローム′トブロック少量

10　明褐色　ローム大ブロック多量，ローム小ブロック少量，鹿沼パミス小ブロック微量
11褐　色　ローム粒子多量，鹿沼パミス小ブロック微量

十
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第185図　第165号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片114点が出土している。そのうち縄文土器3点を抽出・図示した0第186図3は底部から胴部

が一部欠損する橋状把手を有する深鉢で，中央部の覆土下層から出土している。2は波状口緑を呈する浅鉢の

口緑部片で，東部の覆土下層から出土している。1は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，覆土から出土

している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第186図　第165号土坑出土遺物実測図

第165号土坑出土遺物観察表（第185・186図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［1 9 ．8 ］ 口緑 部から胴部にかけての破片 。胴部 は外傾 して立ち上が り，口 長石 ・パ ミス P 2 09　 30 ％

縄 文 土器 B （2 5 ．2 ） 縁 部 に至る。口唇部には浅い法線が巡る。口緑部は波 1大口緑 を呈 し， 灰褐色 P L 2 7

波 頂 部 に は沈線で渦巻文 を施 している。胴部には縦位 や横位の沈

線や渦巻文を施 している。地文は R L の単 節縄文 を施 している。

普 通

2

浅　　 鉢 B （6 ．5 ） 波 状 口緑 を呈 するロ緑部片。 口緑部 は外傾 して立 ち上 がる。波 長石 ・石英 ・雲 母 P 2 10　 5 ％

縄 文 土器 頂部 は平坦で ある。 波状部 は無文で，研磨 している。 灰褐 色

普通

3

探　　 鉢 A ［2 8 ．0 ］ ロ緑 部，胴 部の一部欠損。底部欠損。 1 単 位 の波状 口緑 を呈す 長石 ・石英 ・雲母 P 2 0 8　 60 ％

縄 文 土器 B （3 8 ．5 ） る。 胴 部は外傾 して立ち上が り，ロ緑部 は内攣する。ロ緑 部に 褐 色 P L 2 7

は 隆帯 で 円形状 に文様 を描 出 している。 地文は R L の 単 節 縄文

を縦方 向に施 している。

普通

一　202　一



第172号土坑（第187・188図）

位置　調査1区の西部，B4j3区。

重複関係　本跡は第209号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　第209号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，長径2．25m，短径

2．15mの円形，深さは88cmである。

壁　円筒状を呈し，直立する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　4か所o Plは北壁寄りに位置し，径25cmの円形で，深さは29cmであるo P2は中央部に位置し，

径23cmの円形で，深さは73cmである。P3は西壁寄りに位置し，径22cmの円形で，探さは61cmである。P

4は北壁際に位置し，径65cmの円形で，深さは69cmである。

覆土　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
5　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

遺物　縄文土器片109点，凹石1点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器5点，凹石1点，磨製

石斧1点を抽出・図示した。第187図2は探鉢の胴部片で，西部の覆土下層から出土している。3は探鉢の口

縁部片，4は鉢の胴部片，5は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，それぞれ西部の覆土中層から出土して

いる。1は探鉢の口緑部片，6は凹石，7は磨製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。
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第187図　第172号土坑・出土遺物実測図



⊂
第188図　第172号土坑出土遣物実測図

第172号土坑出土遺物観察表（第187・188図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形 及び文様 の特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （5 ．9 ） 口緑 部片 。口緑 部は内攣 して立 ち上 がる。 口縁部直 下 には 2 石 英 ・雲母 ・赤色粒 T P 5 8　 5 ％

縄文土器 条の凹線 を巡 ら してい る。 地文 は複 節縄文 を施 してい る。 子 ・礫

にぷ い褐色，普通

2

深　　 鉢 B （1 1＿3 ） 胴 部片。胴 部 はやや外傾 して立 ち上 がる。胴 部 には 3 条 の沈 長石 ・石英 ・雲母 T P 60　 5 ％

縄文土器 線 を垂下 させて いる。地 文は L R L の 複節縄 文 を縦方 向 に施 黄橙色

してい る。 普通

3

探　　 鉢 B （7 ．8 ） 口緑 部片。 口綾部 は内攣 して立 ち上が る。 ロ緑 部直下 には沈 長石 ・雲母 T P 59　 5 ％

縄 文土器 線 を巡 らしてい る。地 文は複 節縄 文 を施 している。 橙色

普通

4

鉢 B （1 3 ．4 ） 胴部片 。胴部 は内攣 して立 ち上が る。胴 部 には沈線 による懸 長石 ・石英 ・雲母 T P 6 1　 5 ％

縄文土器 重文 を施 し，沈線 間 を磨 り消 して い る。地文 は L R の 単節 縄 にぷい橙色 内 ・外 面赤彩

文 を槙 方向 に施 してい る。 良好

5

深　　 鉢 B （1 5 ．0 ） ロ緑 部か ら胴部にかけての破片。胴 部は外傾 して立ち上がる。 長石 T P 6 2　 5 ％

縄文土器 胴 部には沈線に よる懸垂文 を施 し，沈線 間を磨 り消 している。 にぷい褐 色

地文 は R L の 単節縄 文 を縦 方向 に施 している。 良好

撰版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 帽 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

6 凹　　 石 14．2 9．4 6．4 10 00 ．0 砂　　　 石 表面 2 穿孔 。裏面 1 穿 孔 Q 5 2

7 磨 製石斧 15．0 5．9 2．4 2 60 ．0 緑 泥 片 岩 刃部断面形 は片刃。 Q 5 1 P L 46

－　204　－



第膵考量蟻（第1890190図）

位置　調査1区の西部，C4a6区。

重複関係　本跡は第169弓89e308号土坑と重複しているが，それらの土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径0。88m，短径0。64mの楕円形，底面は長径3。06m，短径2。95の円形で，深さは

145cnlである。

璧　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆豊19層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　明褐色　ローム太ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック中量
6　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物0炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックを炭化粒子少量
9　黒褐色　ローム粒子・炭化凝子少量，ローム小ブロック・炭化物微量
10　黒褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
11黒褐色　ローム粒子・焼土粒子e炭化粒子少量
12　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe炭化粒子微量
13　明褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
14　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
15　褐　色　ローム粒子少量0炭化粒子微量
16　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
17　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
18　暗褐色　ローム小ブロックやローム粒子微量
19　褐　色　ローム粒子少量

遺物　縄文土器片270点，土器片円盤2点， 磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器10点，土器片円

盤2息　磨製石斧1点を摘出も図示した。5ほ深鉢の胴部片で，中央部の覆土下層から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第相聞　第177号土坑e出土遺物実測図
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第190図　第177号土坑出土遺物実測図

第177号土坑出土遺物観察表（第189・190図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （1 0 ．7 ） 波 状 口緑 を呈す る∪緑 部片。波頂部 には山形状の深 いキザ ミを 長石 ・石英 ・雲母 P 2 1 1　 5 ％
縄 文 土器 施 してい る。波状 部 には逆 S 字状 の 隆帯 を貼付 している。隆帯 にぷい赤褐 色

に沿って複 列の結節沈線 文を施 している。 普通

2

深　　 鉢 B （7 ．9 ） 口緑 部片。口唇部欠損。 目線部 は直線 的に立ち上 がる。口緑部 長石 ・雲母 ・パ ミス P 2 13 】0％
縄 文 土器 と子は断面三角形の隆菅で方形 に区画 し，隆帯 に沿 って結 節沈線 褐灰色

文 を施 している。 普通

3

探　　 鉢 B （5 ．1 ） 突 起 部。 円形状 の突起 を呈 する。円形 に隆帯 を施 し， その周 り 長石 ・雲母 P 2 12　 5 ％
縄 文土器 を刺突 し， 中央部 に窪みを施 している。隆帯の外側 には爪形文 明赤褐色

を施 している。 普通

4

探　　 鉢 B （4 ．8 ） 胴 部 から底部にかけての破片。胴部はやや外傾 して立 ち上がる。 長石 ・石英 ・雲 母 P 2 14　 5 ％
縄 文 土器 C　 l O ．0 底 部 は 平坦である。胴部は無文で研 磨 している。 にぷい赤褐色

普通

底部網代痕有 り

5

深　　 鉢 B （1 6 ．5 ） 胴 部片 。胴部はやや外傾 して立 ち上が る。胴 部には複列 の結節 長石 ・石英 ・雲母 T P 6 7　 5 ％
縄 文土器 沈線文 を 3 段 に巡 ら している。 にぷい赤褐色

普通

6

深　　 鉢 B （1 2 ．2 ） 胴 部 片。胴部 はやや外傾 して立ち上が る。 「Ⅴ」字状 の隆帯 を 長石 ・石英 ・雲母 ・ T P 6 8　 5 ％
縄 文 土器 貼付 し， そこか ら縦位 に隆帯 を垂 下 させてい る。垂下 した隆帯 礫

には指頭 による押圧 を加 えている。隆帯 には一部キザ ミを施 し にぷい褐色

ている。 また，器面にはキザ ミ目列 を巡 らしてい る。 普通

7

探　　 鉢 B （7 ．0 ） ロ緑 部片。口綾 部は内攣 して立 ち上 がる。口唇部直下には隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 6 3　 5 ％
縄 文土器 が巡 り，隆帯に沿 って爪形文 を施 している。口縁 部には半裁竹 黒褐 色

管 による結節沈線文 で楕 円状 の区画 を施 している。 普通

－　206　－



図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　 考

8

探　　 鉢 B （5 ．5 ） 波状 目線 を呈す る口縁部片。 目線部 は内攣気味 に立 ち上が る。 長石 e 石英 e 赤色粒 T P 6 4　 5 ％

［

縄文土器

i

目線部 にはキザ ミを施 した隆管で楕 円形の区画文 を施 している。 子

区画内 には複列 の結節沈線文 を施 している。区画 間には短い波 暗赤褐色

状 の隆帯 を 2 段 に貼付 している。 普通

9

深　　 鉢 B （ ．の 目線部片 。口縁 部は内攣気味に立ち上が る。内側 に稜 を持つ。 長石 ・石英 ・雲母 T P 65　 5 ％

縄文土器 キザ ミ自列 を巡 ら している。 明赤褐色

普通

10

探　　 鉢 B （7 ．日 ロ縁部片。 目線 部は内攣気 味に立ち上がる。波状の沈線 を巡 ら 石英 も雲母 さ赤色粒 T P 66　 5 ％
縄文土器 してい る。 子

褐色，普通

図版番号 器　 種

i

計測値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm） 厚さ（cm ） 重量（g）

＝ 土器片円盤 3．9 3．7 1．2 16．8 土　　　 製 波状沈線で文様を措出している。 D P 9　 P L 44

12 土器片円盤 3．1 2．9 仕り 7．8 土　　　 製 R L の単節縄文を縦方向に施している。 D P lO

図版番号 器　 種
計測値 ！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重畳（g）

13 磨製石斧 （6月） 5．0 コ．り （160．0） 緑色凝灰岩 基部欠損。刃部の平面形は円刃で，断面形両刃 Q 53

第閥離乳藍坑（第温910192図）

位置　調査ヱ区の北西部，B4g7区。

重複関係　本跡は第199号士坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模藍平面形　開口部は長径摘7mラ　短径且。35mの円形夕　底面は長径1の55mタ　短径1。40mの楕円形で，深さは

34cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ距　2か所。P且は北東壁寄りに位置し，径25cmの円形でタ　深さは18cmである。P2は北東壁寄りに位

置し，径25clllの円形で，深さは42eIT1である。

覆羞　5層に分層され，不規則な堆積状況からタ　人為堆積と考えられる。
土層解説
1　褐　色　ローム小ブロック0ローム粒子中量，炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック中量，炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロックe炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片23点が仕上上している。、そのうち縄文士器3点を抽出・図示した。第192図1は深鉢の底部片

でタ　東部の覆土下層から出土している。2は深鉢の底部片で，中央部の覆土上層から出土している。3は深鉢

の目線部片で，覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

／　　　　Å29す2m
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第相聞　第18ユ号土坑実測図



第192図　第181号土坑出土遺物実測図

第181号土坑出土遺物観察表（第192図）

図版番号 券　 種 計測値 （c m ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （9 ，5 ） 胴 部 か ら底部 にかけ ての破片。胴部 は直線的に立ち上がる。胴 長石 ・石英 ・雲母 P 2 17　 5 ％
縄 文 土器 C　　 9 ．1 部 に は 隆帯が垂下す る。胴部 には R L の 単節 縄 文を縦方向 に施 にぷい褐色

している。 普通

2

深　　 鉢 B （6 ．2 ） 胴 部 か ら底部 にかけての破片。胴部 はやや外傾 して立ち上がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 2 16　 5 ％
縄 文土器 C　 1 3 ．6 胴 部 に はクシ状工具 による沈線 を縦位 に施 して いる。 明赤褐色

普通

3

探　　 鉢 B （6 ．0 ） 口縁 部片。 口縁部 は外傾 して立ち上がる。ロ縁 部 には R L の 単 長 石 ・雲母 T P 6 9　 5 ％
縄 文 土器 節縄文を縦 や斜 方向に施 している。 明褐色

普通

第187号土坑（第193～195図）

位置　調査1区の西部，C4C6区。

重複関係　本跡は第191・211号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1・92m，短径1．57mの楕円形，底面は長径2．20m，短径1．92mの楕円形で，深さは

102cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　8層に分層され，1層から3層はレンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられ，4層から8層

は不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
2　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化物少量
5　暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子微量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

遺物　縄文土器片332点，土器片円盤1点，打製石斧1点，凹石1点が出土している。そのうち縄文土器22点，

土器片円盤1点，打製石斧1点，凹石1点を抽出・図示した。第193図3は探鉢の底部片で，中央部の底面から

出土している。13は探鉢の口緑部片で，東部の底面から出土している。20は探鉢の口緑部片で，中央部の覆土

下層から出土している。1は底部が欠損する探鉢，4・5は探鉢の胴部から底部にかけての破片，6は口緑部

が一部欠損する浅鉢，7は浅鉢の口綾部片で，それぞれ中央部の覆土中層から出土している。2は探鉢の胴部

から底部にかけての破片で，覆土中層から出土している。11・14は探鉢の口緑部片，25は凹石で，それぞれ南

部の覆土中層から出土している。16は探鉢の口緑部片で，中央部の覆土中層から出土している。21は探鉢の口
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緑部片で，東部の覆土中層から出土している。8は探鉢の口緑部片で，南部の覆土上層から出土している。

9・10・12・15・17・18・19は探鉢のロ緑部片，22は探鉢の胴部片，23は土器片円盤，24は打製石斧で，それ

ぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

二手二二＿
L－　1　　」
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第193図　第187号土坑・出土遺物実測図
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第194図　第187号土坑出土遺物実測図（1）
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第195図　第187号土坑出土遺物実測図（2）

第187号土坑出土遺物観察表（第193～195図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 0 ．6 口 緑 部 か ら胴 部 に か け て の破 片 。 胴 部 は 外 傾 して立 ち上 が り， 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 2 19　 60 ％
縄 文 土 器 B （1 8 ．0 ） 口 綾 部 は 内 攣 す る。 胴 部 に は ク シ状 工 具 に よ る条 線 文 を縦 位 に 明 赤 褐 色 P L 2 7

施 して い る 。 普 通

2

探　　 鉢 B （1 1 ．5 ） 胴 部 か ら底 部 にか け て の破 片 。 胴 部 は やや 外 傾 して立 ち上 が る。 長 石 P 2 20　 30 ％
縄 文土 器 C ［7 ．6 ］ 胴 部 に は 3 条 の 沈 線 を垂 下 させ て い る 。地 文 は R の 無 節 縄 文 を に ぷ い橙 色

斜 方 向 に施 して い る 。 普 通

3

深　　 鉢 B （5 ．6 ） 胴 部 か ら底 部 にか け ての 破 片 。胴 部 はや や 外傾 して 立 ち上 が る。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 22 2　 30 ％
縄 文 土 器 C　　 8 ．0 胴 部 に は太 い 3 条 の 沈 線 を 垂 下 させ てい る。 地 文 は L R の 単 節 橙 色

縄 文 を横 や 斜 方 向 に施 してい る。 普 通

4

深　　 鉢 B （9 ．5 ） 口緑 部 欠 損 ，胴 部 の 一 部 欠損 。 胴 部 は や や外 傾 して立 ち上 が る 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 22 1 20 ％
縄 文 土器 C　　 8 ．0 胴 部 に は 太 い 3 条 の 沈 線 を垂 下 させ て い る 。 地 文 は L R の 単 節 橙 色

縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。 普 通

5

探　　 鉢 B （6 ．2 ） 胴 部 か ら底 部 にか け て の破 片 。 胴 部 はや や 外 傾 して立 ち 上 が る。 石 英 ・雲 母 P 2 23　 30 ％
縄 文 土 器 C　　 9 ．9 地 文 は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。 に ぷ い橙 色

普通

6

鉢 A ［3 7 ．6 ］ ロ縁 部 か ら胴部 にか けて の破片 。胴 部 は 内攣 して立 ち上が り， 口緑 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 2 18 10 ％
縄 文 土 器 B （2 3 ．1 ） 部 は外傾 して立 ち上 が る。 頚部 との境 に平 行 沈線 文 を巡 ら してい る。 にぷ い 橙 色

胴部 の上位 に最 大径 を持 ち， そ こに平行 沈線 文 を巡 ら して い る。 普 通

7

浅　　 鉢

縄 文土 器

B （7 ．3 ） 波状 口緑 を呈 す る 口緑 部 片 。 ロ緑 部 は外 債 して 立 ち上 が る。 口 長 石 ・雲 母 ・ス コ リア P 2 24 10 ％
緑 部 の 内 側 に稜 を もつ 。 ロ縁 部 外 面 は 無 文 。 口緑 部 内 面 に は沈 にぷ い褐 色 口緑 部 内 外 面 赤 彩
線 で文 様 を描 出 して い る 。 普 通

8

探　　 鉢

縄 文 土 器

B （1 1 ．5 ） 口縁 部 片 。 目線 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る。 口唇 部 直 下 に は 太 い 長 石 ・石 英 T P 70　 5 ％
沈 線 を巡 ら して い る 。 口緑 部 に は 隆 帯 と沈 線 で渦 巻 文 や 区 画 文 褐 色

を施 して い る。 普 通

9

深　　 鉢

縄 文土 器

B （5 ．6 ） 波 状 口 緑 を呈 す る 口緑 部 片 。 口緑 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る。 ロ 長 石 T P 72　 5 ％
唇 部 に は 沈 線 を巡 ら し， コ プ状 の 隆 帯 を突 出 させ て い る。 口緑 褐 色

部 に は洗 練 と隆 帯 で 渦 巻 文 や 区 画 文 を施 して い る 。 普 通

10

探　　 鉢

縄 文 土 器

B （9 ．0 ） 口緑 部片 。 口緑 部 は 内 攣 して立 ち上 が る 。 隆帯 と沈 線 で 楕 円 形 長 石 ・石 英 T P 74　 5 ％
及 び 円形 の 区 画 文 を施 して い る。 区画 内 に は沈 線 を 縦 位 に 施 し に ぷ い赤 褐 色

て い る。 口縁 部 と頚 部 と の境 に は条 線 文 を 施 して い る 。 普 通

11

深　　 鉢

縄 文 土器

B （6 ．0 ） 口 緑 部 片 。 口緑 部 は 内 野 して 立 ち 上 が る。 口唇 部 は や や 外 債 す 長 石 ・石 英 T P 7 1　 5 ％
る 。 ロ緑 部 の 内 側 に稜 を持 つ 。 口緑 部 に は隆 帯 と沈 線 で 区 画 文 黒 褐 色

及 び 渦 巻 文 を施 して い る。 区 画 内 に は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向

に 施 して い る 。

普 通

12

探　　 鉢 B （6 ．0 ） 口緑 部 片 。 口緑 部 は内 野 して立 ち上 が る 。 隆 帯 と沈 線 で 渦 巻 文 長 石 ・石 英 T P 7 3　 5 ％
縄 文 土 器 を施 して い る。 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を 縦 方 向 に 施 して い る 。 橙 褐

普 通

13

深　　 鉢

縄 文 土 器

B （5 ．3 ） 口 緑 部 片 。 口緑 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る。 隆帯 と沈 線 で 楕 円 形 長 石 ・赤 色 粒 子 T P 75　 5 ％
の 区 画 文 を施 して い る 。 また ， 短 い 沈 線 を横 位 に施 し， そ の 延 に ぷ い褐 色

長 上 に 円形 の 剃 突 を 1 つ施 して い る 。 そ の 下 に太 い 3 条 の 沈線

を 垂 下 させ て い る 。

普 通

14

探　　 鉢

縄 文 土 器

B （8 ．1 ） 口緑 部 片 。 ロ緑 部 は内 攣 して立 ち 上 が る 。 隆 帯 と沈 線 を巡 ら し 長 石 ・礫 T P 7 6　 5 ％
て い る 。 隆 帯 は 凹 線 で ナ デ て い る。地 文 は R L の 単 節 縄 文 を縦 暗 赤 褐 色

や 斜 方 向 に施 して い る 。 普 通
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図版番号 器　 楯 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　 考

15

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 目線部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が る。 口唇 部直下には太い 長石 ・礫 T P 77　 5 ％

縄文土器 沈線 を施 し隆帯 で楕 円形の区画文 を持 出 している。区画内には 橙褐

L R の単節縄文 を横方 向に施 している。 普通

16

深　　 鉢 B O ．4 ） 目線部片。 目線部 は内攣 して立 ち上が る。隆帯 と洗練 で楕 円形 長石 ・石英 ・雲母 T P 78　 5 ％

縄文土器 の区画文 を施 している。区画内 ・外 にはクシ状工具 による条線 にぷ い橙色

文 を縦位 に施 してい る。 普通

17

深　　 鉢 B （5 ．8 ） 波状部片。波状 部は外傾 して立 ち上がる。波状部は扇状 に開 き， 長石 T P 8 0　 5 ％

縄文土器 波状 部には撚 糸文 を施 している。 にぷい褐色

普通

18

深　　 鉢 B （8 ．5 ） 日録 部片 。目線 部は内攣 して立 ち上 がる。隆帯 と沈線で区画文 長石 T P 8 2　 5 ％

縄文土器 及び渦巻 文を施 してい る。渦巻文 の下 には棒状 の工具に よる刺 にぷい黄橙色

突文 を横位 に施 してい る。 区画内 にはR L の単節縄 文 を横方向

に施 している。

普通

19

深　　 鉢 B （生 0 ） 目線部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が る。棒状工具 による洗練 長石 ・石英 ・雲母 T P 79　 5 ％

縄文土器 で渦巻文 を対 に配 した り，縦位 に沈線 を施 している。 にぷ い橙色

普通

20

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 目線部片。 目線部 はやや外 傾 して立 ち上が る。 口唇部 は摩滅 し 長石 ・石英 ・雲母 T P 83　 5 ％

縄文土器 てい る。 ロ緑部 には 3 条の太い沈線 を垂下 させ てい る。地文 は 灰褐色

撚糸文 を施 してい る。 普通

21

深　　 鉢 B （「L O ） 目線 部片。 目線 部 は内攣 して立 ち上が る。口唇部 には沈線 を巡 長石 T P 8 4　 5 ％

縄文土器 らしている。地文 はR L の単節縄文 を縦方 向に施 している。 にぷい橙 色

普通

22

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 頚部片 。頚部は 「く」の字状 に外傾 して立ち上がる。平行沈線 長石 ・石英 T P 8 5　 5 ％

縄文土器 と波状沈線 を巡 らしてい る。地文 はR L の単節縄 文を縦方向 に 褐色

施 している。 普通

図版番号 器　 種

計測値 ！材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重量（g）

23 土器片円盤 6．1 5．3 1．4 40．5 土　　　 製 無文。周縁部は荒割り。 D P ‖

図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm） 厚 さ（cm ） 重量（g）

24 打製石斧 11．1 7．2 2．1 220．0 斑　 励　 岩 頭部の幅が狭く，刃部の幅が広い。 Q 54

25 凹　　 石 9．9 5．9 3．2 260．0 緑色凝灰岩 自然礫を素材にしている。表面 1穿孔。 Q 56

第柑考量蟻（第196～199図）

位置　調査1区の西部，C4C5区。

重複関係　本跡は第1910211号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1。87m，短径工45mの楕円形，底面は径2。朝mの円形で，深さは88cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

尊皇　9層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
2　暗褐色　ローム太ブロック・ローム小ブロック0ローム粒子中量，炭化物・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子・炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量
6　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　暗褐色　ローム太ブロック中量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物4炭化粒子少量
9　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量

遺物　縄文土器片555点，ミニチュア土器1点，敲石1点，凹石2点が出土している。そのうち縄文土器17点，

ミニチュア土器上島蔽石1点，凹石2点を抽出・図示した。第196e197図1・3は胴部が一部欠損する探鉢，

2は深鉢の目線部から胴部にかけての破片で，西部の底面からそれぞれ出土している。4は深鉢の目線部片で，
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東部の底面から出土している。9は胴部が一部欠損する探鉢で，西部の底面から出土している。19は凹石で，

中央部の覆土下層から出土している。5は小波状口緑を里する深鉢の口綾部片で，中央部の覆土中層から出土

している。7は口縁部に把手を有する探鉢で，東部の覆土中層から出土している。8は探鉢の口緑部から胴部

にかけての破片で，北部の覆土中層から出土している。15は探鉢の口緑部片で，中央部の覆土中層から出土し

ている。11は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，西部の覆土から出土している。10はミニチュア土器，

6・12・13・14は探鉢の口綾部片，16・17・18は探鉢の胴部片，20は凹石，21は敲石で，それぞれ覆土から出

土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第196図　第188号土坑・出土遺物実測図

－　213　－



－　214　－

第197図　第188号土坑出土遺物実測図（1）
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第198図　第188号土坑出土遺物実測図（2）
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C⊃
第199図　第188号土坑出土遺物実測図（3）

第188号土坑出土遺物観察表（第196～199図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　l　＿　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢A　28．0胴部の一部欠損。胴部は内攣して立ち上がり，口緑部で外傾する。小長石・雲母 P225　60％

縄文土器B　36．8波状口緑を呈する。波底部には短い1本の隆帯を貼付し，そこに突出褐色 PL27

C　lO．6部を作出している。地文はLの無節縄文を縦方向に施している。普通

2

深　　鉢A［30．8］ロ緑部から胴部にかけての破片。胴部はやや内攣して立ち上が長石・雲母 P228　20％

縄文土器B（15．5）り，口緑部は外傾する。小波状口緑を呈する。口唇部直下には黒褐色

複列の結節沈線文を巡らしている。胴部との境には平行沈線を

巡らしている。結節沈線文と平行沈線文との間には波状の複列

の結節沈線文を施している。地文はRLの単節縄文を横方向に

施している。

普通

3

探　　鉢A　17．0胴部一部欠損。胴部は直線的に立ち上がり，口綾部は内攣する。長石・石英・雲母P226　60％

縄文土器B　26．5口緑部・胴部は隆帯で区画文を描出し，文様の交点には環状の褐色 PL27

C　　8．0突起を施している。隆帯に沿ってペン先状の工具による結節沈

線文を施している。

普通

4

探　　鉢B（13．0）口縁部片。口唇部には隆帯による楕円形の区画文を施した突出長石・石英・雲母P229　10％

縄文土器 部を作出している。口緑部は隆帯と沈線で区画文を施している。褐灰色

区画内にはLの無節縄文を縦方向に施している。 普通

5

探　　鉢A［15．2］口緑部片。ロ綾部は内攣して立ち上がる。小波状口緑を呈する。長石・雲母 P23010％

縄文土器B　（4．7）ロ緑部の内側には稜を持つ。地文はRLの単節縄文を横方向に橙色

施している。 普通

6

探　　鉢B　（3．9）口緑部片。ロ縁部は内攣して立ち上がる。口唇部は平坦である。長石・雲母・白色粒子P234　5％

縄文土器 口唇部直下には凹線の沈線が巡る。地文はLの無節縄文を縦方

向に施している。

にぷい赤褐色，普通

7

深　　鉢A［17．5］ロ緑部から頚部にかけての破片。口緑部は内野して立ち上がる。石英・雲母 P227　30％

縄文土器B（14．5）口緑部には獣面状の把手が付く。把手部の隆帯にはキザミを施にぷい黄橙色PL28

している。口緑部は隆帯によって楕円形状に区画され，区画内

には隆帯に沿って棒状工具による結節沈線文を施している。そ

の直下には波状の沈線文を巡らしている。頚部との境には沈線

と波状沈線を巡らしている。地文はLRの単節縄文を縦方向に

施している。

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　 考

8

深　　 鉢 B （2 2 ．9 ） 頚 部か ら胴部 にか けての破片 。胴部 はや や外傾 して立 ち上が 長石 ・石英 ・雲母 P 233　 30％
縄文土器 り，頚部 で内攣 す る。頚 部 との境 に複節 の結節洗練 文 を巡 ら 橙色

してい る。頚 部 に は沈 線 で区画 状の 文様 を措 出 してい る。地 普通
文 はR の無節 縄文 を縦方 向に施 してい る。

9

探　　 鉢 A ［2 4 ．5 ］ 目線 部か ら胴 部 にかけ ての破片 。胴部 はやや外 傾 して立 ち上 長石 ・雲母 P 23 1　70％
縄文土器 B （20 ．5 ） が り，目線 部はや や内攣 する。 目線 部 の内側 に稜 を持 つ。 日 灰 褐色 P L 2 8

唇部直 下 には隆帯が巡 る。胴部 は無文 。 普通

10

ミニチュア土器 A　　 4 ．0 目線 部 及び底部 の一部 欠損。胴 部 は内傾 して立 ち上が り，口 長石 ・雲母 P 236　 80％
縄文土器 B　　 2 ．3 嫁 部 に至 る。 口綾 部の内側 に稜 を持つ。 にぷい黄橙色 P L 28

C　　 4 ．5 普通

11

探　　 鉢 A ［2 6 ．0 ］ 目線 部か ら胴部 にか けての破片 。胴部 はや や内攣 して立 ち上 長石 ・石英 ・雲母 P 23 2　30％
縄文土器 B （1 7 ．1 ） が り，目線部 はやや外 反す る。 目線 部か ら胴 部 は無 文。 灰褐色

普通

12

深　　 鉢 B （5 ．0 ） ロ線部 片。 口綾 部 は内攣 して立 ち上 が る。半裁竹 管 による結 長石 I 雲母 T P 8 8　 5 ％
縄文土器 節 洗練文 で文様 を措 出 してい る。 褐色

普通

13

深　　 鉢 B （4 ．3 ） 目線部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が り， 口唇部 で外傾 する。 長石 ・石英 ・雲母 T P 89　 5 ％
縄文土器 口唇 部 には隆帯 を巡 ら し，隆帯 に はキザ ミを施 してい る。 口 にぷい赤褐色

緑部 には半裁 竹管 に よる結節 沈線文 で文様 を措出 してい る。 普通

14

深　　 鉢 i
B （圭 7 ） 波状 日録 を呈 す る目線 部片 。 目線 部 は内攣 して立ち上 が る。 長石 ・雲母 T P 9 0　 5 ％

縄文土器 波頂部 の突端 には キザ ミを施 している。 地文 はR L の単 節縄 明赤褐色
文 を横方 向 に施 して いる。 普通

15

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 波状 目線 を呈す る目線 部片。 波状部 には棒状 工具 に よる押庄 長石 p石英 ・雲母 T P 86　 5 ％
縄文土器 を施 してる。 中央 に孔 を空 けてい る。地文 は L の無 節縄文 を 褐色

縦方 向 に施 してい る。 普通

16

深　　 鉢 B （8 ．0 ） 頚部 か ら胴 部 にか けての破片 。頚 部 は「く」の字状 に外 傾 して 長石 ・石英 ・雲母 T P 9 1　 5 ％
縄文土器 立 ち上 が る。胴 部 は内攣 して立 ち上が る。胴部 に は波状 洗練 暗褐色

を巡 ら して いる。頚 部 には隆帯 で小 突 出部 を作 出 し，波 状沈 普通
線 と平行 沈線 を巡 ら してい る。

17

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 胴 部片。胴 部 は内攣 して立 ち上 が る。胴部 には半裁 竹管 に よ 長石 ・雲母 T P 92　 5 ％
縄文土器 る波 状沈線 を施 して いる。地文 は L の無節縄 文 を縦 方向 に施 褐色

してい る。 普通

18

深　　 鉢 B （10 ．0 ） 胴部片 。胴 部は外傾 して立 ち上 がる。 隆帯 を垂 下 させ ，半裁 長石 ・雲母 ・礫 T P 9 3　 5 ％
縄文土器 竹管 に よる結節 沈線 文を巡 ら して いる。 にぷい褐色

普通

図版 番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

1．9 凹　　 石 18．0 7．6 5．0 880．0 安　 山　 岩 表面 2 穿孔 ，裏 面 2 穿孔。 Q 58

2 0 凹　　 石 9．7 5．6 5．4 2 80．0 砂　　　 岩 表面 2 穿孔。加熱 を受 け，赤変。 Q 59

2 1 敲　　 石 8．6 7．0 4．4 34 0．0 安　 山　 岩 自然石を素材 にして，長軸方 向の端部を敲打。 Q 57

第柑尊意坑（第200～202図）

位置　調査1区の西部，C4b5区。

重複関係　本跡は第169号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2。47m，短径2。02mの楕円私底面は径2。55mの円形で，深さは85cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

ぽット　4か所。Plは北壁寄りに位置し，径15cmの円形でタ深さは54cmである。P2は東壁寄りに位置し，

径22cmの円形で，深さは12cmである。P3は南壁際に位置し，長径25cm，短径20cmの楕円形で，深さは

47cmである。P4は中央部に位置し，径15cmの円形で，深さは16cmである。
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覆土11層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
4　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，炭化粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
8　暗褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック少量
9　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量
10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量
11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遣物　縄文土器片274点，土器片円盤2点，磨製石斧1点，石皿1点が出土している。そのうち縄文土器18点，

土器片円盤2点，磨製石斧1点，石皿1点を抽出・図示した。第201図5は探鉢の胴部から底部にかけての破

片で，東壁際の底面から出土している。1は口緑部が一部欠損する深鉢で，南西部の覆土下層から出土してい

る。3は波状口縁を呈するほぼ完形の探鉢で，東部の覆土下層から出土している。6は口緑部が欠損する探鉢

で，北部の覆土下層から出土している。21は凹石で，北壁際の覆土下層から出土している。22は磨製石斧で，

北部の覆土下層から出土している。7は探鉢のロ緑部片で，北西部の覆土中層から出土している。2は探鉢の

胴部から底部にかけての破片，4は探鉢の把手部片，8～15は探鉢の口緑部片，16は浅鉢の口緑部片，17・18

は探鉢の胴部片，19・20は土器片円盤で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

第200図　第189号土坑・出土遣物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L‥＿　　；　　　［



了・箪l‥二フー

第201図　第189号土坑出土遺物実測図（1）
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第202図　第189号土坑出土遺物実測図（2）
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第189号士坑出土遺物観察表（第200～202図）

図版番号 序 種 ！計測値 （C壷 ！　　　　 器形及び文様の特徴 i 胎土 ・色調 欄 成 ！ 備 考

1

深　　 鉢 A　 2 0 ．4 胴部 の一 部欠損 。胴部 はや や外 傾 して立 ち上 が り，口綾 部は 長石 ・石英 ・雲母 P 2 37　 9 0％
縄文土器 B　 2 2 ．9 内攣 す る。 目線 部 には隆帯が 巡る。 地文 は R L の単 節縄文 を 明赤褐色 P L 28

r　 l 0 ．0 縦方 向に施 して いる。 普通

2

深　　 鉢 B （l L 7 ） 胴 部 か ら底部 にかけて の破 片。胴 部 は外 傾 して立 ち上 が る。 長石 ・石英 ・パ ミス P 24 1 10 ％
縄文土器 C　 ［8 ．4 ］ 地文 は L の無節 縄文 を縦方 向に施 してい る。 橙色

普通

3

探　　 鉢 A　 3 0 ．5 目線 部， 胴 部 の一 部欠 損。 太 波状 目線 を呈す る。波 状 部 は 長石 ・石英 ・雲母 P 2 39　 80％
縄文土器 B　 4 0 ．2 隆 帯 に よっ て 区画 され て い る。隆 帯 に沿 っ て沈線 を施 し， 橙色 P L 2 8

C　 l O ．4 区 画 内 に波 状 沈 線 を施 して い る。区画 内 ・外 には R L の 単

節縄 文 を施 して い る。胴 部 に は隆帯 と沈線 で 曲折 文等 を配

す る。

普通

4

探　　 鉢 B　 （3 ，4 ） 波状 目線 を呈 す る口綾部 片。波 頂部 には隆帯 と沈線 で渦巻 文 石英 ・黒色粒子 P 24 2　　 5 ％
縄文土器 を持 出 して いる。 波状部 には隆帯 と沈線 を施 し，隆帯 に はキ 橙色

ザ ミを施 している。 普通

5

深　　 鉢 B　 0 ．日 胴 部か ら底部 にか けての破片 。胴 部は外傾 して立 ち上 がる。 長石 ・雲母 ・パ ミス P 2 40　 30％
縄文土器 C　 は ．2 胴部 は L R の単節 縄文 を縦方 向に施 してい る。 橙 色

普通

底 部網代痕 有 り

6

深　　 鉢 B （2 2 ．の 口緑 部 欠損 ，胴 部 の一 部欠損 。胴 部 は 内攣 して立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 23 8　 20 ％
縄文土器 C　　 9 ．9 目線 部 に至 る。頚部 との境 に隆帯 が巡 り， 「Y 」 字状 の隆 帯 赤色粒子 P L 28

を垂下 させ ている。垂下 した隆帯 に沿 って沈線 を施 している。 明赤褐色 底部網代 痕有 り

地文 は R L の単節縄 文 を縦 方向 に施 して いる。 普通

7

深　　 鉢 B　 0 3 ．5 ） 目線 部片 。 目線 部 は内攣 して立 ち上が る。口唇 部直下 には半 長石 ・石 英 ・雲母 T P 9 4　 5 ％
縄文土器 裁 竹管 に よる平 行沈線 文 を巡 ら してい る。 また，頚部 との境 褐色

に沈線 を巡 ら してい る。 口唇 部直下 に R L の単節縄 文 を横 方

向 に，地文 は R L の単節縄 文 を縦 方向 に施 している。

普通

8

探　　 鉢 B　 0 0 ．1） 目線 部片。 口緑部 は内攣 して立 ち上 がる。 目線 部 の内側 には 長石 ・石英 。雲母 T P 95　 5 ％
縄文土器 稜 を持 つ。地 文 は L の無節縄 文 を縦 方向 に施 している。 褐色

普通

9

深　　 鉢 B　 （6 ．0 ） 日録部片 。 目線 部 は内攣気 味 に立 ち上が る。平 行沈線 文 を巡 長石 ・雲母 T P 9 7　 5 ％
縄文土器 らして い る。 口唇部 直下 には R L の単節縄 文 を横 方 向に，地 灰 褐色

文 は R L の単節縄 文 を縦 方向 に施 している。 普通

10

深　　 鉢 B　 （4 ．9 ） 目線 部片 。目線 部 には平行沈 線文 と爪形文 を巡 ら して いる。 長石 ・石英 ・雲母 T P lO 1 5 ％
縄文土器 地文 は R L の単節縄 文 を横 方向 に施 している。 暗褐色

普通

11

探　　 鉢 B　 （6 ．5 ） 波状 目線 を皇す る目線部 片。 目線 部 は内攣 して立 ち上が る。 長石 ・石英 ・雲母 T P 96　 5 ％
縄文土器 口唇部直下 には隆帯 を巡 ら している。隆帯 には爪形文 を施 し， 橙褐

隆帯 に沿 って複 列 の結 節沈線 文 を施 してい る。 普通

12 ！

13

14

15

16

17

18

探　　 鉢 B　 （5 ．8 ） ロ縁 部片 。 目線 部 はやや外傾 して立 ち上 が る。 半裁竹管 によ 長石 ・石英 8 雲母 T P 9 8　 5 ％

T P 99　 5 ％

T P lOO 5 ％

T P lO2 5 ％

T P lO 3 5 ％

T P lO 5 5 ％

T P lO4 5 ％

縄文土器 る結 節沈 線文 を巡 ら し， また，結節 沈線 文で文様 を措 出 して 褐 色

いる。文様 の 中には孔が 空け られてい る。 普通

深　　 鉢 B　 （5．5 ） 目線 部片 。口唇 部直下 には結節 洗練 文 と平行 沈線 文 を巡 らし 長石 e石英 ・雲母
縄文土器 て いる。地 文は R L の単節縄 文 を縦 方向 に施 している。 褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母深　　 鉢 B （4 才 目 し磯 部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が り， 口唇部 で外傾す る。

縄文土器 口唇部 直下 には爪形 文を巡 ら して いる。 にぷい橙 色

普通

長石 ・石英 ・雲母深　　 鉢
B （5 ．8 ） ！目線 部片 。 口綾 部 は内攣 して立 ち上 が り，。唇部 でや や外傾

縄文土器 …す る。 ロ綾 部 には櫛 歯状工 具で 弧状 に沈線 を持 出 して いる。 暗褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母浅　　 鉢 B （5 ・8 ） 「汀線 部片。 目線 部は外傾 して立 ち上が る。 ロ縁 部 の内側 に稜

縄文土器 を持 つ。 明赤褐色

普通

長石 ・石英 ・雲母探　　 鉢 B （5 ・7 ） 「首線部 片。 目線 部 は内攣 して立 ち上が る。口唇 部摩滅 。目線

縄文土器 部 には隆帯で楕 円形 の区画 文 を施 し， 区画内 には半裁竹 管 に にぷい褐 色

よる複列 の結節 沈線文 を施 してい る。 普通

深　　 鉢 のB （1 5 ・0 ） 頚部 から胴 部にかけての破片。胴部 は内攣気 味に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母
縄文土器 頚部 は外傾 す る。地文 は R L の単節縄 文 を縦 方向 に施 してい 黒褐色

る。 普通
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図版番号 券　 種

計測値

材　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

19 土器片円盤 3．5 3．4 1．0 14．8 土　　　 製 R L の単節縄文。 D P 12　 P L 44

20 土器片円盤 3．7 3．2 0．9 12．8 土　　　 製 縄文。周縁部は荒割 り。 D P 13

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

21 石　　 皿 （15．2） （9．3） 8．1 （136 0．0） 花　 崗　 岩 表面8穿孔。裏面2穿孔。 Q 6 1

22
磨製石斧 20．0 5．3 2．1 30 0．0 緑 泥 片 岩 完形。刃部平 面形は円刃。両側縁面に敲打痕。

基部側面にタール付 着。

Q 60　 P L 4 6

第192号土坑（第203・204図）

位置　調査1区の西部，C4a3区。

重複関係　本跡が第193号土坑の東側部分を掘り込んでいることから，第193号土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は長径2．40m，短径1．97mの楕円形，底面は長径2．40m，短径2．25mの円形，深さは86cm

である。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　6か所。Plは北壁際に位置し，長径85cm，短径75cmの楕円形，深さは70cmである。P2は北東壁際

に位置し，長径28cm，短径20cmの楕円形，深さは23cmである。P3は北東寄りに位置し，径30cmの円形，深

さは26cmである。P4は中央部に位置し，径20cm円形，深さは40cmである。P5は南壁際に位置し，径45cm

の円形，深さは28cmである。P6は南西の壁際に位置し，長径40cm，短径30cmの楕円形，深さは49cmである。

／　　　　　　　　　A29．2m　　　2

第203図　第192号土坑・出土遺物実測図
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覆土　7層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　褐　色

5　暗褐色
6　暗褐色
7　褐　色

ローム小ブロック・炭化粒子中量，ローム粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
ローム′トブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量，ローム中ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片199点が出土している。そのうち縄文土器10点を抽出・図示した。第204図7は探鉢の口緑部

から頚部にかけての破片，9は探鉢の胴部片で，中央部の覆土下層から出土している。1は探鉢の胴部片で，

西部の覆土中層から出土している。2は探鉢のロ緑部片，10は探鉢の胴部片で，それぞれ北部の覆土上層から

出土している。3は有孔鍔付土器の破片，4は深鉢の底部片，5・6・8は深鉢のロ緑部片せ，それぞれ覆土

から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

l　ヽ

菟

蕊預餌ノ7

第204図　第192号土坑出土遺物実測図

第192号土坑出土遺物観察表（第203・204図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （2 3 ．2 ） 胴部片。胴部は内攣 して立ち上が る。沈線 を縦位に施 している。 長石 ・石英 ・パ ミス P 244　 20％

縄文土器 R L R の 複節縄文 を施 している。 にぷい褐 色

普通

2

探　　 鉢 A ［2 1．6 ］ 口緑 部片 。 ロ縁 部 は 内攣 して 立 ち上 が る。 口緑 部 には 隆帯 長石 ・石英 ・雲母 P 2 4 3　　 5 ％

縄文土器 B （7 ．0 ） と沈 線 で三 角状 の 区画 文 を施 してい る。 また， 3 条 の沈 線 橙 色

を垂 下 させ て い る。地 文 は L R の 単節 縄 文 を横 方向 に施 し

てい る。

普通

3

有礼矧寸土器 B （5 ．0 ） 鍔 部か ら胴部 にかけての破片。鍔部 には鍔部 の下部か ら上部に 長石 ・雲母 ・針状鉱 P 24 6　 5 ％

縄文土器 向かって，斜 めに孔 があけ られている。 物

にぷい褐色，普通

4

深　　 鉢 B （4 ．5 ） 胴部か ら底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。無 パ ミス ・黒色粒子 P 24 5　 20％

縄文土器 C　　 6 ．1 文 。 橙色

普通

5

探　　 鉢 B （6 ．5 ） 口緑郡片。 □緑部 は内攣 して立ち上が る。太い沈線で楕 円形状 長石 ・雲母 T P lO 7　 5 ％

縄文土器 の区画文 を施 している。 区画内には L R の 単節縄文 を縦方向 に 黒褐色

施 している。 普通

6

深　　 鉢 B （8 ．2 ） ロ緑 部片。 ロ緑部 は内攣 して立 ち上 がる。口緑 部 には太い沈線 長石 ・石 英 T P lO8　 5 ％

縄文土器 で楕円形状 の区画文 を施 してい る。区画 内には L R の 単節縄文 にぷい黄橙 色

を横 方向に施 している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

7

深　　 鉢 B （7 ．7 ） 目線 部片。目線部 は内攣 して立 ち上 が り，口唇部は外傾す る。 長石 さ石英 T P lO9　 5 ％
縄文土器 目線 部 には沈 線で渦巻文 を施 して いる。地 文は R L の単節 縄文 橙色

を縦方 向に施 している。 普通

8

深　　 鉢 B （9 ．6 ） 目線部片。 口綾 部は内攣 して立 ち上が る。太 い沈線 を巡 らし， 長石 ・雲母 T P lO 6　 5 ％
縄文土器 隆帯で楕 円形 の区画 文を施 してい る。区画内 には棒状工具 によ 明褐色

る沈線 を縦方向 に施 してい る。 普通

深　　 鉢 B （7 ，5 ） 胴部片。胴部 はやや外傾 して立 ち上 がる。太い 2 条の沈線 を垂 長石 ・轢 T P ll 1　 5 ％
9 縄文土器 下させている。地文は L R L の複節縄文 を縦方向に施 している。 にぷい黄橙色

普通

10

深　　 鉢 B 0 0 ．5 ） 胴部片。胴部 はやや外傾 して立 ち上が る。太 い 3 条 の沈線 を垂 長石 T P l lO　 5 ％
縄文土器 下 させている。地文はL R L の複節縄文を縦方向 に施 している。 灰黄褐色

普通

第調号羞坑（第205・206図）

位置　調査1区の北西部，B4烏区。

規模と平面形　開口部は長径2。57m，短径2。30mの楕円私底面は径2。35mほどの円形で　深さは閥cmである。

壁　フラスコ状を里する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　4か所。Plは北東の壁際に位置しタ径48cmの円形，深さは60cmである。P2は中央部に位置し，

径25cmの円形，深さは55cmである。P3は南壁際に位置し，径射kmの円形，深さは36cmである。P射ま南

西の壁際に位置し，径82cmの円形，深さは62cmである。

尊皇　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　褐　色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子も炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，炭化粒子少量
5　暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　縄文土器片82点，凹石1点が出土している。そのうち縄文土器9息凹石1点を抽出つ司示した。第206

図2は深鉢の胴部から底部にかけての破片，8は深鉢の胴部片で，それぞれ南部の覆土中層から出土している。

3は目線部から胴部が一部欠損する鉢，4ば探鉢の目線部片で，それぞれ中央部の覆土中層から出土している。

1は深鉢の目線部片で，北西部の覆土上層から出土している。5ゆ6は深鉢のロ綾部片タ　709は深鉢の胴部

片，10は凹石で，それぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅡ式期）と考えられる。

皿1

第調図　第200号土坑実測図
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第206図　第200号土坑出土遣物実測図

第200号土坑出土遺物観察表（第206図）

図版番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 1．5 ］ ロ緑部 片。口緑部は直線的 に立 ち上 がる。沈線で区画文 を施 し 長石 ・雲 母 ・パ ミス P 2 47　 5 ％

縄文土器 B （8 ．5 ） ている。 区画内には L R L の複節縄 文を縦方向に施 している。 にぷい黄橙 色

普通

2

探　　 鉢 B （9 ，6 ） 胴部か ら底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上がる。胴 長石 ・雲母 ・パ ミス P 2 48 10％

縄文土器 C　　 6 ．5 部 には沈線 に よる懸 垂文 を施 し，沈線 間 を磨 り消 してい る。地 窯褐色 外 面一部赤彩

文は L R の単節縄文 を横方 向に施 している。 普通

3

鉢 A ［3 0 ．5 ］ 胴部及 び口緑 部の一部欠損。胴部は内攣 して立 ち上 が り，□緑 石英 ・パ ミス・針状 P 24 9　 4 0％

縄文土器 B　 1 8 ．6

C　　 7 ．4

部は 「く」の字状 に立 ち上が る。胴部 は無文。 鉱物

にぷい黄橙色，普通

P L 28

胴 部外面赤彩

4

探　　 鉢 B （7 ．6 ） 口緑部片。 口緑部 は内野 して立ち上が る。隆帯 を巡 ら し，隆帯 長石 ・石英 T P l 12　 5 ％

縄文土器 に平行 して沈線文 を巡 ら している。地文は L R L の 複節縄文 を 橙色

横 方向に施 している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

5

深　　 鉢 B （6 ．5 ） 口綾 部片。目線部 は内攣気味 に立ち上がる。棒状工具 による刺 長石 ・石英 T P l 13 5 ％
縄文土器 突文 を2 段 に施 し，そ の下 に沈線 文を巡 らしている。地文 は撚 黒褐 色

糸文 を施 している。 普通

6

深　　 鉢 B （3 ．5 ） ロ綾部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が る。 口唇 部には隆帯 を施 長石 T P 114 5 ％
縄文土器 し， その下 に沈線 文 を施 してい る。地文 はL R の単節縄 文を横 にぷ い褐色

方向 に施 してい る。 普通

7

深　　 鉢 B （6 ．5 ） 胴部片。胴部 は内攣気 味に立ち上がる。沈線 による懸垂文 間を 長石 ・雲母 T P l 16 5 ％
縄文土器 磨 り消 してい る。沈線 で区画 した内側には L R の単節縄文 を縦 にぷい赤褐色

方向に施 している。 普通

8

深　　 鉢 B （10 ．2 ） 胴部片 。胴 部はやや外傾 して立 ち上 がる。胴 部には沈線に よる 長石 ・石英 T P l15 5 ％
縄文土器 懸垂 文 を施 し，沈線 間を磨 り消 してい る。地文 は L R L の複 節 にぷい橙色

縄文 を施 してい る。 普通

9

深　　 鉢 B （4 ．5 ） 胴部片。胴部 はやや外傾 して立ち上が る。洗練 による懸垂文 を 長石 ・石英 ・礫 T P l 17 5 ％
縄文土器 施 し，沈線間 を磨 り消 している。地文は L R の単節縄文 を縦方 褐色

向に施 している。 普通

図版番号 器　 種
計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

10 凹　　 石 9．8 9．2
】

3・0　 日 00・0 花　 崗 ，岩 自然石を素材 に して，表面 5 穿孔 。 Q 62

窮調号蓋坑（第207図）

位置　調査1区の西部，B4i4区。

重複関係　本跡は東側部分を第205号土坑に掘り込まれていることから，第205号土坑より古い。第208号士坑

とも重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　第205・208号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径

工88m，短径1e70mの楕円私底面は長径2。40m，短径2．13mの楕円形で，深さは93cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ぽット　3か所。Plは北壁際に位置し，長径84cm，短径74cmの楕円私深さは59cmである。P2は中央部

に位置し，径22cmの円形，深さは30cmである。P3は西壁際に位置し，径50cmの円私深さは46cmである。

覆土　9層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック・炭化物少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量

7　暗褐色　炭化粒子少量，炭化物微量

8　黒褐色　炭化物・炭化粒子微量

9　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片90氏敲石1氏凹石1点が出土している。そのうち縄文土器5息敲石1点を抽出つ裏示

した。第207図1は深鉢の口綾部から胴部にかけての破片で，南西部の覆土下層から出土している。6は深鉢

の目線端部が欠損する口緑部片で，西部の覆土下層から出土している02。3・5は，深鉢の目線部片，4は

敲石で，それぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期復業（加曽利EI式期）と考えられる。
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第207図　第204号土坑・出土遺物実測図

第204号土坑出土遺物観察表（第207図）
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢B（11．4）口縁部片。口緑部は内攣して立ち上がる。隆帯と沈線で区画文長石・雲母 P250　5％
縄文土器 や渦巻文を施している。頚部との境には沈線を巡らしている。にぷい黄色
区画内外にはLRの単節縄文が地文に施されている。 普通

2

探　　鉢B（7．6）波状口緑を呈する口緑部片。波状部には隆帯と太い沈線で渦巻長石・石英・雲母TPl18　5％
縄文土器 文を施している。その下方に棒状工具による平行沈線文を施し黒褐色

ている。 普通

3

探　　鉢B（7．3）口緑部片。口縁部は内攣して立ち上がる。沈線で渦巻文や楕円長石・雲母 TPl19　5％
縄文土器 形の区画文を施している。区画内にはRLの単節縄文を縦方向橙色
に施している。 普通

5

深　　鉢B（4．5）口緑部片。口緑部は内攣気味に立ち上がる。隆帯と沈線で区画長石・石英・雲母TP120　5％
縄文土器 文を施している。区画内にはRLの単節縄文を横方向に施してにぷい赤褐色

いる。 普通

6

探　　鉢B（7．4）ロ綾部片。口綾部は内野して立ち上がる。口唇部は摩滅。隆帯長石・雲母 TP121　5％
縄文土器 や沈線で渦巻文や区画文を施している。区画内にはRLの単節にぷい橙色
縄文を縦方向に施している。 普通
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図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ）l 重量 （g）

4 敢　　 石 9．8 9．0 3．7 4 0 0．0 砂　　　 岩 自然石 を素材 に して，側面 を散打。 Q 63

第205号土坑（第208・209図）

位置　調査1区の西部，B4j4区。

重複関係　本跡が第204号土坑の東側部分を掘り込んでいることから，第204号土坑より新しい。第206，208号

土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2．35mほどの円形，底面は長径3．25m，短径2．80mの不定形で，深さは94cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは南東の壁際に位置し，径28cmの円形で，深さは32cmである。

覆土10層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
4　黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
6　黒褐色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量
8　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
10　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

第208図　第205号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片225点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出・図示した。第209図1は探鉢の口綾部

から胴部にかけての破片で，西部の底面から出土している。4は探鉢の口綾部片，5は深鉢の胴部片で，それ

ぞれ東部の覆土下層から出土している。2は深鉢の把手部片，3は探鉢の口緑部片，6は探鉢の口縁部から胴

部にかけての破片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

第209図　第205号土坑出土遺物実測図

第205号土坑出土遺物観察表（第208・209図）

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」＿　　；　　　！

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢A［29．2］口緑部から胴部にかけての破片。ロ綾部はやや内攣して立ち上がる。長石・石英 P252　30％
縄文土器B（17．0）波状口緑を呈する。日録部には隆帯と沈線で楕円形の区画文や渦にぷい褐色

巻文を描いている。口縁部の区画内外にはRLの単節縄文を横方向

に施している。胴部にはRLの単節縄文を縦方向に施している。

普通

2

探　　鉢B（5．7）把手部片。眼鏡状を呈する。孔に沿って沈線を施している。把長石・石英・雲母P253　5％
縄文土器 手部には沈線で渦巻文を描出している。 にぷい橙色

普通

3

探　　鉢B（5．0）口綾部片。口緑部は内野して立ち上がる。洗練で楕円形の区画長石・石英 TP123　5％
縄文土器 文を施している。区画内にはLRの単節縄文を縦方向に施して橙色

いる。 普通

4

深　　鉢B（7．0）ロ縁部片。口緑部は内攣して立ち上がる。隆帯と沈線で楕円形長石・石英 TP122　5％
縄文土器 の区画文を施している。区画内にはRLの単節縄文を縦や斜方にぷい橙色

向に施している。 普通

5

深　　鉢B（13．5）胴部片。胴部は外傾して立ち上がる。2条から3条の沈線を垂長石・石英・雲母TP125　5％
縄文土器 下させている。地文はRLの単節縄文を縦方向に施している。にぷい褐色

普通

6

深　　鉢B（19．3）ロ縁部から胴部にかけての破片。波状口緑を呈する。波頂部は長石・雲母・礫 TP124　5％
縄文土器 一郎欠損しているが，双頭と思われる。胴部には2条の波状沈にぷい橙色
線と3条の洗練を垂下させている。地文はRLの単節縄文を縦

方向に施している。

普通
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第213号土坑（第210・211図）

位置　調査1区の西部，C4b4区。

重複関係　本跡は第212号土坑と重複しているが，それらの土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　第212号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，長径2．57m，短径

2．14mの楕円形，深さは43cmである。

壁　円筒状を里し，ほぼ直立する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　6層に分層され，レンス状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色
2　暗褐色
3　暗褐色
4　黒褐色
5　暗褐色

6　暗褐色

ローム粒子少量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物・炭化粒子微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物微量

遺物　縄文土器片43点，敲石1点，凹石1点が出土している。そのうち縄文土器3点，敲石1点，凹石1点を

抽出・図示した。第210図2は探鉢の口緑部片で，南東部の底面から出土している。4は敲石で，南東部の覆

土下層から出土している。5は凹石で，南東部の覆土下層から出土している。3は探鉢の胴部片で，西壁際の

覆土中層から出土している。1は探鉢のロ緑部片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式斯）と考えられる。

第210図　第213号土坑・出土遺物実測図
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r
第211図　第213号土坑出土遺物実測図

第213号土坑出土遣物観察表（第210・211図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形 及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （3 ．1 ） 口緑 部片。口緑 部は内攣して立ち上がる。口唇部直下には沈線を施 長石 ・石英 ・雲母 T P 126　 5 ％
縄文 土器 している。地文はR Lの 単 節 縄文を縦方 向に施している。 暗赤褐色

普通

外面赤彩

2

深　　 鉢 B （3 ．5 ） 波 状 口緑を呈する口緑 部片。波 頂部欠損 。波状部は沈線で区画し， 長石 ・雲母 T P 127　 5 ％
縄 文 土器 区画内には縄文を施している。波底部には沈線を施している。 にぷい赤褐 色

普通

3

探　　 鉢 B （9 ．0 ） 胴 部片 。胴部 は内攣して立ち上がる。隆帯と沈線で楕 円形の区画文 長石 ・石英 ・雲母 T P 128　 5 ％
縄 文土器 を施している。区画文の下には3条 の 太 い沈線と波状沈線を巡らして 灰褐色

いる。地文はR L の単 節 縄文を縦方向に施している。 普 通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

4 敲　　 石 （10．9） （10 ．6） （5．5） （76 0 ．0） 砂　　　 石 自然石 を素材 に して，側面 を敲打。 Q 6 5

5 石皿（凹石） 13，5 9 ．8 7．1 104 0 ．0 砂　　　 岩 表面 2 穿 孔 。 裏面 5 穿 孔 。 Q 6 7

第219号土坑（第212・213図）

位置　調査1区の西部，B4j7区。

規模と平面形　開口部は長径1．90m，短径1．30mの楕円形，底面は径1．82mほどの円形で，深さは53cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

第212図　第219号土坑実測図
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覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片188点，石皿1点が出土している。そのうち縄文土器5点，石皿1点を抽出・図示した。第

213図1は底部が欠損する深鉢で，中央部の底面から横位で出土している。2は底部が欠損する探鉢で，東壁

際の底面から出土している。3・6は深鉢のロ緑部片，4は石皿で，それぞれ覆土下層から出土している。5

は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

第213図　第219号土坑出土遺物実測図
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第別号土坑出土遺物観察表　第別図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ．色訴「 焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 3 ．1］ 目線部 から胴 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 25 4　 4 0％
縄文土器 B （2 5 ．3 ） 口唇部直下 には短い隆帯 を 3 単位貼付 し，隆帯 には指頭 による にぷい橙色 P L 28

押庄を施 している。 地文は L の無節縄文を縦方向に施 している。 普通

2

深　　 鉢 A ［2 0 ．0 ］ 底部欠損。胴部夕　日緑部 とも内攣 して立ち上がる。 口唇部直下 長石 ・石英 ・雲母 P 2 55　 60％
縄文土器 B （2 0 ．5 ） には隆帯が巡 り，隆帯 には縄文 に よる押庄 を施 してい る。地文 明赤褐 色 P L 2 8

は R L の単節縄 文 を横方向に施 している。 普通

深　　 鉢 A ［3 4 ．2 ］ 日録 部片。目線 部 は内攣 して立 ち上 がる。 隆帯 で楕 円形の区画 石英 ・雲母 P 2 56　 10％

3 縄文土器 B （8 ．5 ） 文 を施 している。 区画内には爪形文 と沈練 で文様 を措出 している。 にぷい黄橙色

口唇部 には突出部 を作出 し， R の無節縄文を横方向に施 している。 普通

5

深　　 鉢 A D 9 ．6 ］ 目線 部片。 ロ綾部は内攣 して立ち上がる。口唇部は平坦である。 長有 ・石英 ・雲母 P 2 5 7　 5 ％
縄文土器 B （7 ．9 ） 地文 は R L の単節縄 文を施 文方向 を変 えることによ り，羽状縄 黒褐色

文 を施 している。 普通

6

深　　 鉢 B （5 ．4 ） 目線 部片。 目線部 には押圧 を加 えた隆帯で楕円形の区画文 を施 長石 ・石 英 ・雲母 P 2 58　 5 ％
縄文土器 している。隆管には R L の単節縄 文 を横 方向に施 している。 にぷい赤褐色

普 通

図版番号 器　 楯
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ） 重義毎）

4 石　　 皿 律拍） （22．7） 8．7 （264私0） 凝　 灰　 岩 多穿孔が表面に存在する。 Q 68

第詔尊堂琉（第2且4の215回）

位置　調査1区の北西部タ　B4b7区。

重複関係　本跡は第282号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は径1。65mの円形夕　底面は径2。50mの円形で　深さは粥cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　はぼ平坦である。

ぽッ紅　3か所。Plは東部に位置し，長径30cm，短径24cmの楕円乳　深さは24cmである。P2は南東部に

位置し，径55cmの円乳深さは29cmである。P3は南西の壁際に位置し　長径渕cm　短径38cmの楕円乳

深さは32cmである。

啓量　は層に分層され芦　不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子e炭化粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子。焼土粒子の炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
5　黒褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
6　黒褐色

7　褐　色

8　黒褐色

9　暗褐色

10　褐　色

11暗褐色

ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ローム粒子多量

ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
ローム粒子多量，炭化粒子少量
ローム太ブロック多量
ローム太ブロック多量，ローム粒子中量

遺物　縄文土器片225点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器11鳥磨製石斧1点を抽出。図示

した。第214図1は目線乳胴部が一部欠損する探鉢で，覆土中層から出土している。7は浅鉢の口綾部片で，

東壁際の覆土中層から出土している。8ほ深鉢の目線部片で，北部の覆土上層から出土している。11は深鉢の

目線部片で，北部の覆土上層から出土している。28489や10は深鉢の目線部片，3は波状目線を皇する深

鉢のロ綾部片，5は探鉢の底部片，6はミニチュア土器の底部片，12は磨製石斧で，それぞれ覆土から出土し

ている。

新風　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第214図　第221号土坑・出土遺物実測図
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第215図　第221号土坑出土遺物実測図

第221号土坑出土遺物観察表（第214・215図）
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢A［20．6］口緑部から胴部の一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，口緑長石・石英 P263　98％
縄文土器計　27．0部は内攣して立ち上がる。口緑部は隆帯と沈線で区画や渦巻文灰褐色 PL28
C　　8．8 を施している。区画内及び胴部にはRLの単節縄文を施している。普通

2

探　　鉢B（4．6）口緑部片。口縁部は内攣して立ち上がる。口唇部は凹線の沈線長石・石英・雲母P264　5％
縄文土器 が巡る。ロ緑部は隆帯と沈線で区画され，突出した渦巻文を施明赤褐色

している。地文はRLの単節縄文を縦方向に施している。普通

3

深　　鉢B（9．2）波状口緑を呈する口縁部片。波頂部には隆帯と沈線で渦巻文を長石・雲母 P265　5％
縄文土器 描出している。地文はLの無節縄文を縦や斜方向に施している。にぷい赤褐色

普通

4

探　　鉢B（3．5）口緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。口唇部は沈線が巡る。石英・雲母 P266　5％
縄文土器 口唇部直下に突出した隆帯と沈線で渦巻文を施している。口縁にぷい橙色

部は隆帯で区画文を施し，区画内にはRLの単節縄文を横方向

に施している。

普通

5

深　　鉢B（4．3）胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。3長石・石英・雲母P267　5％
縄文土器C　lO．0 条の沈線を垂下させ，LRの単節縄文を縦方向に施している。橙褐色

普通

6

ミニチュア土器

縄文土器

B（1．7）

C　　5．8

胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。長石・雲母

にぷい橙色

普通

P268　5％

7

浅　　鉢B（7．4）ロ緑部から胴部にかけての破片。ロ綾部は外傾して立ち上がり，長石・石英・雲母P270　5％
縄文土器 口唇部で「く」の字状に外傾する。口唇部は平坦。 明赤褐色

普通

胴部赤彩

8

沫　　鉢B（7．5）口縁部片。口緑部は内攣気味に立ち上がる。口唇部直下には沈長石・石英・礫TP129　5％
縄文土器 線を施している。ロ縁部は隆帯と沈線で楕円形の区画文や渦巻灰褐色

文を施している。区画内にはRLの単節縄文を縦方向に施して

いる。

普通

9

深　　鉢B（5．5）口緑部片。口綾部は内攣して立ち上がる。隆帯と沈線で楕円形長石・石英・雲母TP131　5％
縄文土器 の区画文を施している。区画内にはRLの単節縄文を縦方向ににぷい黄橙色

施している。 普通

10

探　　鉢B（6．0）口綾部片。口唇部欠損。口縁部は内野して立ち上がる。隆帯で長石・石英・雲母TP132　5％
縄文土器 渦巻文を貼付している。地文はRLの単節縄文を縦方向に施しにぷい黄橙色

ている。 普通

11

探　　鉢B（6．5）口緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。口唇部には凹線の沈長石・石英・雲母TP130　5％
縄文土器 線を施している。口緑部は隆帯と沈線で渦巻状の文様を措出し灰褐色

ている。地文はRLの単節縄文を斜方向に施している。 普通
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図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

12 磨製石斧 （9．0） 5．2 1．3 （10 0．0） 緑 混 片 岩 頭 部，刃部一部欠損 。刃部の平面形 は円刃。 Q 69

第222号土坑（第216～218図）

位置　調査1区の北西部，B4a5区。

規模と平面形　開口部は長径1．22m，短径1．10mの楕円形，底面は長径2．25m，短径2．20mの円形で，深さは

90cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックを多く含んでいることから，人為堆積と考えられ

る。

土屑解説
1黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
5　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
6　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片236点が出土している。そのうち縄文土器14点を抽出・図示した。第217図5は探鉢の胴部片

で，北西部の底面から出土している。2は口緑部から胴部が一部欠損する深鉢，3は深鉢の底部片で，それぞ

れ西部の覆土下層から出土している。14は探鉢の胴部片で，南東部の覆土下層から出土している。1は底部が

欠損する探鉢，8は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片で，それぞれ東部の覆土中層から出土している。4は探

鉢の胴部から底部にかけての破片で，東部の覆土中層から出土している。6・7は浅鉢のロ綾部片，9～13は

深鉢の口縁部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第216図　第222号土坑・出土遺物実測図
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第217図　第222号土坑出土遺物実測図（1）
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第218図　第222号土坑出土遺物実測図（2）

第222号土坑出土遺物観察表（第216～218図）

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （cm ） 器 形 及 び 文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 5 ．0 ］ 口緑 部 か ら胴 部 の破 片 。 胴 部 は 外 傾 して立 ち上 が り， 口緑 部 は 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 27 1 10 ％

縄 文 土器 B （2 1 ．9 ） 内野 して立 ち上 が る 。 波 状 口緑 を呈 す る。 口唇 部 直 下 に交 互 刺 にぷ い橙 色

突 を加 え た蛇 行 隆 帯 を 巡 ら して い る。 口唇 部 に は 4 単 位 の 横 S

字 を施 し、胴 部 に は L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に， 波 頂 部 下 に 2

条 の 綾 繰 文 を縦 に 施 し てい る。

普 通

2

探　　 鉢 B （3 1 ．7 ） 口縁 部 欠 損 ， 胴 部 の一 部 欠損 。胴 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る。 胴 長 石 ・雲 母 P 27 3　 20 ％

縄 文 土 器 C　 1 2 ．3 部 は 蛇 行 隆 帯 を施 し， そ の 一部 に 突 出 部 を作 出 して い る 。 そ こ にぷ い 赤 褐 色 底 部 網代 痕 有 り

か ら波 状 の 隆 帯 を縦 位 に施 して い る 。 隆 帯 に 沿 って 平 行 沈 線 文

を施 して い る。 横 位 に波 状 沈 線 文 を 巡 ら して い る 。 地 文 は L の

無 節縄 文 を 縦 方 向 に 施 して い る 。

普 通

3

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴 部 か ら底 部 にか け て の破 片 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち 上 が る 。 胴 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 2 72　 10 ％

縄 文 土器 C　 1 3 ．0 部 は無 文 で研 磨 して い る 。 橙 色

普 通

底 部 網代 痕 有 り

4

深　　 鉢 B （1 8 ．0 ） 胴 部 か ら底 部 に か け て の 破 片 。 胴 部 は外 傾 して 立 ち上 が る 。胴 石 英 ・雲 母 P 2 74　 20 ％

縄 文 土器 C ［1 2 ．0 ］ 部 に は R L の単 節 縄 文 を横 方 向 に施 して い る。 に ぷ い橙 色

普 通

5

探　　 鉢 B （1 1 ．8 ） 胴 部 片 。 胴 部 に は 隆菅 が 巡 り， そ の 一 部 に 「Ⅴ」 字 状 の隆 帯 が 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 27 5　 5 ％

縄 文土 器 貼 られ て い る 。胴 部 上 面 と隆 帯 に は R L の単 節 縄 文 を縦 方 向 に 橙 色

施 して い る。 地 文 は L R の単 節 縄 文 を施 してい る。 普 通

6

浅　　 鉢 B （7 ．2 ） ロ縁 部 片 。 ロ縁 部 は外 傾 して 立 ち 上 が る。 内 側 に稜 を持 つ 。 外 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 27 6　 5 ％

縄 文 土 器 面 は無 文 。 内 面 に沈 線 で 渦 巻 文 を配 してい る。 にぷ い 赤 褐 色

普 通

内 ・外 面 赤 彩

7

浅　　 鉢 A ［2 5 ．4 ］ ロ 緑 部 片 。 口綾 部 は 内攣 して 立 ち 上 が り， 口 唇 部 で 直 線 的 に立 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 27 7　 5 ％

縄 文 土 器 B （5 ．2 ） ち上 が る 。 内 ・外 面 無 文 。 黒 色 粒 子

にぷ い 橙 色 ， 普 通

内 ・外 面 赤 彩

8

深　　 鉢 B （1 7 ．6 ） 口 緑 部 か ら胴 部 にか け て の破 片 。 波 状 口緑 を 呈 す る 。 ロ 緑 部 は 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 13 3　 5 ％

縄 文 土器 内 攣 して 立 ち上 が る。 波 状 部 は沈 線 で楕 円 形 の 区 画 文 を施 して に ぷ い 橙 色

い る。 区 画 内 に は 波 状 沈 線 文 を施 して い る 。 波 底 部 は 隆 帯 で

「Y 」 字 状 に 垂 下 させ て い る。 波 底 部 に は 平行 沈線 文 や 波状 沈

線 文 を楕 円形 に 区 画 して い る 。

普 通

9

探　　 鉢 B （7 ．0 ） ロ緑 部片 。 ロ縁 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る。 波 状 口緑 を呈 す る 。 長 石 ・雲 母 T P 134　 5 ％

縄 文土 器 波 状 部 に は隆 帯 で 山形 状 の突 出 部 を作 出 して い る。 灰 黄 褐 色

普 通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

10

探　　 鉢 B （5 ．0 ） 口緑部片 。ロ緑部は内攣 して立 ち上が る。口唇部 には 「Ⅴ」 字 長石 ・石英 ・雲母 T P 13 7　 5 ％
縄文土器 状 の隆帯 を貼付 し，隆帯 に平行 して結節洗練文 を施 している。 にぷい褐色

口緑部 には隆帯 を巡 らし，隆帯の上下 に結節沈線文 を施 してい

る。地文 はL R の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。

普通

11

探　　 鉢 B （4 ．3 ） ロ緑部片。波状 口緑 を呈 する と思われ る。波状部欠損。 口緑部 長石 ・石英 ・雲母 T P 136　 5 ％

縄文土器 は外傾 して立 ち上 が る。 隆帯 を巡 らし，隆帯 に平行 して爪形文 にぷい橙褐

を巡 らしてい る。 普通

12

探　　 鉢 B （4 ．0 ） 口緑 部片。口緑部 はやや外債 して立 ち上がる。 クシ状工具 によ 長石 ・石英 ・雲 母 T P 13 8　 5 ％
縄文土器 る条線文 を施 している。 黒褐色

普通

13

探　　 鉢 B （5 ．8 ） ロ縁部 片 。 口唇 部 欠損。 口縁部 は 内攣 して立 ち上 が る。 口 長石 ・石英 T P 14 0　 5 ％
縄文土器 唇 部直 下 には断 面 四角形 の 隆帯 を巡 ら してい る。 隆帯 上 と にぷ い赤褐色

隆 帯 の側 面 に爪形 文 を施 してい る 。 ロ綾 部 には斜位 に爪形

文 を施 して いる。 地 文 は R L の 単節 縄 文 を横方 向 に施 して

い る。

普通

14

深　　 鉢 B （9 ．2 ） 胴部片。胴部 はやや外傾 して立ち上が る。胴部は R L の単節縄 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 1　 5 ％
縄文土器 文 を縦方向に施 している。 にぷい橙色

普通

第223号土坑（第219図）

位置　調査1区の南西部，C4dl区。

重複関係　本跡が第232号土坑の東側部分を掘り込んでいることから，第232号土坑より新しい。

規模と平面形　第232号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径2．35m，

短径2．17mの円形，底面は長径1．95m，短径1．85mの円形で，深さは70cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは東壁寄りに位置し，径28cmの円形で，深さは40cmである。P2は西壁際に位置し，

径55cmの円形で，深さは53cmである。

－1°・・

◎pl

2m

！　　；　　　i

第219図　第223号土坑・出土遺物実測図
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覆蓋　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロックのローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックや炭化物・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック。ローム粒子・炭化物0炭化粒子少量
5　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロックやローム粒子少鼠炭化物・炭化粒子微量
6　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
7　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
8　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片164息磨製石斧主点が出土している。そのうち縄文土器4氏磨製石斧1点を抽出の図示

した。第219図4は深鉢の胴部片で，西壁際の底面から出土している。且は台付鉢で，覆土下層から正位で出

土している。2は深鉢の底部片，3は深鉢の日録部片，5は磨製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第223号土坑出土遺物観察表（第219図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

台 付 鉢 B （5 ．3 ） 脚部片。脚部は 「ハ」の字状 に踏 ん張る。 4 方 に穿孔 し， L の 長石 ・石英 ・雲母 P 2 79　 10％
縄文土器 C　　 9 ．1 無節縄 文を縦 方向に施 している。 橙 色

普通

P L 2 9

2

深　　 鉢 B （3 ．0 ） 胴部 か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。胴 長石 ・石英 ・バ ミス P 2 78　 5 ％
縄文土器 C　　 6 ．2 部 は無文で研磨 している。 灰黄褐色

普通

3

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 日録部片。 目線部 は内攣 して立ち上がる。隆帯 と洗練 で楕 円形 長石 T P 14 2　 5 ％
縄文土器 の区画文 を施 している。 区画 内には R L の単節縄文 を縦方向 に 灰褐色

施 している。 良好

4

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴 部片 。胴 部はやや外傾 して立 ち上が る。 沈線 で渦巻状の文様 長石 ・石英 ・雲 母 T P 143　 5 ％
縄文土器 や太い沈線 を施 してい る。地文 は R L の単節縄 文 を縦 方向 に施 にぷい橙色

している。 普通

図版番号 器　 種
計測値 ！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

5 磨製石斧 （5．5） 4．6 2．2
如 0） ！

緑色凝灰岩 刃部欠損。 Q 71

第題号堂坑（第220図）

位置　調査1区の中央部，B4h8区。

重複関係　第228号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1。57m，短径1。25mの楕円私底面は長径1。96m，短径1。61mの楕円形で，深さは

75cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

啓羞　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

2　黒褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　炭化物・炭化粒子中量，ローム中ブロック6ローム小ブロック少量
4　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　褐　色　鹿沼パミス小ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

6　褐　色　炭化物・炭化粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　縄文土器片102点が出土している。そのうち縄文土器7点を摘出e図示した。第220図1は深鉢の目線部

片で，覆土中層から横位で出土している。2は深鉢の目線部片，3は浅鉢の目線部片で，覆土中層から出土し

ている。4～7は探鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土している。

ー　2‘40　－



所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅳ式期）と考えられる。
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第220図　第227号土坑・出土遺物実測図

第227号土坑出土遺物観察表（第220図）

0　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢B（11．7）口緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。結節沈線で渦巻状の石英・雲母・赤色粒P281　5％

縄文土器 文様を描出している。地文はRLの単節縄文を施している。子橙色

普通

2

探　　鉢A［20．4］口緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。口唇部直下には複列長石・雲母 P282　5％

縄文土器B（7．4）の三角押文を施している。三角押文に沿って隆帯を巡らし，渦にぷい黄橙色

巻文を施している。隆帯には爪形文を施している。地文はLの

無節縄文を縦方向に施している。

普通

3

浅　　鉢B（7．8）ロ緑部片。口縁部は内攣して立ち上がる。内側には深い沈線と長石・雲母 P283　5％

縄文土器 隆帯を巡らしている。外面は無文。 にぷい褐色

普通

内・外面赤彩

4

探　　鉢B（7．0）口緑部片。口綾部は内攣して立ち上がる。内面摩滅。隆菅を巡長石・雲母 TP144　5％

縄文土器 らし，隆帯には指頭による押圧を施している。地文はLRの単にぷい橙色

節縄文を縦方向に施している。 普通

－　241－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

5

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 目線 部片 。目線 部は 内攣 して立 ち上 が る。 隆帯 を突出 させ， 長石 ・石英 ・雲 母・礫 T P 145　 5 ％
縄文土器 「Ⅴ」字状 の隆帯 を施 している。隆管 に沿 って棒状工 具に よる にぷい赤褐色

沈線 を施 している。隆帯 には R L の単節縄文 を横方 向に，地文

は R L の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。

普通

6

深　　 鉢 B （4 ．2 ） 目線部片。ロ綾部 は内攣気味 に立ち上 がる。口綾 部の内側に稜 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 14 6　 5 ％
縄文土器 持つ。目線部には隆帯が巡り，一部山形状の突出部を作出している。 にぷい橙色

複列の結節沈線文 を施 している。隆管にはキザ ミを施 している。 普通

7

深　　 鉢 B （4 ．6 ） 日録部片。口綾部は内攣気味 に立ち上が り，口唇部は外傾 して立 ち 長石 ・石英 ・雲母 ・礫 T P 147　 5 ％
縄文土器 上が る。 口唇 部には隆帯が巡 り，そ こから楕 円状 の区画文 を施

している。区画内には半裁竹管 による連続刺突文 を施 している。

にぷい赤褐 色，普 通

第228考査坑（第22ト223図）

位置　調査1区の北部，B4g8区。

重複関係　第227号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径2eO8m，短径工70mの楕円形，底面は長径2・10m，短径工97mの楕円形で，深さは

40cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

穫丑　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量

3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
4　暗褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量

5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

遣物　縄文土器片233点が覆土から出土している。そのうち縄文土器10点を抽江上図示した。第223図7は目線

乳胴部が一部欠損する探鉢で，南東部の覆土下層から出土している。1は探鉢の底部片，2は深鉢の胴部か

ら底部にかけての破片，4～6は探鉢の目線部から胴部にかけての破片で，それぞれ北部の覆土下層から出土

している。3は目線部から胴部が一部欠損する深鉢で，中央部の覆土下層から上層にかけて出土している。8

～10は探鉢の口綾部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅳ式期）と考えられる。
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第2割図　第228号土坑・出土遺物実測図
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第223回　第228号土坑出土遺物実測図（2）

第228号土坑出土遺物観察表（第221～223図）
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢B（4．4）胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。胴長石・雲母 P290　5％

縄文土器C［9．2］部は無文。 にぷい橙色

普通

2

探　　鉢B（15．2）口縁部欠損，胴部の一部欠損。胴部は直線的に立ち上がる。無長石・石英・雲母P289　40％

縄文土器C　　9．5文。 にぷい橙色

普通

3

深　　鉢A［29．5］口緑部から胴部の一部欠損。波状口緑を呈する。波状部欠損。長石・石英 P284　60％

縄文土器B（37．5）胴部は外傾して立ち上がり，口縁はやや内攣する。口緑部にはにぷい赤褐色PL28

C　ll．02条の平行波状沈線を巡らしている。口緑部と胴部との境には，

3条の波状沈線と平行沈線が巡り，また，波状沈線を垂下させ

ている。地文はRLの単節縄文を縦方向に施している。

普通 底部網代痕有り

4

探　　鉢A　14．8口緑部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。口長石・石英・雲母P288　40％

縄文土器B（14．0）唇部には，キザミを施している。胴部にはLの無節縄文を縦方にぷい褐色

向に施している。 普通

5

探　　鉢A［25．6］口緑部から胴部にかけての破片。胴部はやや内攣して立ち上が長石・石英・雲母P287　30％

縄文土器B（20．9）り，ロ緑部は内野して立ち上がる。ロ緑部の内側に稜を持つ。にぷい褐色

口唇部は平坦。無文。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

6

探　　 鉢 A ［3 2 ．8 ］ 口縁部か ら胴部 にかけての破片。胴 部は直線的に立 ち上が り，ロ 長石 ・雲母 P 286　 20％

縄文土器 B （3 1．0 ） 緑部 は内攣 して立 ち上がる。口緑 部には隆帯が巡 り，隆帯 にはL 灰 黄褐 色

の無節縄文が施されている。胴部にはR の無節縄文を施 している。 普通

7

深　　 鉢 B （4 7 ．0 ） 口緑部 欠損。胴 部か ら口緑 部 は外傾 して立 ち上が る。地文は L 長石 ・石英 ・雲母 P 285　50％

縄文土器 C　 13 ．8 R の単節縄文 を縦方 向に施 している。 褐色

普通

8

探　　 鉢 B （7 ．5 ） 口緑部片。 口緑部 は内攣 して立ち上が る。内側 に稜 を持 つ。半 長石 ・雲母 ・礫 T P 14 8　 5 ％
縄文土器 栽 竹管 による波状沈線文 を巡 らしている。 また，波状沈線文 を にぷい赤褐色

垂 下 させてい る。隆帯 はR L の単節縄 文 を横方向 に施 し，地文

はR L の単節縄 文 を斜方向に施 している。

普通

9

探　　 鉢 B （4 ，0 ） ロ綾 部片。口緑 部は内攣気 味に立ち上が り，口唇部 で外 傾 して立 雲母 ・礫 T P 149　 5 ％

縄文土器 ち上 がる。口唇部 にはL R の単節縄文 を横 方向に施 してい る。 にぷい赤褐色

地文 は L R の単節縄 文を縦方 向に施 している。 普 通

10

深　　 鉢 B （6 ．2 ） 口緑部片。 ロ緑 部は内攣 して立 ち上が り， 口唇 部でやや外 傾 し 長石 ・石英 ・雲母 T P 15 0　 5 ％

縄文土器 て立 ち上が る。 口唇部直下には太い沈線 を巡 ら している。ロ縁 橙色

部 には沈線で区画 文を施 し，棒状工 具で斜方 向に沈線 を施 して

いる。

普通

第229号土坑（第224園）

位置　調査1区の北部，B4g7区。

規模と平面形　開口部は長径1．68m，短径1．20mの楕円形，底面は長径1．40m，短径1．12mの楕円形で，深さは

20cmである。

壁　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは北西の壁際に位置し，径48cmの円形で，深さは32cmである。

覆土　2層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

遺物　縄文土器片70点が出土している。そのうち縄文土器3点を抽出・図示した。第224図1は浅鉢の口緑部

片で，北部の覆土下層から出土している。2・3は探鉢の口緑部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。
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第224図　第229号土坑・出土遺物実測図
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第229号士坑出土遺物観察表（第224図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

浅　　 鉢 A ［3 1．4 ］ ロ縁 部片。口綾部は内攣 して立 ち上が る。口唇 部は内側 に屈曲 長石 ・石英 。雲母 P 2 9 1　2 0％
縄文土器 B （9 ．2 ） する。外面無 文。 にぷい赤褐色

普通

口唇部赤彩

2

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 目線 部片。 目線部は内攣 して立 ち上がる。内側 に弱い稜 を持つ。 長石 ・石英 ・雲母 T P 15 1　 5 ％
縄文土器 キザ ミを施 した隆帯 で区画文を施 してい る。区画内 には複列 の 橙色

結節沈線文で楕円形の文様 を抽出 してい る。 普通

3

深　　 鉢 B （6 ．0 ） 波状 目線 を呈す る目線部片。 日録部 は内攣 して立ち上が る。波 長石 ・雲母 ・雲母 T P 152　 5 ％
縄文土器 状部は欠損 してい る。内側 に稜 を持 つ。複 列の結節沈線文で文 にぷい褐色

様 を抽 出 してい る。その延長上 に波状沈線 を垂 下 させている。

地文 は R L の単節縄 文を横方 向に施 している。

普通

第期考量琉（SK259）（第225の226図）

位置　調査1区の西部，B4i7区。

重複関係　第4号竪穴状遺構に掘り込まれていることから，第4号竪穴状遺構より古い。

規模と平面形　開口部は長径1。24m，短径は0mの楕円乳底面は長径2。20m，短径2。04mの円形でプ深さは

120cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

穫羞　n層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1暗褐色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　黒褐色　ローム粒子多量，ローム太ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック少量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック・ローム中ブロック少量
4　黒褐色　ローム大ブロック。ローム中ブロック8ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

6　褐　色　炭化物少量，ローム粒子・炭化物微量
7　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量
8　黒褐色　ローム粒子少量，炭化物0炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子少量
10　褐　色　ローム粒子多量
11褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　縄文土器片39氏磨石1点が出土している。そのうち縄文土器4点を抽出e図示した。第226図1は鉢

の底部片で，北部の覆土下層から出土している。3は深鉢の目線部片で，中央部の覆土下層から出土している。

4は浅鉢の目線部から胴部にかけての破片で，北東部の覆土下層から出土している。2は深鉢の胴部から底部

にかけての破片で，中央部の覆土中層から横位で出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲへ）Ⅲ式期）と考えられる。
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第225図　第238号土坑e出土遺物実測図
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第226図　第238号土坑出土遣物実測図

第238号土坑出土遺物観察表（第225・226図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　 考

1

鉢

縄文土器

B （2 ．5 ）

C　 l O ．3

底部片 。底部 か ら胴 部にかけて外 傾 して立ち上がる。 石英 ・パ ミス

灰黄褐色

普通

P 2 95　 5 ％

2

探　　 鉢 B （2 5 ．0 ） ロ緑部欠損。胴 部は外傾 して立 ち上が る。胴 部には隆帯 と沈線 長石 ・石英 ・雲母 P 29 3　 6 0％
縄文土器 C　　 9 ．0 で文様が構成 されている。胴部上面か ら垂下 した 「Y 」 字状の 橙色 P L 28

隆 帯 には，指頭 に よる押圧 を施 してい る。隆帯内 には波状 沈線

や楕 円形状の洗練 を施 してい る。

普通

3

探　　 鉢 A ［2 6 ．0 ］ 口綾 部片。口緑部 は内轡 して立 ち上がる。内側に稜 を持つ。 口 長石 ・雲母 P 2 92　 5 ％
縄文土器 B （1 2 ．9 ） 緑 部に隆帯 を巡 ら し，隆帯 に沿 って三 角押文 を施 してい る。三 にぷい黒褐色

角押 文で 「Ⅴ」 字状の文様 を措出 している。 普通

4

浅　　 鉢 A　 2 6 ．0 口縁部 か ら胴 部 にか けての破片。胴部 はやや内攣 して立 ち上が 長石 ・石英 ・雲母 P 2 94 10％
縄文土器 B （9 ．3 ） り， 口緑 部に至 る。口唇部は丸味 を帯 びて立 ち上がる。胴部は 明赤褐色 P L 2 9

無 文。 普通 胴部内 ・外 面赤彩

第239号土坑（第227・228図）

位置　調査1区の北西部，B4斑区。

重複関係　西側部分を第240号土坑に掘り込まれていることから，第240号土坑より古い。第176号土坑とも重

複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　第176・240号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径

2．21m，短径1．43mの楕円形，底面は長径2．14m，短径1．43mの楕円形で，深さは65cmである。

壁　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは南東の壁際に位置し，径32cmの円形で，深さは28cmである。
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覆量　5層に分層され，レンズ状に堆積していることからタ　自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック・ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム小ブロック0ローム粒子少量，炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物の炭化粒子微量
5褐色ローム小ブロ、ソク・U－ム粒千中量

遺物　縄文土器片71点が出土している。そのうち縄文土器5点を抽出凋示した。第227図1は完形の深鉢でタ

北部の覆土下層から出土している。3は探鉢のロ綾部から胴部にかけての破片，4。5は深鉢のロ緑部片で，

それぞれ東部の覆土下層から出土している。2は深鉢の目線部から胴部にかけての破片で，東部の覆土中層か

ら出土している。

新風　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EⅢ～Ⅲ式期）と考えられる。

第詔図　第239号土坑の出土遺物実測図
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第228図　第239号土坑出土遺物実測図

第239号土坑出土遺物観察表（第227・228図）

図版番号 器　 種 計測値 （c m ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 6 ．0 平 口緑 のキ ャリバー形 を呈す る深鉢 でほぼ完形。ロ緑部 には隆 長石 ・石 英 ・雲母 P 2 96　 98％
縄文土器 B　 3 6 ．0 帯 と沈線 に よる渦巻文 とそれ と連結 する区画文を交互に配 して 明赤褐色 P L 29

C　　 8 ．0 いる。 区画 文の内側 に沈線が伸 びて，渦巻文 を形 成する。胴部

には縦位 に平行沈線 が施 されてい る。胴部 には R L の縄 文 を施

してい る。

普通

2

探　　 鉢 A　 2 0 ．8 口緑部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は外債 して立 ち上が る。 長石 ・石英 ・雲母 P 29 8　 40 ％
縄文土器 B （1 5 ．0 ） 口唇部直下 には波状 の沈線 が巡る。胴部 には 3 条 の沈線 を垂 下 明赤褐色 P L 29

させている。 普通

3

深　　 鉢 A ［2 5 ．7 ］ 口緑 部か ら胴部 にか けての破片 。胴 部は外債 して立 ち上が り， 長石 ・雲母 ・パ ミス P 29 7　 20 ％
縄文土器 B （1 7 ．5 ） 口綾 部はや や内攣す る。口緑 部には波状 沈線が巡 る。胴部 には 明赤褐色

3 条の沈線 を垂 下させ，R の無節縄 文を縦方 向に施 している。 普通

4

深　　 鉢 B （1 2 ．2 ） 口緑部片 。口緑 部は内攣気味 に立 ち上 がる。沈線 で渦巻文や区 長石 ・石 英 ・雲母 T P 153　 5 ％
縄文土器 画文 を施 している。区画内 には棒状工具 による沈線 を縦位 に施 黒褐色

してい る。地文 は R L R の複節縄文 を縦 方向に施 している。 良好

5

探　　 鉢 B （7 ．0 ） ロ縁部片。口緑 部は内攣 して立 ち上 がる。口唇部 には隆帯 を巡 ら 長 石 ・石英 ・雲母 T P 154　 5 ％
縄文土器 してい る。隆帯 に平行 して太い沈線 を施 している。 地文は L R にぷい橙色

L の複節縄 文 を横方向 に施 してい る。 普通

第241号土坑（第229図）

位置　調査1区の南西部，C4d2区。

重複関係　第230・231号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1．75m，短径1．30mの楕円形，底面は径2．34mの円形で，深さは110cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。
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覆土　9層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　暗褐色　ローム粒子・炭化物少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
5　黒褐色　鹿沼パミス小ブロック中量，ローム粒子微量
6　黒褐色　鹿沼パミス小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック中量，炭化粒子少量
8　黒　色　鹿沼パミス小ブロック少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量

9　黒褐色　鹿沼パミス小ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量

遣物　縄文土器片106点が出土している。そのうち縄文土器7点を抽出・国示した。第229図1は浅鉢の口綾部

から胴部にかけての破片で，中央部の底面から出土している。2は浅鉢の口緑部片，3～7は探鉢の口綾部片

で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l l　－l　・－1

／7

第229図　第241号土坑・出土遺物実測図
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第2根号土坑出土遺物観察表（第229図）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

浅　　 鉢 A ［6 5 ．2 ］ 口縁 部か ら胴部 にか けての破片 。波状 口緑 を呈す る。胴部 は外 長石 ・石英 ・雲母 P 二300　 10 ％
縄文土器 B （1 5 ．0 ） 傾 して立 ち上 が り，口縁 部に至る。胴部は無文。 橙色

普通

2

浅　　 鉢 A ［2 7 ．2 ］ 目線部片。 目線部は内攣 して立ち上が る。口唇部 は平坦である。 長石 ・雲母 P 3 0 1　 5 ％
縄 文土器 B （9 ．0 ） 日録部 は無文。 にぷい赤褐色

普 通

3

深　　 鉢 B （8 ．4 ） 波状目線 を呈す る日録 部片 。波状部 には隆帯 によ り区画 し，隆 雲母 ・パ ミス ′ P 29 9　 5 ％
縄文土器 帯で 「Y 」字状 の文様 を措 出 してい る。区画内 には棒状工 具に 黒褐色

よる連続刺突文 を施 してい る。 普通

4

深　　 鉢 B （9 ．1 ） ロ綾 部片 。ロ縁部 は内攣 して立 ち上 が り，口唇部 は外傾す る。 長石 ・石英 ・雲母 T P 155　 5 ％
縄文土器 隆帯 で楕 円形の区画文 を施 している。区画内 ・外 には棒状工具 にぷい褐 色

による刺突 文を施 している。 普通

5

探　　 鉢 B （2 ．8 ） 目線部片 。ロ綾 部は外傾 して立 ち上 がる。内側 に稜 を持 つ。隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 158　 5 ％
縄文土器 を巡 ら し，隆帯 に沿 って結節洗練文 を巡 らしている。 また，複 灰褐色

列の結節沈線文 で楕 円形 の文様 を措 出 している。 普通

6

深　　 鉢 B （5 ．8 ） 目線部片。 日綾部 は内攣 して立ち上が る。隆帯 にはキザ ミを施 長石 ・石英 ・雲母 T P 15 6　 5 ％
縄文土器 した隆帯で楕 円形 の区画 文 を施 し，区画内 には平行沈線 や波状 黄褐色

洗練 を施 してい る。 また，横位 に爪形文 を施 してい る。 普通

7

深　　 鉢 B （4 ．8 ） 波状 部片。山形の波状 を皇 し，突端部は欠損 してい る。波底部 長石 ・雲母 T P 15 7　 5 ％
縄文土器 ほ乳 が空 け られ，孔の周 りに複列の結節沈線文 を施 してい る。 褐色

普通

第別号羞坑（第230e231図）

位置　調査1区の北部，B4g8区。

規模と平面形　開口部は長径1082m，短径1。41mの楕円私底面は長径1。98m，短径1。73mの楕円形で，深さは

55cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

尊堂　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化物微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量
3　暗褐色　ローム小ブロックもローム粒子e炭化粒子微量

遺物　縄文土器片169点が出土している。そのうち縄文土器4点を抽出e図示した。第230図1は探鉢の目線部

片，2は探鉢の底部片，4ほ探鉢の口緑部片で，それぞれ中央部の覆土中層から出土している。3は深鉢の目

線部片で，覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。
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第231図　第242号土坑出土遺物実測図

第242号土坑出土遺物観察表（第230・231図）

邑感：・艶恥骨

0　　　　　　　　　　　10cm

［＝｛」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢B（7．2）口緑部片。口綾部は内攣して立ち上がる。口唇部は隆帯が巡り，雲母・パミス P302　5％
縄文土器 隆帯に平行して沈線が巡る。口緑部には隆帯と沈線で渦巻文を黒褐色

施している。 普通

2

探　　鉢B（4．0）胴部から底部にかけての破片。胴部は外債して立ち上がる。無長石・石英・雲母P303　5％
縄文土器C　12．1 文。 橙色

普通

3

探　　鉢B（11．0）小波状口緑を呈する口緑部片。口緑部はやや外傾して立ち上が長石・石英・雲母TP159　5％
縄文土器 る。口綾部直下には沈線と隆帯を巡らしている。口緑部には披にぷい橙色

状沈線文を巡らしている。また，波状沈線文を垂下させている。

地文はRLの単節縄文を横方向に施している。

普通

4

深　　鉢B（3．9）口緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。口唇部直下には隆長石・石英・雲母TP160　5％
縄文土器 帯と沈線が巡る。口縁部には隆帯で楕円形の隆帯と沈線で区赤褐色

画文を施している。区画内はRLの単節縄文を縦方向に施し

ている。

普通

第250号土坑（第232～234図）

位置　調査1区の北部，B4g9区。

重複関係　第144・347号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　第144・347号土坑と重複していることから，開口部は推定で，長径1．50m，短径1．42mの円形，

底面は長径2．00m，短径1．92mの円形で，深さは93cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　9層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量
4　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ローム大ブロック多量
6　褐　色　ローム大ブロック多量，ローム粒子少量
7　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子中量

8　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子少量
9暗褐色焼土粒子多量

遺物　縄文土器片450点，打製石斧1点，石錘1点が出土している。そのうち縄文土器11点，打製石斧1点，石

錘1点を抽出・図示した。第232図6は深鉢のロ緑部片で，北部の底面から横位で出土している。9は口緑部が

欠損する探鉢で，南西部の底面から出土している。1は口緑部から胴部が一部欠損する探鉢で，南西部の覆土下

層から逆位で出土している。3は口縁部から胴部が一部欠損する深鉢で，南西部の覆土下層から中層にかけて出

土している。4は探鉢の底部片で，北西部の覆土下層から出土している。7は浅鉢の口緑部片で，中央部の覆土

下層から出土している。10は底部が欠損する探鉢で，中央部から南西部にかけての覆土下層から中層にかけて出

土している。13は右錘で，南部の覆土下層から出土している。2は底部が欠損する探鉢で，中央部の覆土中層か
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ら横位で出土している。11は探鉢の口緑部片で，南東部の覆土中層から出土している。5は探鉢の底部片で，中

央部の覆土上層から出土している。8は台付鉢で，中央部の覆土上層から斜位で出土している。11・12は打製石

斧で，覆土から出土している。その他に，底面からは性格不明の焼土塊を北壁寄りに検出した。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式）と考えられる。
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第232図　第250号土坑・出土遺物実測図
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第233図　第250号土坑出土遺物実測図（1）



第234図　第250号土坑出土遺物実測図（2）

第250号土坑出土遺物観察表（第232～234図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［1 5 ．2 ］ 口綾 部，胴部 の一部欠損 。胴部は口緑部 とともに内攣 して立ち 長石 ・石英 ・雲母 P 30 7　 70 ％
縄 文 土 器 B　 1 9 ．3 上 が る。胴部 には棒状工 具に よる沈線が巡 る。地文 は R の無 節 橙色 P L 2 9

C　　 8 ．1 縄 文 を施 してい る。 普通

2

探　　 鉢 A　 1 9 ．8 胴 部 か ら底部欠損。胴部 は外傾 して立ち上が り，口唇部 は外傾 長石 ・石英 ・雲 母 P 3 06　 4 0 ％
縄 文 土 器 B （2 0 ．2 ） す る 。小波状口縁 を呈す る。 口唇 部直下には隆帯が巡 り，隆帯 橙 色 P L 29

に は 下 方 か らの指頭 による押圧 を加 えている。地文は R L R の

複 節 縄 文を施 している。

普通

3

探　　 鉢 A ［1 4 ．0 ］ 口緑 部 欠損 ，胴 部の一部欠損。胴部 は内攣気味 に立 ち上がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 30 9　 40 ％
縄 文土 器 B　 1 7 ．2

C　　 7 ，6

研 磨 している。 にぷ い橙色

普通

4

深　　 鉢

縄文土器

B （6 ．1 ）

C　 l l ．8

底 部 か ら胴部 にか けての破片。胴部 は直線的 に立 ち上が る。 長石 ・石英 ・雲母

にぷい褐色

普通

P 3 10　 5 ％

底部 網代痕 有 り

5

深　　 鉢 B （4 ．9 ） 胴 部 か ら底部 にか けての破片。胴 部は外傾 して立ち上が る。無 長石 ・石英 ・パ ミス P 3 1 1　 5 ％
縄 文 土器 C ［1 0 ．4 ］ 文 。 黒褐色

普通

底部網代痕有 り

6

探　　 鉢 B （7 ．7 ） 口綾 部片。口綾 部はやや外傾 して立 ち上が る。筒状 の隆帯 を突 長石 ・石英 ・雲母 P 30 8　 5 ％
縄 文土器 出 した ものを作 出 している。口綾部直下 には沈線 を垂下 させて 黒色

い る。 普通

7

浅　　 鉢 B （9 ，3 ） 口 緑 部片。 ロ緑部 は外傾 して立ち上がる。 口唇部 は丸み を もっ 石英 ・雲母 ・パ ミス P 3 13　 5 ％
縄 文 土器 て立 ち上が る。内側 に稜 を持つ。無文。 黒褐色

普通

8

台 付 鉢 A　 1 6 ．5 口緑 部 の一部欠損。胴部は緩やかに外傾 して立ち上が り，口緑部 長石 ・石英 P 3 12　 60 ％
縄 文 土 器 B （9 ．7 ） は 内攣す る。口綾部 には隆帯で楕円形状や渦巻状 を組み合わせ た 褐色

文様を描出 している。地文はR L の単 節縄文を横方向に施 している。 普通

9

探　　 鉢

縄文土器

B （4 1 ．5 ）

C　 1 2 ．5

胴 部 片 。胴 部は外傾 して立ち上 がる。胴 部は無文 。 石英 ・パ ミス

にぷ い黄褐色

普通

P 30 5　 7 0 ％

10

探　　 鉢 A ［2 2 ．4 ］ 底 部 欠損 。胴部 は内攣 して立 ち上が り， 口緑 部 に至 る。 口緑 長石 ・石英 P 30 4　 40 ％
縄 文 土 器 B （2 0 ．9 ） 部 は 「く」 の字状 に外反す る。胴部 は無文 。 にぷい褐色

普通

11

深　　 鉢 B （8 ．5 ） 波 状 口緑 を呈す る口緑部片 。波頂 部には隆帯 を施 し，その隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 16 1　 5 ％
縄 文 土器 の延長上 に円形状 の隆帯 を施 している。隆帯 に沿 って結節沈線 橙色

文や爪形文 を施 している。 隆帯 には L R の 単 節縄 文 を横方向 に

施 している。地文 は R L の 単 節 縄文 を縦 方向や一部横方向 に施

している。

普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm ） 重 量 （g ）

12 打製 石 斧 9．3 4 ．5 1．7 8 0．0 ホルンフェルス 刃部断面形 は片刃 。 Q 74　 P L 4 6

13 石　　 錘 7．8 11．2 2．9 340 ．0 砂　　　 岩 短軸 の両側面 に窪 みを呈す る。 Q 75　 P L 4 8

ー　255　－



第霧考量坑（第235～237図）

位置　調査1区の西部，C4C4区。

重複関係　第21382588262号土坑と重複しているがダそれらの土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径3。10m，短径2。80mの楕円私底面は長径3。55m，短径2。90mの楕円形で，深さは

55cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ睦1か所。Plは北東の壁際に位置し，長径58cm，短径48cmの楕円形で　深さは挽mである。

啓豊11層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
3　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量
4　褐　色　ローム粒子微量
5　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
6　褐　色　ローム粒子少量

7　暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
8　褐　色　ローム粒子中量，鹿沼パミス小ブロック微量
9　褐　色　ローム粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量
10　褐　色　ローム粒子中量
11黒褐色　ローム粒子少量

⑥

寸　＼、‾／‾

第期図　第256号土坑e出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片279点が出土している。そのうち縄文土器11点を抽出・図示した。第236図4は鉢で，南東部

の底面から正位で出土している。1は胴部が一部欠損する深鉢で，北部の覆土下層から斜位で出土している。

2は探鉢の口緑部から底部にかけての破片で，中央部の覆土下層から出土している。3は深鉢の胴部から底部

にかけての破片で，中央部の覆土中層から横位で出土している。5・8・9は探鉢の口緑部片で，それぞれ西

部の覆土上層から出土している。10，11は深鉢の胴部片で，中央部と北西部の覆土上層から出土している。

6・7は探鉢の口緑部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，1～4のように底面から覆土中層にかけて出土した土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅲ式期）と考

えられる。覆土上層から出土した土器は，覆土の堆積時に投棄されたものと考えられる。

第236図　第256号土坑出土遺物実測図（1）

－　257　－
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第237図　第256号土坑出土遣物実測図（2）

第256号土坑出土遺物観察表（第235～237図）

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

探　　 鉢 A ［2 2 ．6 ］ 口縁 部，胴部 の一部欠損。胴 部は外傾 して立 ち上が り，口綾部 で 長石 ・石英 P 3 14　 70 ％

1 縄 文 土 器 B　 3 1 ．9 内攣 す る。ロ縁部 には隆苗 を巡 ら している。胴部は無文で，研 にぷい褐色

C　　 9 ．7 磨 して いる。 普通

2

探　　 鉢 A　 2 0 ．0 口緑 部 か ら底部にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 3 15　 40 ％
縄 文 土器 B　 2 3 ．7 口緑 部 はやや外 反する。口緑 部には隆帯 を巡 らしてい る。胴部は 橙色

C ［1 0 ．7 ］ 無 文 で研磨 している。 普 通

3

探　　 鉢 B （1 7 ．0 ） 口緑 部か ら胴部 の一部欠損。胴部は外傾 して立 ち上が る。胴 部 長石 ・石英 P 3 16　 30 ％
縄 文土 器 C ［9 ．4 ］ には L R の 単 節 縄文 を縦方向 に施 している。 にぷ い黄橙色

普通

4

鉢 A　 l l ．6 口緑 部 か ら胴部 の一部 欠損。胴 部は内攣 して立 ち上が り， 口緑 長石 ・石英 ・雲母 P 3 17　 9 5 ％
縄 文 土 器 B　　 8 ．3

C　　 6 ．8

部 に 至 る。口唇部は平坦。胴部は無文。 橙色

普通

5

探　　 鉢 B （8 ．1 ） 口緑 部片。ロ緑部 は内攣 して立 ち上 がる。 口唇部直下 には R L 長 石 ・雲母 T P 164　 5 ％
縄 文 土器 の単節縄 文 を横方向 に施 し，その他 は R L の単 節縄 文 を縦方向 にぷい橙 色

に施 している。 普通

6

探　　 鉢 B （5 ．1） 口縁 部片 。口緑 部は内攣 して立 ち上が る。内側 に稜 を持 つ。口 長石 ・石英 ・雲母 T P 165　 5 ％
縄 文 土器 唇部直下 には棒状 工具 による沈線が巡 る。地文 は R L の単 節 縄 黒褐色

文 を横方向 に施 している。 普通

7

探　　 鉢 B （4 ．3 ） 口縁 部片。 口緑部 は直線 的に立ち上が る。地文 は R L R の複 節 長 石 ・石英 ・雲母 T P 16 6　 5 ％
縄 文土器 縄文 を縦方向 に施 してい る。 褐色

普通

8

探　　 鉢 B （1 5 ．8 ） ロ 縁 部か ら胴部 にか けての破片。胴 部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 T P 16 2　 5 ％
縄 文 土器 口縁部は内攣す る。 ロ緑部 には隆帯 で渦巻文を施 してい る。胴 にぷい橙色

部には沈線で渦巻文 を施 している。 口緑 部には R L の 単 節 縄文

を横方 向に，地文は R L の単 節 縄 文を縦方向に施 している。

普通

9

深　　 鉢 B （1 2 ．5 ） 口縁 部片 。ロ緑部は内攣 して立 ち上が る。ロ緑 部直下には沈線 長石 ・石英 ・雲 母 T P 163　 5 ％

縄 文 土器 が巡る。 口緑 部には隆帯 と沈線で楕 円形 の区画文 や渦巻文 を施 橙 色

してい る。胴 部には 3 条 の 沈 線や波状沈線 を垂下 させ ている。

口緑部 には L R L の 複 節 縄 文 を横方向 に施 し，胴 部には L R L

の 複 節 縄 文 を縦方向 に施 している。

普通

10

探　　 鉢 B （9 ．8 ） 胴 部 片。胴部 は内攣 して立ち上がる。半裁竹管 による平行沈線 長石 ・石英 ・礫 T P 16 7　 5 ％
縄 文土器 や波状沈線 を垂下 させ ている。地文は R L の 単 節 縄文 を縦方 向 橙色

に施 してい る。 普通

11

探　　 鉢 B （1 0 ．7 ） 胴 部 片。胴部 はやや外傾 して立 ち上 がる。凹線 を波状 に垂下 さ 長石 ・雲母 T P 16 8　 5 ％

縄 文 土器 せている。地文は R L R の 複 節縄 文を縦方向に施 している。 橙色

普通

第258号土坑（第238・239図）

位置　調査1区の西部，C4C4区。

重複関係　本跡が第264号土坑の南東部分を掘り込んでいることから，第264号土坑より新しい。また，第

256・313号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

－　258　－



規模と平面形　第256・264・313号土坑と重複していることから，開口部の平面形は推定で，長径2．30m，短

径2．05mの楕円形，底面は長径2．18m，短径1．70mの楕円形で，深さは52cmである。

壁　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　4か所。Plは北東の壁寄りに位置し，径50cmの円形で，深さは27cmである。P2はほぼ中央部に

位置し，径25cmの円形で，深さは62cmである。P3は南西部の壁際に位置し，径55cmの円形，深さは40cm

である。P4は南壁際に位置し，径28cmの円形，深さは45cmである。

覆土　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム中ブロック中量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

4　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

遺物　縄文土器片253点，土器片円盤1点が出土している。そのうち縄文土器7点，土器片円盤1点を抽出・

図示した。第239図4は鉢の口緑部片で，覆土上層から出土している。6は探鉢の頚部から胴部にかけての破

片で，北部の覆土上層から出土している。1は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片，2・3は探鉢の底部片，

5・7は探鉢の胴部片，8は土器片円盤で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EⅢ式期）と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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第238図　第258号土坑・出土遺物実測図
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第239図　第258号土坑出土遺物実測図

第258号土坑出土遺物観察表（第238・239図）

0　　　　　　　　　　　10cm

】　…＿」　　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢A［35．2］ロ綾部から胴部にかけての破片。胴部はやや外傾して立ち上がる。長石・石英・雲母P318　10％

縄文土器B（22，9）目線部には隆帯と沈線で楕円形に区画され，沈線で渦巻文を描出灰褐色

している。区画内・外にはRLの単節縄文を縦方向に施している。

胴部には沈線による懸垂文を施し，沈線間を磨り消している。

普通

2

探　　鉢B（3．0）胴部から底部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がる。胴長石・雲母P322　5％

縄文土器C［12．5」部はLRの単節縄文を縦方向に施している。 にぷい褐色

普通

3

探　　鉢B（3．9）胴部から底部にかけての破片。胴部はやや外傾して立ち上がる。雲母・パミスP321　5％

縄文土器C　14．3胴部はRLの単節縄文を施している。 にぷい黄褐色

普通

4

鉢A［30．2］ロ綾部片。［」緑部はやや内攣して立ち上がり，口唇部は外債して長石・雲母P319　5％

縄文土器B（11．3）立ち上がる。頸部との境には隆帯に交互刺突文を施している。口にぷい褐色

緑部は沈線で楕円形に区画され，区画内には撚糸文を施している。普通

5

深　　鉢B（15．0）胴部片。胴部はやや外傾して立ち上がる。胴部には沈線による長石・石英・雲母TP169　5％

縄文土器懸垂文を施し，沈線間を磨り消している。地文はRLの単節縄にぷい橙色

文を縦方向に施している。 普通

6

探　　鉢B（10．3）頸部から胴部にかけての破片。胴部は内轡して立ち上がる。頸長石・石英・雲母P320　5％

縄文土器部のくびれ部に押圧を加えた隆帯を巡らし，そこから同様の隆にぷい赤褐色

帯を垂下させている。胴部には沈線を縦方向に施している。普通

7

探　　鉢B（5．0）胴部片。胴部はやや外傾して立ち上がる。胴部には沈線による長石・雲母・礫TP170　5％

縄文土器懸垂文を施し，沈線間を磨り消している。地文はLRLの複節にぷい橙色

縄文を縦方向に施している。 普通

図版番号器　種

計測値

石　　質特　　　　　　徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

8土器片円盤3．53．51．214．6土　　　製LRの単節縄文を斜方向に施している。DP14　PL44

－　260　－



第260号土坑（第240図）

位置　調査1区の南西部，C4e2区。

重複関係　本跡が第261号土坑の北東部分を掘り込んでいることから，第261号土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は長径2．10m，短径1．90mの楕円形，底面は径1．68mの円形で，深さは60cmである。

壁　円筒状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　5か所。Plは中央部に位置し，径25cmの円形で，深さは57cmである。P2は束壁際に位置し，長

径70cm，短径62cmの楕円形，深さは55cmである。P3は南部に位置し，径40cmの円形，深さは11cmである。

P4は西壁寄りに位置し，長径78cm，短径50cmの楕円形，深さは50cmである。P5は北壁際に位置し，長径

46cm，短径40cmの楕円形，深さは44cmである。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量
3　黒褐色　ローム′」、ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ロームノトブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

＼二二二十

0　　　　　　　　　　　　　　2m
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第240図　第260号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片67点，磨製石斧上喪夕敲石1点が出土している。そのうち縄文土器5氏磨製石斧1点を抽

出e図示した。第240図3・5ほ深鉢の目線部片で，南部の覆土中層から出土している。6は磨梨石斧で，北

東部の覆土中層から出土している。1ほ浅鉢の底部片，2・4ほ深鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土し

ている。

所凰　時期は，出土土器から中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

第260号土坑出土遺物観察表（第240図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎土 ・色訴「 焼成 備　 考

1

浅　　 鉢 B （2 ．2 ） 底部片。底 部か ら胴部 にか けて外傾 して立 ち上 がる。胴 部は無 長石 せ雲母 P 32 3　 5 ％
縄文土器 C　　 7 ．1 文。 明褐色

普通

2

深　　 鉢

縄文土器

B （6 ．5 ） 目線部片。 目線部 は内攣 して立ち上が る。隆帯が巡 るほか，沈

線で渦巻文 を施 してい る。

長石 ・雲母

褐色

普通

T P 17 2　 5 ％

3

深　　 鉢 B （7 ．5 ） 目線 部片。ロ綾部 は内攣 して立 ち上 がる。地文は R L の単節縄 長石 ・雲母 T P 173　 5 ％
縄文土器 文を横 方向に施 している。 にぷい橙色

普通

4

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 目線部片 。目線 部は内攣 して立 ち上が る。 口唇 部直下には隆管 長石 ・石英 ・雲母

にぷ い橙色

T P 174　 5 ％
縄文土器 が巡 り，隆帯 に平行 して沈線 が巡 る。地文 は L R L の複節縄 文

を縦方向 に施 している。 普通

5

深　　 鉢 B （1 6 ．0 ） 目線部 から胴部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 T P 17 1　 5 ％
縄文土器 目線部 は内攣す る。目線 部には隆帯で渦巻文や 区画文 を施 して 赤褐色

い る。胴部 には太い沈線 を巡 らしている。 また，棒状工具 で 2 普通

条の沈線 を垂下 させ ている。地文は R L の単節縄文 を横方 向に

施 している。

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

6 磨製石斧 9．8 5．1 1．9 i40．0 緑色凝灰岩 刃部平面形は円刃。刃部断面形は両刃。 Q 76

第祁考量坑（第2根因）

位置　調査1区の西部，C4C4区。

重複関係　第259号土坑の北西部分を掘り込んでいることから，第259号土坑より新しい。また，北西部分を第

258号土坑に掘り込まれていることから，第258号土坑より古い。

規模と平面形　第2588259号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定でタ　開口部は長径

2。45m，短径1。50mの楕円形，底面は長径2。35m，短径1。40mの楕円形で，深さは35cmである。

壁　円筒状を皇し，重複関係から東側が直立することを確認できる。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　2か所。Plは北壁寄りに位置し，径35cmの円形，深さは63cmである。P2は東壁際に位置し，長

径30cm，短径22cmの楕円形，深さは27cmである。

尊堂　5層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化物0炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロックe炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

遣物　縄文土器片18点が出土している。そのうち縄文土器4点を抽出e図示した。第241図2は目線部が一部

欠損する深鉢で，P2内の覆土から出土している。1ほ眼鏡状把手を有する深鉢の目線部片，3は深鉢の胴部

から底部にかけての破片，4は探鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土している。
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所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

二五
0　　　　　　　　　　　　2m

「　　七二二二∃

第241図　第264号土坑・出土遺物実測図

10cm
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第264号土坑出土遺物観察表（第241図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及び文様の特徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （1 1 ．5 ） □緑 部片。口緑部はやや外傾 して立 ち上がる。眼鏡状把 手を有 長石 ・雲母 P 32 4　 5 ％

縄 文 土器 する。 口緑 部は隆帯 と沈線で楕円形に区画 されている。区画内 ・ にぷい赤褐色

外には R L の単 節 縄文 を縦方 向に施 している。 普 通

2

探　　 鉢 B （2 2 ．0 ） 胴 部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上 がる。地 長 石 ・石英 ・雲母 P 32 5　 4 0 ％

縄 文 土器 C　　 9 ．8 文 は L R の単 節 縄文 を縦方 向に施 している。 明赤褐色

普通

P L 29

3 探　　 鉢

縄文土器

B （2 8 ．2 ） 胴 部 か ら底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。胴 長石 ・雲母 ・パ ミス P 32 6　 4 0 ％

C　 1 5 ．4 部 に は R L の単 節 縄文 を縦方 向に施 している。 橙色

普通

4

深　　 鉢 B （8 ．8 ） 波状 口縁 を呈 するロ緑 部片。 口縁部 は内攣 して立 ち上が る。沈 長石 ・石英 ・雲母 T P 17 5　 5 ％

縄 文土器 線 と隆帯 で渦巻 文を施 してい る。地文 は R L の 単 節 縄文 を縦方 にぷ い赤褐色

向に施 している。 普通

第267号土坑（第242・243図）

位置　調査1区の西部，C4C3区。

重複関係　第243号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　第243号と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径2．63m，短

径1．88mの楕円形，底面は長径2．35m，短径1．90mの楕円形で，深さは40cmである。

壁　円筒状を呈し，重複関係から北東壁側が直立することを確認できる。

底　ほぼ平坦である。

ピット　1か所。Plは中央部に位置し，長径30cm，短径22cmの楕円形で，深さは13cmである。

覆土　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから自然堆積と考えられる。
土屑解説
1暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量
5　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

6　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

第242図　第267号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　⊥
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遺物　縄文土器片101点，磨製石斧1点，石皿1点が出土している。そのうち縄文土器5点，磨製石斧1点，

石皿1点を抽出・図示した。第243図6は磨製石斧で，北西部の覆土下層から出土している。7は石皿で，P

l内の覆土上層から出土している。2は橋状把手を有する探鉢の口縁部片で，中央部の覆土中層から出土して

いる。4は探鉢の口緑部片で，中央部の覆土中層から出土している。1は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片，

3は探鉢の口緑部片，5は探鉢の胴部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後葉（加曽利EI式期）と考えられる。

○？ 10cm

⊂：＝〕
＼」ノ　ト一　一　一一一l　　　」

第243図　第267号土坑出土遺物実測図

第267号土坑出土遺物観察表（第242・243図）

7

0　　　　　　10cm

トi　　」

図 版 番 号 器　 種 計 測値 （cm ） 器 形 及 び文 様 の特 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　 考

1

探　　 鉢 B （9 ．9 ） 波 状 口緑 を呈 す る 口緑 部 片 。 波状 部 に は 太 い 隆 帯 と沈 線 で文 様 長 石 ・雲 母 P 32 8　 5 ％

縄 文 土器 を 措 出 し， 隆 帯 を垂 下 させ ， 波 状 沈線 を施 して い る 。 地 文 は R 明 赤 褐 色

L の 単 節縄 文 を 横 方 向 に 施 して い る 。 普 通

2

探　　 鉢 B （1 2 ．6 ） 把 手 を有 す る 口緑 部 片 。把 手 部 は 一一一・部 欠 損 して いが 眼 鏡状 把 手 を 長 石 ・石 英 ・雲 母 P 3 27　 5 ％

縄 文土 器 呈 す る と思 われ る。把 手部 に は 太 い隆 帯 を施 し， 隆 帯 に沿 って 沈 にぷ い褐 色

線 を施 してい る。 区画内 には R L の単節縄 文 を斜方 向に施 してい る。 普 通

3

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 口縁 部 片 。 口緑 部 は 内 攣 して 立 ち上 が る。 口唇 部 直 下 に は 平行 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 17 6　 5 ％

縄 文 土 器 沈 線 文 を巡 ら して い る 。 ロ縁 部 には 平 行 沈 線 で楕 円状 に 区 画文 暗 赤 褐 色

を施 して い る 。 地 文 は L R の 単 節 縄 文 を横 方 向 に施 して い る。 普 通

4

深　　 鉢 B （6 ．2 ） 口縁 部 片 。 ロ 緑 部 は 内攣 して立 ち 上 が る 。 隆 帯 と沈 線 が 巡 る。 長 石 ・雲 母 T P 177　 5 ％
縄 文 土器 口 唇 突 端 は 欠 損 して い る。 地 文 は L R の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 褐 色

して い る 。 普 通

5

探　　 鉢 B （8 ．5 ） 胴 部 片 。 胴 部 は 外 傾 して 立 ち上 が る。 沈 線 を 垂 下 させ て い る 。 長 石 ・石 英 ・雲 母 T P 178　 5 ％
縄 文土 器 地 文 は R L の 単 節 縄 文 を縦 方 向 に施 して い る 。 橙 色

普 通
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図版番号　 器　 種
計子′糾値

巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）重量（g）

6　　 磨製石斧 （14．6） 5．4 3．2 （320．0） 緑色凝灰岩 刃部欠損。 Q 80

7　 石皿憫 （15．7） 17．i 6．4 （2160戚 砂　　　 岩 周囲に明瞭な緑を有さず，機能面がわずか

に凹む。表面に1穿孔，裏面に3穿孔。
Q 81　 P L 47

第誠考量琉（第2割巨245図）

位置　調査1区の南西部，C4e2区。

重複関係　本跡が第268号土坑の北東部分を掘り込んでいることから芦　第268号土坑より新しい。また，第

3078317号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部はヂ　長径2。30m，短径2。23mの円形，底面は径2。20mのほぼ円形で，深さは40cmである。

壁　円筒状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ睦　4か所。Plは中央部に位置し芦　長径72cmタ　短径60cmの楕円形でラ　深さは92cmである。P2ほほほ

中央部に位置し芦　径55cmの円形で，深さは56cmである。P3ほ南西部に位置し，長径56cmタ　短径50cmの楕

円形で，深さは98cmである。P4ほ南西部に位置し，径44cmの円形でタ　深さは93cmである。

覆羞　8層に分層されタ　不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　‥黒褐色　ローム小ブロック少量もローム粒子微量
2　暗褐色

3　褐　色

・1　黒褐色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　褐　色

8　暗褐色

ローム小ブロックゆローム粒子e炭化粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロックe炭化粒子微量

ローム中ブロックのローム小ブロックのローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

主上一∴小ゾ主「ノン・「トl∴粒「・炭化物・炭化粒J’・微量

ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，ローム小ブロック微量
ローム小ブロックもローム粒子微量

遺物　縄文土器片346点，石赦1点，磨製石斧上長が出土している。そのうち縄文土器6点，石鉄「軋　磨製

石斧主点を抽出の図示した。第245図6は深鉢の目線部片で，北西部の覆土中層から出土している。1は深鉢

のロ縁部片で，北部の覆土上層から出土している。3e4ほ深鉢の目線部片で，それぞれ中央部の覆土上層か

ら出土している。2は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，東部から西部にかけての覆土上層から出土して

いる。5は深鉢の目線部片で，北東部の覆土上層から出土している。8ほ磨製石斧で，中央部の覆土上層から

出土している。7は石鉄でタ　覆土から出土している。

所凰　時期はタ　出土土器から中期複葉伽曽利EⅢ式期）と考えられる。

第別図　第269号土坑実測図
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第245図　第269号土坑出土遺物実測図

第269号土坑出土遺物観察表（第245図）

⊂〕 10cm

」＿＿＿＿＿＿＿－⊥＿＿＿　　」

図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

沫　　鉢A［22．0］口緑部片。ロ緑部は内攣して立ち上がる。口唇部直下には交互長石・石英・雲母P329　5％
縄文土器B（6．3）刺突による連続コの字状文を巡らしている。その下には沈線を灰褐色

施している。地文はRの無節縄文を縦方向に施している。普通

2

深　　鉢B（13．0）胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。胴長石・石英・雲母P3二30　5％
縄文土器C［7．7］部には沈線による懸垂文を施し，沈線間を磨り消している。胴橙色

部にはRLの単節縄文を縦方向に施している。 普通

3

深　　鉢B（9．0）口緑部片。口線部は内攣して立ち上がる。太い隆帯と沈線を巡ら長石・石英TP179　5％
縄文土器 している。地文はLRの単節縄文を縦方向に施している。にぷい褐色

普通

4

探　　鉢B（9．0）口縁部片。ロ縁部は内攣して立ち上がる。沈線と隆帯で楕円形長石・石英・礫TP181　5％
縄文土器 の区画文を施し，隆帯に沿って沈線を施している。区画内には黒褐色

LRの単節縄文を縦方向に施している。 普通

5

探　　鉢B（15．5）ロ緑部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，口長石・石英・雲母TP180　5％
縄文土器 綾部は内攣する。口縁部には沈線で楕円形の区画文を施している。橙色

胴部には2条の沈線を垂下させている。区画内にはRLの単節縄

文を横方向に，胴部にはRLの単節縄文を縦方向に施している。

普通
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謝版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

6

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 口縁部片。 ロ緑部 は内野 して立 ち上が る。隆帯 と沈線 で楕円形 長石 ・石英 ・雲 母 T P 183　 5 ％

縄文土器 の区画文 を施 している。区画内には撚 糸庄痕 文を施 している。 にぷい赤褐色

普通

図版番号 器　 種

計測値
石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考

長さ（cm ） 幅 （cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

7 石　　 鍍 2．7 1．7 0．7 0．9 メ　　 ノ　 ウ 基部形状 は凸基 を呈する。 Q 82

8 磨製石斧 （12．0） 5．2 3．2 （380．0） 緑色凝灰 岩 刃部欠損 。完角式石斧。 Q 83

第270号土坑（第246～248図）

位置　調査1区の北西部，A4j4区。

規模と平面形　開口部は長径1．60m，短径1．42mの楕円形，底面は長径2．20m，短径1．95mの楕円形で，深さは

93cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　4層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土眉解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
4　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

⑥　　　匝／
一・〆一一　、　－、

／　　1　　　　＼

γ＼＼一／

2m

i i　　　！

第246図　第270号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片320点，石鉄1点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器8点，石鍍1点，磨製

石斧1点を抽出・図示した。第248図6は深鉢の口縁部片で，北西部の底面から出土している。7は深鉢の口

緑部から胴部にかけての破片で，底面から覆土中層にかけて出土している。1は口緑部から胴部が一部欠損す

る探鉢で，北東部の覆土下層から横位で出土している。2は深鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，覆土下

層から出土している。3は口緑部から胴部が一部欠損する探鉢で，西部から南部にかけての覆土下層から出土

している。5は胴部から底部が欠損する探鉢で，中央部の覆土下層から横位で出土している。4は探鉢の口綾

部から胴部にかけての破片で，南部の覆土下層から出土している。9は磨製石斧で，中央部の覆土下層から出

土している。10は探鉢の口緑部片，8は石鉄で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第247図　第270号土坑出土遺物実測図（1）
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第248図　第270号土坑出土遺物実測図（2）

第270号土坑出土遺物観察表（第246～248図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 8 ．4 ］ ロ綾 部 の一 部欠損 。胴部は外傾 して立 ち上が り， ロ緑部 で外傾 長石 ・石英 ・雲母 P 33 1　 6 0 ％

縄 文 土器 B　 3 5 ．6

C　 1 2 ．3

す る。 口綾部及 び胴部 は無文で，研磨 してい る。 にぷ い橙色

普通

底部網代痕有 り

2

穣　　 鉢 A ［2 4 ．5 ］ ロ緑 部か ら胴 部にかけての破片。胴部は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 33 3　 4 0 ％

縄 文 土器 B　 3 4 ．2 ロ緑 部 で内野気味 に立ち上がる。波状部は欠損 して いるが ，波 にぷい褐色

C ［1 2 ．1］ 状 口 緑 を呈す る。波底 部には隆帯 を貼付 し，隆帯 に沿 って結節

沈線文 を施 している。胴部には断面三角形の隆帯で 「Ⅹ」字状

の隆帯 を貼付 してい る。

普通

3

探　　 鉢 A ［3 6 ．0 ］ 胴 部 の一部欠損，底部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，口緑 部は外 長石 ・石英 P 33 2　 60 ％

縄 文土 器 B （3 3 ．0 ） 傾 す る。口唇部 直下には隆帯が巡り，その一部に 「Ⅴ」字状の隆帯 を にぷい褐色 P L 29

貼 付 している。隆帯に沿って，R L の単 節 縄 文を押圧した文様を施 して

いる。胴 部の上 方に最大径を持ち，R L の 単 節 縄文を押圧した文様 を

施している。地文はL の無 節 縄文を縦や横方向に施 している。

普通

4

深　　 鉢 A ［2 0 ．0 ］ ロ 綾 部か ら胴部の一郎 欠損。胴部 は内攣 して立ち上が り， 口緑 長石 ・石英 ・雲母 P 3 34　 30 ％

縄 文 土 器 B （2 3 ．0 ） 部 は 内攣 して立 ち上が る。 口唇部 の内側 に稜 を持つ。ロ緑部か 橙色

ら胴部にかけてへ ラや棒状工具に よる削 りがある。 普通

5

深　　 鉢 A ［1 3 ．6 ］ 胴 部 の一部，底部欠損。胴部 は外傾 して立ち上 がる。口唇部 に 石英 ・雲母 P 3二摘　 30％

縄 文 土器 B （1 5 ．2 ） は キ ザ ミを施 してい る。胴部 には複列 の結節 沈線 文 を巡 らして にぷい褐 色 P L 2 9

い る。 胴 部 の内側に結 節洗練 文を施 している。 普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　 考

6

深　　 鉢 A ［3 1 ．8 ］ 口緑 部片。□緑部はやや直線 的に立 ち上 がる。 口唇 部は平坦 で 長石 ・雲母 P 33 5　 5 ％

縄文土器 B （9 ．9 ） ある。口唇 部直下 には平行沈線文 を 2 段 に巡ら している。地文 黒褐色

はR L の単節縄 文を縦方 向に施 している。 普通

7

探　　 鉢 A ［2 9 ．0 ］ 口縁部か ら頭部 にかけての破片。 口綾部は内攣 して立ち上がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 33 7　 5 ％

縄文土器 B （13 ．6 ） 口唇部 には隆苛 が巡る。隆帯の一部 に渦巻状の沈線 を施 してい にぷ い褐色

る。 ここか ら垂 下 した隆帯 にキザ ミを施 してい る。頚部 との境

に隆帯 を巡 ら している。

普通

10

探　　 鉢 B （5 ．5 ） ロ緑部片。 口綾 部は内攣気 味 に立ち上が る。撚糸文 を施 してい 長石 T P 184　 5 ％

縄文土器 る。 灰褐色

普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ） 重量 （g ）

8 石　　 鍍 （1．8） 1．8 0．3 （0．8） チ　ャ　ー ト 先端部欠損。自然面を基部。両側面調整剥離。 Q 84

9 磨製石斧 6．9 4．0 1．4 60．0 斑　 励　 岩 頭部 と刃部の幅がほぼ同 じ。 Q 85

第278号土坑（第249・250図）

位置　調査1区の北西部，B4a3区。

重複関係　第236・277号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径0．93m，短径0．84mの楕円形，底面は長径1．50m，短径1．38mの楕円形，深さは

85cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　5層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，ローム中ブロック少量
4　暗褐色　ローム粒子多量，ローム′J、ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

B　　　　12

軋
0　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト　　　・l i

第249図　第278号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片130点が出土している。そのうち縄文土器5点を抽出・図示した。第249図1は深鉢の口緑部

から胴部にかけての破片，2は口緑部，胴部が一部欠損する探鉢で，それぞれ中央部の底面から出土している。

3は探鉢の底部片，4・5は探鉢の口緑部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

第250図　第278号土坑出土遺物実測図

第278号土坑出土遺物観察表（第249・250図）

詔。

戎
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢A　23．4ロ緑部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，長石・石英・雲母P339　40％

縄文土器B（19．5）口緑部は内攣する。口唇部直下には複列の結節沈線文が巡り，にぷい褐色

4方向に「Ⅴ」字状の隆帯を貼付している。胴部には複列の結節

沈線文を2段に巡らしている。

普通

2

深　　鉢A　37．0 ロ縁部，胴部の一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，ロ緑部長石・石英・雲母P338　80％

縄文土器B　53．0 は内攣する。口唇部直下には隆帯が巡り，隆帯には棒状工具に褐色 PL29

C　14．5 よる押圧を加えている。口緑部には隆帯で三角形の文様を描出

し，隆帯上には爪形文を施している。また，隆帯に沿って複列

の結節沈線文を施している。胴部には隆帯で楕円形状の区画文

を施し，区画内には複列の結節沈線文や波状沈縄文を施している。

普通

3

探　　鉢B（3．5）胴部から底部にかけての破片。胴部はやや外傾して立ち上がる。長石・石英・雲母P340　5％

縄文土器C　　9．4無文。 にぷい黄褐色

普通

底部網代痕有り

4

探　　鉢B（4．8）口緑部片。口緑部は内攣して立ち上がる。内側に稜を持つ。隆長石・石英・雲母TP185　5％

縄文土器 帯が巡り，隆帯に沿って複列の結節洗練文を巡らしている。赤褐色

普通

－　272　－



図版番号 器　 種 計 測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

5

深　　 鉢 B （4 ．2 ） 口緑部片。ロ縁 部は内攣気味に立ち上がる。口唇部には縄文で押圧を 長石 ・石英 ・雲母 T P 186　 5 ％

縄文土器 施している。口唇部直下には波状の隆帯を貼付し，延長上に沈線で波状 にぷい黄橙色

を施している。またその下方に，隆帯を巡らし，隆帯にはキザミを施している。 普通

第280号土坑（第251図）

位置　調査1区の北西部，B4a6区。

規模と平面形　開口部は径1．70mの円形，底面は長径2．17m，短径1．95mの楕円形で，深さは67cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　6層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
4　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量
5　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
6　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片72点，木の実の炭化物1点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出・図示した。第

251図2・3は深鉢の口緑部片で，南部の底面から出土している。4は浅鉢のロ緑部片で，中央部の底面から

出土している。5はミニチュア土器，6は深鉢の底部片で，南部の底面から出土している。1は深鉢の把手部

片で，覆土下層から出土している。木の実の炭化物は，東部の覆土中層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

、1、　・
J一．‾‾・．‾‘．．．’．‘一・一－
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第251図　第280号土坑・出土遺物実測図
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第280号土坑出土遺物観察表（第251図）

図版番号　 器　 種　 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴　　　　 ！胎 土 e色調 磯 成
備　 考

深　 鉢　 B （9 ．1 ） 把手 部片。把 手部は楕円形 を呈す る。把手 の付 け根 には半裁 竹 長石 ・石英 P 3 43　 5 ％
1 縄文土器 管 による太 い沈線 を縦位 に施 している。 明赤褐色

普通

2

深　　 鉢 B （1 2 ．2 ） 目線 部から頚部にかけての破片。目線部は内攣 して立 ち上がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 34 1　 5 ％
縄文土器 口唇部 には隆帯で渦巻文 を突 出 して作 出 してい る。 目線部 には　 赤褐色

隆帯 と太い沈線で文様 を抽 出 し，地文は L R L の 複節縄文 を縦　 普通

方向に施 している。

3

深　　 鉢 B （7 ．2 ） 口綾部片。 ロ綾 部は内攣 して立 ち上が る。 目線 部直下には隆帯 長石 ・雲母 ・パ ミス P 34 2　 5 ％
縄文土器 が巡 り，隆帯 に よる区画文内 には渦巻文 を施 している。区画内 明赤褐色

には L R の単節縄文 を横方向 に施 している。 普通

4

鉢 B （5 ．2 ） 目線部片。 口綾部 は外傾 して立 ち上がる。内側 に稜 を持つ。 隆 長石 ・雲母 ・パ ミス P 34 5　 5 ％
縄文土器 帯 と沈線で文様 を抽出 している。 橙色

普通

5

ミニチュア土器 B （2 ．4 ） 目線 部欠損 。胴部はやや外傾 して立 ち上 がる。 L の無節縄 文 を 長石 e雲母 P 3 46　 60％
縄文土器 C　　 3 ．0 縦方 向に施 している。 にぷ い橙色

普通

6

深　　 鉢

縄文土器

B （3 ．3 ）

C ［9 ．2 ］

胴部か ら底部 にかけての破片 。胴 部は外傾 して立 ち上が る。無

文。
長石 ・雲母 ・パ ミス

明赤褐 色

普通

P 34 4　 5 ％

第調号豊坑（第252e253図）

位置　調査「区の西部，B4b7区。

重複関係　第221号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1。94m，短径1せ85mの円形，底面は径1。92mの円形，深さは魂cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ睦1か所。Plは中央部に位置し，径25cmの円形で，深さは92cmである。

穫丑　5層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量
3　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

遺物　縄文土器片147点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出つ頚示した。第253図3は探鉢の目線部

片で，北部の覆土下層から出土している。1は深鉢のロ綾部から胴部にかけての破片で，中央部の覆土中層か

ら出土している。2e4e5e6は深鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

第252図　第282号土坑実測図
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第253図　第282号土坑出土遺物実測図

第282号土坑出土遺物観察表（第253図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

要 B （3 4 ．5 ） 頸部か ら胴部 にかけての破 片。胴 部は内攣 して立 ち上 が り，口 長石 ・石英 ・雲母 P 34 7　 30 ％
縄文土器 緑部で外傾する。胴部 と頚部 との境 に波状沈線文を施 している。 明赤褐色

胴部上部の最大径 を持つ ところに平 行洗練文 を巡 ら してい る。

地文は L の無節縄文を縦方向 に施 している。

普通

2

襲 A ［3 2 ．5 ］ ロ緑 部片 。ロ線 部は外傾 して立 ち上が る。口唇 部は平坦。口唇 長石 ・石英 ・雲母 P 34 9　 5 ％
縄文土器 B （4 ．3 ） 部 直下には波状沈線 を巡 ら してい る。 R L の単節縄 文 を縦方向 黒褐 色

に施 している。 普通

3

探　　 鉢 A ［1 7 ．5 ］ 口緑部か ら胴部 にかけての破片。胴部 はやや外傾 して立ち上が 長石 ・石英 ・雲母 P 34 8　 5 ％
縄文土器 B （1 0 ．0 ） り， 口緑部 はやや内攣 する。口緑部の内側 に稜 を持つ 。胴部 は にぷ い褐色

無文で研磨 してい る。 普通

4

探　　 鉢 B （5 ．9 ） 波状口緑を呈するロ緑部片。波状部は隆帯 で区画されている。隆帯 長石 ・石英 ・雲母 P 350　 5 ％
縄文土器 にはキザミが施されている。口唇部と突出した隆帯の境には爪形 文を にぷい褐色

施 しているる。区画内には棒状工 具による刺突文が施されている。 普通

5

探　　 鉢 B （3 ．5 ） 波状 口緑 を呈する口緑部片。 口緑部 は外傾 して立 ち上が る。波 長石 ・石英 ・雲母 T P 187　 5 ％
縄 文土器 底部 には隆帯 に沿 って爪形文 を施 している。 にぷい橙色

普 通
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図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴　　　　　 序 土や色調欄成 i 備 考

6
深　　 鉢
縄文土器

B　0 ．6） 票 豊 沼 票 票 謡 宕孟豊 漂 で楕円形の区画i悪霊。石英0雲当 T P 188 5％

普通　　　 i

第調号豊坑（第254図）

位置　調査1区の西部，B4j5区。

重複関係　第286・306号士坑に掘り込まれているのでタ　両土坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径2。15m，短径1。87mの楕円形，底面は長径2。04mタ　短径1。78mの楕円形で，深さは

55cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

穫羞　第286e306号土坑に掘りこまれているため，本跡の土層は第1層のみである。そのためタ　堆積状況は不

明である。
土層解説

1褐色　ローム中ブロック中量，ローム太ブロックのローム小ブロックのローム粒子や炭化粒子微量

遺物　縄文土器片犯蕪が出土している。そのうち縄文土器主産を抽出。図示した。第254図1は鉢の完形でタ

南西部の底面から斜位で出土している。

新風　且の鉢が無文であるため時期を判断することは困難であるが，遺構の形態や出土した土器細片から中期

（阿王台Ⅳ式～加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　　2m

∴　＿　＿‥∴‥‥＿；

第霧囲　第287号土坑・出土遺物実測図
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第287号土坑出土遺物観察表　第溺図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形 及び文様の特徴　　　　　 序 土 0色調 欄 成
備　 考

鉢 A　 1 7 ．1 完形。胴部 は内攣 して立ち上が り， 目線部でやや外反す る。ロ　 長石 ・雲母 P 35 1 10 0％

i 縄文土器 B　 1 4 ．1 縁部か ら胴部 は無文。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 にぷい橙色 P L 29

C　　 7 ．4 普通

窮調号豊境（第255の256図）

位置　調査1区の北西部タ　B4a5区。

重複関係　第274号土坑と重複しているがタ　新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径は5mタ　短径1。02mの楕円私底面は径2。23mの円形で，深さは85cmである。

壁　フラスコ状を呈する。、

底　ほぼ平坦である。

穫蓋10層に分層され，不規則な堆積状況やロームブロックも鹿沼パミスを多く含んでいることから，人為堆

積と考えられる。
土層解説

1暗褐色　ローム小ブロックかローム粒子も鹿沼パミス小ブロック微量

2　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック。炭化粒子の鹿沼パミス小ブロック微量
3　暗褐色　ローム中ブロックのローム小ブロック少量

4　暗褐色　ローム中ブロックeローム小ブロック微量

5　暗褐色　ローム中ブロックゆローム小ブロックe鹿沼パミス小ブロック微量

6　窯褐色　ローム小ブロック少鼠，ローム中ブロックの鹿沼パミス小ブロック微量

7　褐　色　ローム中ブロックのローム粒子の炭化粒子も鹿沼パミス小ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子e炭化物・炭化粒子微量

9　黒褐色　ローム粒子0鹿沼パミス小ブロック微量

10　暗褐色　ローム粒子少量芳　ローム小ブロック0鹿沼パミス小ブロック微量

＼　　　　　　　／

㌢＼＼輿」／／

／

第託図　第290号土坑ゆ出土遺物実測図
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遣物　縄文土器片79点，スタンプ形石器1点が出土している。そのうち縄文土器10点，スタンプ形石器1点を

抽出・図示した。第255図1は探鉢の口縁部から胴部にかけての破片で，南西部の覆土下層から出土している。

3は深鉢の底部片で，南部の壁際の覆土下層から出土している。4は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，

東部の覆土下層から出土している。2は探鉢の口綾部片，6～8は深鉢のロ緑部片，5・9・10は深鉢の胴部

片，11はスタンプ形石器で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅳ式期）と考えられる。

．－

第256図　第290号土坑出土遺物実測図

第290号土坑出土遺物観察表（第255・256図）

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

トl－一十－」

図版番号器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢A［22．0］口縁部から胴部にかけての破片。胴部は直線的に立ち上がり，口長石・石英・雲母・P352　5％

縄文土器B（24．6）緑部で外反する。ロ緑部には隆帯と沈線で横S字状の突出部を作パミス

出している。胴部にはRLの単節縄文を縦や横方向に施している。明赤褐色，普通

2

探　　鉢 A［19．2］ロ綾部片。口緑部は内攣して立ち上がる。筒状の隆帯を垂下させ，複列の長石・雲母 P354　5％
縄文土器 B （6．8）結節沈線文を巡らし，平行して爪形文を施している。その下方に指頭によ橙色

る押圧を加えた隆帯を施している。RLの単節縄文を横方向に施している。普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

3

深　　 鉢 B （4 ．6 ） 胴部か ら底 部にかけての破片。胴部はやや外傾 して立ち上がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 35 5　 10 ％

縄文土器 C　 l l ．5 無文。 橙色

普通

深　　 鉢 A ［2 9 ．8 ］ 目線部 か ら頚部にかけての破片。頚部 は 「く」 の字状 に外反 し 長石 ・石英 ・雲母 P 35 3　 5 ％

4 縄文土器 B （1 4 ．6 ） て立 ち上が り， 目線部 に至 る。無文。 褐灰色

普通

深　　 鉢 B （1 1 ．4 ） 胴部片。胴部 はやや外傾 して立ち上が る。沈線で渦巻文 を施 し 長石 ・雲 母 T P 19 2　 5 ％

5 縄文土器 てい る。 その延長上 に波状 沈線 を垂下 させてい る。地文は R L にぷい橙 色

の単節縄文 を施 している。 普通

探　　 鉢 B （4 ．5 ） 波状目線 を呈す る目線部片。 目線 部は内攣 して立ち上がる。内 長石 ・雲母 T P 18 9　 5 ％

6 縄文土器 側 には稜 を持つ。隆帯が巡 り，隆帯 に平行 して交互刺 突文 を施 にぷい褐色

し，その下方 に波状沈線文 を巡 ら している。目線 部はR L の単

節縄 文を縦 方向に施 している。

普通

7

探　　 鉢 B （5 ．3 ） 目線 部片。目線部 はやや外傾 して立 ち上 がる。 2 条 の沈線 が巡 長石 ・石英 ・雲母 T P 190　 5 ％

縄文土器 る。クシ状工具 による沈線 を縦位 に施 している。 黒褐色

普通

8

探　　 鉢 B （3 ．6 ）

i

目線部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が り， 口唇部 は外傾す る。 長石 ・雲母 T P 19 1　 5 ％

縄文土器 内側 に稜 を持 つ。ロ綾 部には隆帯が巡 り， R L の単節縄文 を横 黒褐色

方向 に，地文 はR L の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 普通

9

深　　 鉢
B 廿 2 ） ！

胴部片。胴部 はやや外傾 して立ち上が る。「Y 」字状の隆帯 を施 長石 ・石 英 ・礫 T P 拶3　 5 ％

縄文土器 してい る。隆帯 で楕 円形 の区画文 を施 し，区画内 には R L の単 橙色

節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

10

I

探　　 鉢 B （5 ．9 ） 胴 部片。胴部 はやや外傾 して立 ち上 がる。補修孔 と思われる孔 長石 ・雲母 T P 19 4　 5 ％

縄文土器 が空け られてい る。地文 はR L の単節縄 文を縦方向に施 してい 黒褐色

る。 普通

図版番号 器　 種

計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

11
スタンプ形石器 12．6 9．6 6．1 bOO．0 砂　　　 岩 自然画を裏面とし，裏面側から両側緑を決

るように調整。

Q 87　P L 47

第調号羞坑（第257の258図）

位置　調査1区の南西部，C4蔦区。

重複関係　本跡が第294号土坑の南西側部分を掘り込んでいることから，第294号土坑より新しい。

規模と平面形　開口部は長径2．05mタ　短径1。92mの円形，底面は径1。95mの円形で，深さは35cmである。

壁　円筒状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ匪　1か所。Plは南東壁際に位置し，径32cmの円形で，深さは59cmである。

尊堂　2層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

2　褐色　ローーム中ブロックやローム小ブロック少量，ローム粒子微量

⑥　＼

／　　　A－29．0m

－　279　－
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第露図　第293号土坑実測図
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遺物　縄文土器片29点，石皿（凹石）1点が出土している。そのうち縄文土器2点，石皿（凹石）1点を抽出・図示

した。第258図2は探鉢の口緑部片で，東部の底面から出土している。1は鉢の頚部片で，南部の覆土下層か

ら出土している。3は石皿（凹石）で，南部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI～Ⅲ式期）と考えられる。

第258図　第293号土坑出土遺物実測図

第293号土坑出土遺物観察表（第258図）

0　　　　　　　　　　　　　10cm

Lj I

0　　　　　10cm

［二二＝土二二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

鉢 B （8．3） ロ縁部から頚部にかけての破片。頚部は外傾して立ち上がる。 長石 ・石英 ・雲母 P 356　 5％
縄文土器 頚部には太い沈線と隆線で渦巻文や区画文を施している。区画 にぷい褐色

内にはL R の単節縄文を横方向に施している。 普通

2

探　　 鉢 B （16 ．0 ） 口縁部から胴部にかけての破片。口縁部は内攣して立ち上がる。ロ緑 長石 ・石英 ・雲母 T P 195　 5 ％
縄文土器 部には隆帯と沈線で楕円形の区画文を施している。胴部には3条の沈 明黄褐色

線を垂下させている。地文はL R L の複節縄文を縦方向に施している。 普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g）

3
石　　 皿

（凹石 ）

22．6 20．3 10．3 6960．0 花　 崗　 岩 機能面の周囲の一部に緑を有し，機能面が凹む。

表面には3穿孔，裏面には6穿孔。

Q 88　 P L 47
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第295号土坑（第259・260図）

位置　調査1区の中央部，B4i8区。

規模と平面形　開口部は径0．85mの円形，底面は長径1．02m，短径0．97mの円形で，深さは60cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子微量
2　暗褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量
3　暗褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　暗褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
5　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
6　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
7　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

遺物　縄文土器片73点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出・図示した。第259図1は波状口緑を呈

する探鉢の口緑部片，2は波状口緑を呈する深鉢の口緑部片，3は探鉢の胴部片で，それぞれ覆土中層から出

土している。4～6は探鉢の胴部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

＿旦＿　　3

撮十」m

第259図　第295号土坑・出土遺物実測図
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第260図　第295号土坑出土遣物実測図

第295号土坑出土遺物観察表（第259・260図）

図版番号 券　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特徴 胎 土 ・色 調ト 焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［3 0 ，5 ］ 口緑 部か ら胴部にかけての破片。波状 口緑 を呈 する。胴 部はや 石英 ・雲母 P 35 7　 5 ％

縄文土器 B （1 6 ．1 ） ヤ内野 して立ち上が り，ロ縁 部 に至 る。 口唇 部直下には 「Ⅴ」 灰褐色

字状 の隆帯を施 してい る。胴部 には L の無節縄 文と L R の単節

縄文 を施 している。

普通

2

探　　 鉢 A ［3 4 ．0 ］ □縁部か ら胴部にかけての破片。波状口緑 を呈するが，波状部一 長石 ・雲母 P 35 8　 5 ％

縄文土器 B （1 6 ．6 ） 部欠損。口緑部には突出 した隆帯が垂下 し，結節沈線文が巡る。 にぷい赤褐色

頸部には平行波状洗練が巡る。 L の無節縄文を縦方向に施 している。普通

3

深　　 鉢 B （1 0 ．0 ） 胴部片。胴部 は内攣 して立ち上 がる。隆帯 を巡 らし，隆帯 に沿 長石 ・石英 ・雲母 T P 196　 5 ％

縄 文土器 って クシ状工具 による沈線で文様 を措 出してい る。 明赤褐色

普通

4

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴部片。胴部 は内攣 して立 ち上 がる。隆帯 を施 し，隆帯 に沿 っ 長石 ・石英 ・雲母 T P 197　 5 ％

縄文土器 て複列の結節沈線文 を施 している。 灰褐 色

普通

5

探　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部片。胴部は外傾 して立 ち上が る。蛇行 隆帯 を施 し，隆帯 に 長石 ・石英 ・雲母 T P 198　 5 ％

縄文土器 沿って沈線 を施 している。 橙色

普通

6

深　　 鉢 B （1 1 ．5 ） 胴部片。胴部は内攣 して立 ち上が る。 隆帯 を垂 下 させ，隆帯 に 長石 ・石英 ・雲母 ・ T P 19 9　 5 ％

縄文土器 沿って平 行洗練文 を施 している。 礫

橙色 ，普通

第297号土坑（第261・262図）

位置　調査1区の南西部，C4d3区。

重複関係　西側部分を第289号土坑に掘り込まれていることから，第289号土坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径1．50m，短径1．15mの楕円形，底面は径2．73m，短径2．48mの楕円形で，深さは

77cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは北西壁際に位置し，長径54cm，短径48cmの楕円形で，深さは24cmである。P2は西

壁寄りに位置し，径30cmの円形で，深さは16cmである。

覆土14層に分層され，土層断面図中，第1層から第9層は，第289号土坑の覆土である。第10層から第13層

が本跡の土層で，不規則な堆積状況から人為堆積と考えられる。
土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
3　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
5　暗褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化粒子微量
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6　暗褐色　ローム
7　暗褐色　ローム
8　暗褐色　ローム
9　暗褐色　ローム
10　明褐色　ローム
11明褐色　ローム
12　黒褐色　ローム
13　黒褐色　ローム

中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
小ブロック・ローム粒子微量
小ブロック少量，ローム粒子微量
小ブロック・ローム粒子微量
小ブロック少量・ローム粒子微量
小ブロック・炭化粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量
粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

遺物　縄文土器片99点，土器片円盤2点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器9点，土器片円盤

2点，磨製石斧1点を抽出・図示した。第262図7は深鉢の口綾部片，12は口縁部から胴部が一部欠損する深

鉢で，それぞれ北西部の底面から出土している。1は浅鉢のロ緑部片で，Plの覆土から出土している。3は

探鉢の底部片，2・4・5・6・8は探鉢の口緑部片，9・10は土器片円盤，11は磨製石斧で，それぞれ覆土

から出土している。

所見　時期は，底面から出土した1の探鉢から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

土29．2m

＼

l i　　　［

第261図　第297号土坑・出土遺物実測図
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第262区l　第297号土坑出土遺物実測図

第297号土坑出土遣物観察表（第261・262図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

浅　　 鉢 B （5 ．7 ） ロ緑 部片。 口緑部は外傾 して立ち上がる。 口唇部は平坦。沈線 で 長石 ・石英 ・雲母 P 36 3　 5 ％

縄文土器 楕円形 に区画 し，区画文の中には刺突で文様 を描 出している。 黒褐色

普通

2

探　　 鉢 B （4 ．5 ） ロ緑 部片。隆帯 と沈線で渦巻状 に突出 した文様を作出 している。 石英 ・パ ミス ・針 状 P 3 60　 5 ％

縄 文土器 R L の単節縄文を横方向に施 している。 鉱物

褐色

普通

3

採　　 鉢 B （3 ．3 ） 胴部 から底部にか けての破片。胴部はやや外傾 して立ち上が る。 長石 ・雲母 P 3 62　 5 ％

縄文土器 C ［1 1 ．8 ］ 無文。 にぷい橙色

普通

4

深　　 鉢

縄文土器

B （4 ．5 ） ロ縁部片。ロ緑部は 「く」の字状に立ち上がる。無文。 長 石 ・石英

にぷい赤褐色

普 通

P 3 6 1　 5 ％

5

探　　 鉢 B （5 ．8 ） 口縁部片。ロ緑部は内攣 して立ち上が る。内側 に稜を持つ。隆帯 長石 ・石英 ・雲母 ・礫 T P 20 0　 5 ％

縄文土器 が巡 り，隆帯 に沿って交互刺突文を施 している。沈線で文様 を描 黒褐色

出してい る。 普通

6

探　　 鉢 B （8 ．0 ） ロ緑部片。 ロ縁部は外傾 して立ち上がる．。口唇部は平坦である。 長石 ・石英 ・雲母 T P 20 2　 5 ％
縄文土器 L の無節縄文 を横方向に施 している。

明赤褐色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

7

深　　 鉢 B （7 ．5 ） 波状目線 を皇する目線部片。波状部には隆帯を施 している。波底部には 長石 ・石英 ・雲母 T P 20 1　 5 ％
縄文土器 三条の洗練 と波状洗練を施 している。地文はR L の単節縄文を縦方向 にぷ い褐色

に施 している。 普通

8

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 波 状目線を呈する口綾部片。波頂部は欠損。目線部は内攣気味に立ち 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 0 3　 5 ％
縄文土器 上がる。隆帯と洗練で文様を措出 している。隆帯にはキザミを施 し， 褐色

沈線内には爪形文を施 している。 普通

12

探　　 鉢 A　 40 ．2 ロ緑部から胴部の一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，ロ緑部はやや内攣する。小 長石 ・石 英 P 359　 90％
縄文土器 B　 5 1 ．7 測大口緑を呈する。ロ緑部は隆帯で楕円形の区画文を施し，区画内には波状法線 を施 にぷい赤褐色 P L 2 9

C　 14 ．0 している。胴部と頚部との境には隆帯と平行沈線が巡る。胴部には隆帯を垂下し，隆

帯間には沈線で文様を括出している。地文はR Lの単節縄文を縦方向に施している。

普通

図版番号 器　 種
計測値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g）

9 土器片円盤 3．2 3．1 1．3 13．0 土　　　 製 隆帯に沿って，結節沈線文を施している。 D P 15　 P L

10 土器片円盤 2．9 2．8 1．2 11．3 土　　　 製 ほぼ円形で無文。周縁部は荒割り。 D P 16

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

11 磨製石斧 （8．5） 5．5 2．7 （1弧0） 安　 山　 岩 基部欠損。刃部平面形は円刃で，断面形は両刃 Q 89

第調号蓋坑（第263。264図）

位置　調査1区の北西部，B4g6区。

重複関係　北西部の上面を第319号土坑に掘り込まれていることから，第319号土坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径2。23m，短径1。76mの楕円形，底面は径2。75m，短径2。62mの楕円形で，深さは

100cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

尊堂11層に分層され，土層断面図中，第1・2層は第319号土坑の覆土である。第3層から第11層が本跡の

土層で，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック少量・ローム粒子微量

3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
4　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
5　暗褐色　ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
6　黒褐色　ローム大ブロック多量，ローム中ブロック中量
7　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック少量
8　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
10　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック微量
11黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片215良太珠1点が出土している。そのうち縄文土器17点，太珠1点を抽出・図示した。第

264図18は大珠で，東部の底面から出土している。3は波状目線を呈する深鉢の目線部片，7は深鉢の胴部か

ら底部にかけての破片で，それぞれ東壁際の底面から出土している。12は深鉢の目線部片で，北東部の底面か

ら出土している。1は深鉢の眼鏡状把手を有する目線部片，2は深鉢の目線部片，9は深鉢の底部片で，中央

部の覆土下層から出土している。10は深鉢の底部片で，南西部の覆土下層から出土している。6は口綾部が一

部欠損する深鉢で，北部の覆土中層から出土している。4は深鉢の日録の把手部，5・8は深鉢の底部片，11

は浅鉢の口緑部片，13・14・15は深鉢の口綾部片，16e17は深鉢の胴部片で，それぞれ覆土から出土してい

る。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅳ式期）と考えられる。
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第264図　第303号土坑出土遺物実測図

第303号土坑出土遺物観察表（第263・264図）

◎－◎㊥18
0　　　　　　　　　　　10cm

l　‥　⊥　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢A［25．2］口綾部から胴部にかけての破片。胴部は内野して立ち上がり，ロ長石・石英・雲母P364　　5％

縄文土器B（20．9）緑部は内督する。把手は眼鏡状把手を呈する。把手の突端には波赤色粒子PL30

状の隆帯を貼付させている。把手の突出部の中央には指豆削こよるにぷい橙色

押圧を施している。胴部にはクシ状工具による沈線文を波状に施

している。

普通

2

深　　鉢A［20．8］口緑部片。口緑部は内攣して立ち上がり，「く」の字状に外反する。長石・石英・雲母P365　10％

縄文土器B（9．0）無文。 にぷい橙色

普通

3

探　　鉢B（8．8）ロ緑部片。口縁部は外傾して立ち上がる。隆帯と沈線を施している。長石・石英・雲母P366　　5％

縄文土器隆帯で楕円形に区画し，区画内には波状沈線を施している。隆帯にぷい赤褐色

にはキザミを施している。 普通

4

探　　鉢B（5．0）把手部片。把手部は円形状を呈している。円形の周縁にはキザミ長石・石英・雲母。P367　　5％

縄文土器を施している。その内柳には結節沈線文を巡らしている。褐色

普通

5

探　　鉢

縄文土器

B（3．1）

C　lO．0

胴部から底部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がる。無文。長石・石英・雲母

にぷい黄橙色

普通

P371　5％

6

深　　鉢B（8．5）目線部から胴部一部欠損。胴部はやや外傾して立ち上がる。胴部長石・石英・雲母P369　10％

縄文土器C　　7，9にはRの無節縄文を横方向や斜方向に施している。橙色

普通

7

探　　鉢B（12．5）胴部から底部にかけての破片。胴部はやや外傾して立ち上がる。長石・石英・雲母P36810％

縄文土器C　ll．2胴部にはRLの単節縄文を縦方向に施している。スコリア

にぷい褐色，普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

8
深　　 鉢 B （4 ．2 ） 底部か ら胴部にかけての破片。底部か ら胴部にかけてやや外傾 して 長石 ・雲母 ・スコリア P 372　 5 ％
縄文土器 C　　 9 ．8 立ち上がる。胴部には隆帯 を垂下 させている。 にぷい橙 色，普通 底 部網代 痕有 り

深　　 鉢 B （4 ．1 ） 胴部か ら底部 にか けての破片。胴部 は外 傾 して立ち上が る。斜 長石 ・石英 ・雲母 P 370　 10％
9 縄文土器 C　 l O ．6 位の条線文を施 している。 にぷい褐色

普通

底部木葉痕有 り

10

深　　 鉢 B （5 ．0 ） 胴 部か ら底 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上 がる。無 長石 ・石英 ・雲母 P 37 3　 5 ％
縄文土器 C　　 8 ．4 文 で研磨 している。 にぷ い赤褐色

普通

11

浅　　 鉢 B （4 ．8 ） 口縁部片。 目線部 は外傾 して立ち上が る。波状 目線 を呈す る。 長石 ・石英 ・雲母 P 374　 5 ％
縄文土器 口唇部は平坦。 赤褐色

普通

日録 部 内 ・外 面

赤彩

12

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 口緑 部片。口綾 部は内攣 して立 ち上 がる。内側に稜 をもつ。隆 長石 ・石英 ・雲母

T P 20 4　 5 ％縄文土器 帯が巡 り，隆帯に沿 って結節沈線文 を施 している。地文は L R 黒褐色
の単節縄文 を縦 や横方 向に施 している。 普通

13

探　　 鉢 B （4 ．0 ） 波状 目線 を呈す る目線 部片。波状部欠損。 目線部 には隆帯 を巡 長石 ・石英 ・雲母

T P 20 7　 5 ％縄文土器 らせ，隆帯 に沿 って洗練 を施 してい る。そ こから斜方 向に複列 灰褐色

の結節沈線文 を施 してい る。 普通

14

探　　 鉢 B （9 ．2 ） 波状目線 を呈する口綾部片 。口緑部は内攣気味に立 ち上が り，波 長石 ・石英 ・雲母

T P 2 05　 5 ％縄文土器 状部は外傾する。波底部には平行沈線文 を巡 らしている。目線部 にぷい黄橙色
には隆帯 と平行沈線で文様 を措出 している。波頂部 はR L の単節

縄 文を横方向に，目線部 はR L の単節縄文 を縦方向 に施 している。

普通

15

深　　 鉢 B （7 ．6 ） 目線部片 。口綾 部はやや外傾 して立 ち上 がる。隆帯 を巡 らせ， 長石 ・石英 ・雲母

T P 20 6　 5 ％縄文土器 クシ状工具 で渦巻状 の文様 を措 出 している。 黒褐色

普通

16

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 胴部片。胴部 は外傾 して立ち上がる。結節洗練文 と櫛歯状工具 長石 ・石英 ・雲母

T P 2 09　 5 ％縄 文土器 による沈線 を巡 ら している。クシ状 工具で楕 円形状 に文様 を措 褐色

出 している。 普通

17

探　　 鉢 B （7 ．0 ） 胴部片。胴部は内攣 して立 ち上 がる。隆帯 と半裁竹管 による連 長石 ・石 英 ・雲母

T P 20 8　 5 ％縄文土器 続押庄 痕 と波状沈線で文様 を措 出 している。隆帯にはキザ ミを にぷい赤褐色

施 している。 普通

図版番号 器　 種
計測値 ！材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚 さ（cm ）重量（g ）

18

大　　 味 3．7 2．4 1．9 36．7 素　　　 翠 平面形は一側線が弧状を里し，他の一側線

が直線的である。全長の約 1 ／3 のところ

に1 か所穿孔されている。

Q 90　 P L 44

第調号豊坑（第265e266図）

位置　調査1区の北西部，B4b6区。

規模と平面形　開口部は長径1e60m，短径1。07mの楕円私底面は長径2。75m，短径2。43mの楕円形で，深さは

100cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

尊堂10層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック・。ーム小ブロック・炭化物微量
2　黒　褐　色　ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　暗　褐　色　焼土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量
5　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
7　暗　褐　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

8　暗　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
9　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
10　にぷい褐色　ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
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遺物　縄文土器片212点，土器片円盤2点，打製石斧上長が出土している。そのうち縄文土器11氏　土器片円

盤2点，打製石斧1点を抽出e図示した。第265図1は波状目線を皇する深鉢の目線部片で，北部から中央部

にかけての底面から出土している。4は波状目線を皇する深鉢，7は鉢の底部片で，それぞれ東部の底面から

出土している。2は深鉢のロ綾部から頚部にかけての破片，3は深鉢の目線部から胴部にかけての破片，6は

婆の目線部片，8は波派目線を皇する探鉢の目線部片で，それぞれ中央部の覆土中層から出土している。14は

打製石斧で，中央部の覆土中層から出土している。509～11は探鉢の目線部片，12・13は土器片円盤で，そ

れぞれ覆土から出土している。

所凰　土器は中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）のものが出土している。時期は，底面から覆土下層にかけて出土し

ている出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

・圭．／／／‾‾l‾l、、l、－＼＼　　　旦－292m
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第2駈図　第305号土坑e出土遺物実測図
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第266図　第305号土坑出土遺物実測図

第305号土坑出土遺物観察表（第265・266図）

10cm

』二一一十一一「∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

探　　鉢 A［25．0］波状口緑を呈する口緑部片。4単位の波状を呈する。波状部には長石・石英・雲母 P375　20％
縄文土器 B（20．2）隆帯を突出させ，隆帯に沿って結節沈線文を施している。 明赤褐色

普通
PL30

2

深　　鉢 A［21．2］口縁部から頚部にかけての破片。口緑部は内攣して立ち上がる。石英・雲母 P377　5％
縄文土器 B（15．7）口唇部直下と頚部に複列の結節沈線文を巡らしている。隆帯を「Ⅹ」にぷい橙色

字状に施し，隆帯に沿って結節沈線文を施している。Rの無節縄

文を横方向に施している。

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎工 ・色調 ・焼成 備　 考

探　　 鉢 A H 5 ．2 ］ 目線部から胴部にかけての破片。胴部 ・目線部はともに夕村境して立ち 長石 e 石英 ・雲母 P 二376　 10％

3 縄文土器 B 0 5 ．0 ） 上がる。口綾部には沈線で楕円形に区画文を施している。頚部 との境 にぷい赤褐 色 P L 3 0

には平行沈線文を施 している。胴部の上部に洗練が巡り，隆帯を垂下

させている。胴部中位 には渦巻状の沈線が巡る。

普通

探　　 鉢 B O ．4 ） 波状目線 を呈す る目線部片。 口緑 部は内攣 して立 ち上がる。波頂 長石 0石英 ・雲母 P 378　 5 ％

4 縄文土器 部直下に貫通孔 を取 り込 むように隆帯が施 され，隆帯 と洗練で区 灰褐色

画 されている。区画内には隆帯に沿って連続刺突文が施されている。

また，区画内にはR L の無節縄文を横 方向に施 している。

普通

深　　 鉢 B （8 」 ） 目線 部片。 口綾 部はやや内攣 して立 ち上が る。 「Ⅴ」字状 の隆 長石 ・石英 ・雲母 P 37 9　 5 ％

5 縄文土器 帯 を施 して いる。隆帯に沿って沈線 を施 してい る。 R L の単節 にぷい橙色

縄 文 を縦方向 に施 してい る。 普通

深　　 鉢 A ［3 9 ．2 ］ 目線 部片。 ロ縁部 は内攣 して立ち上が り，口唇部は外傾す る。 石英 ・長石 ・スコリア P 380　 5 ％

6 縄文土器 B （8 ．4 ） 口唇 部直下 には棒状工具 による沈線 を巡 らしている。地文 はL にぷい褐色

R の単節縄 文 を横 方向 に施 している。 普通

7
鉢

縄文土器

B （7 ．6 ）

C　 「L 2

胴部 か ら底 部にかけての破 片。胴部は外傾 して立ち上がる。 長石 ・雲母 ・スコリア

にぷい褐色 ，普通

P 38 1　 5 ％

外面赤彩

8

探　　 鉢 B 0 5 誹 ） 波状 目線 を呈 する日録部片。波頂部 は隆帯 と洗練 で渦巻文 を措 長 石 ・雲母 ・轢 T P 2 10　 5 ％

縄文土器 出 し， そこか ら隆帯 を波状 に垂下 させ ている。胴部 には隆帯に にぷ い褐色

沿 って洗練 を施 している。 また，棒状工具 による沈線 を横位 に

施 してい る。 口縁 部は R L の単節縄文 を横方向 に，地文 はR L

の単節縄文 を縦方 向に施 している。

普通

9

深　　 鉢 B （6 ．0 ）

！

小 波状目線 を皇す る目線 部片。目線 部は内攣す る。波底部 には 長石 ・雲母 T P 2日　 5 ％

縄文土器 複 列の結節沈線文 で文様 を描出 している。地文は R L の単節縄 灰褐色

文を縦 方向に施 してい る。 普通

深　　 鉢 B （6 ．0 ） 目線 部片。ロ綾部 は内攣 して立 ち上 がる。口唇部には隆帯が巡 長石 。石英 T P 2 12　 5 ％

10 縄文土器 り，キザ ミを施 している。 目線部 には隆管 に沿って複列の結節

沈線文 や波状沈線 を施 している。

にぷい褐 色

普通

i
深　 鉢 － B （5 ．4 ） －ロ縁部片 。ロ綾 部 は内攣 して立 ち上が る。 口唇部 直下には隆帯 －長石 さ雲母　　　　　 －T　p つ11　　に　q乙

⊥　　⊥　　ん1　J　　　　　Lノ　／∪
が巡り，隆帯に沿って，蛇行隆帯を括出し，四部に結節沈線文
を施している。それに平行して平行沈線文を施している。地文
はRLの単節縄文を縦方向に施している。

図版番号 器　 種
計測値 i 材 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g）

12 土器片円盤 3．9 3．6 0．7 12．6 土　　　 製 Lの無節縄文を施し，周縁部は部分的に研磨。 D P 17　 P L 44

13 土器片円盤 3．0 2．9 1．1 11．0 土　　　 製 複列の結節洗練文を施 している。 D P 18　P L 44

図版番号 器　 種
計測値

巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ）

幅（cm ） 軽 さ（cm ）
重量（g ）

14 打製石斧 10．7 6．6 2．0 120．0 粘　 板　 岩 基部の幅が狭く，刃部の幅が広い。 Q 91　P L 46

第刃考量坑（第267図）

位置　調査1区の西部，C4a5区。

規模と平面形　開口部は長径1。33m，短径1．08mの楕円形，底面は径2。07mの円形で，深さは72cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

穫丑13層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
2　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
3　褐　色

4　褐　色

5　暗褐色

6　暗褐色

7　暗褐色

8　暗褐色
9　黒褐色

ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子中量

ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量

ローム小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量
ローム粒子・炭化粒子微量
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10　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
11褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
12　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
13　黒褐色　ローム粒子微量

遺物　縄文土器片160点，土器片円盤1点，磨製石斧1点，凹石1点が出土している。そのうち縄文土器6点，

土器片円盤1点，磨製石斧1点，凹石1点を抽出・図示した。3は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，西

部の底面から出土している。9は凹石で，北西部の底面から出土している。2は探鉢の胴部片で，北東部の覆

土下層から出土している。4は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，北部の覆土下層から出土している。1

は深鉢の口緑部片で，中央部の覆土中層から出土している。5は波状口緑を呈する探鉢の口緑部片，6は深鉢

の口綾部片，7は土器片円盤，8は磨製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台式Ⅳ式期）と考えられる。

第267図　第309号土坑出土遺物実測図
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第309号土坑出土遺物観察表（第267図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A ［2 1 ．6 ］ 口綾部か ら胴部にかけての破片。 ロ縁部は内攣 して立 ち上がる。 長石 ・雲母 ・スコリア P 382　 5 ％
縄文土器 B （ ．お 内側 に弱 い稜を持つ。胴部 は無文。 にぷい褐 色

普通

2

探　　 鉢 B （1 1．3 ） 胴部片 。胴 部は外傾 して立 ち上 がる。平行沈線文を縦位 に垂下 長石 ・石英 ・雲母 P 3 83　 5 ％
縄文土器 させ ，沈線 で楕円形の区画文 を施 している。地文は L R の単節 にぷい橙色

縄文 を縦方 向に施 している。 普通

3

深　　 鉢 B 0 0 ．7 ） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴部はやや外傾 して立ち上がる。 長石 ・雲母 P 38 4　 5 ％
縄文土器 C H 0 ．0 ］ 無文。 にぷい橙色

普通

4

深　　 鉢 B （4 ．4 ） 胴部か ら底部 にかけての破 片。胴部 は外傾 して立 ち上が る。胴 長石 ・石英 ・バ ミス P 38 5　 5 ％
縄文土器 C ［1 1 ．8 ］ 部には縦位の洗練 と L R の単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 にぷい褐色

普通

底部網代 痕有 り

5

深　　 鉢 B （5 ．8 ） 目線 部片。日綾部 は内攣 して立ち上がる。蛇行隆帯 を貼付 して 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 14　 5 ％
縄文土器 いる。爪形文で楕 円形状 の文様 を措出 している。地文は L R の 灰 褐色

単節縄文 を横 方向に施 している。 普通

6

深　　 鉢 B （5 ．5 ） 波状 目線 を呈す るロ緑部片。波頂部 は欠損 。波底 部には洗練 を 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 15　 5 ％

縄文土器 巡 ら している。その直下 には沈線 で文様 を措 出 している。地文 暗褐色

は L R の単節縄文 を横方 向に施 している。 普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

7 土器片円盤 3．5 3．2 0．9 日．1 土　　　 製 L の無節縄文を施 している。 D P 19　 P L 44

第割　尊堂坑（第268～271図）

位置　調査1区の南西部，C4d3区。

重複関係　第267号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径1．54m，短径工30mの楕円形，底面は長径2．84m，短径2。70mの円形で，深さは

90cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ぽット　1か所。Plは西部に位置し，径28cmの円形で，深さは26cmである。

澤蓋　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1　暗褐色　ローム粒子・廃土粒子・炭化粒子少量
2　黒褐色
3　暗褐色
4　暗褐色

5　黒褐色
6　黒褐色
7　黒褐色
8　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子微量

ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
ローム小ブロック0ローム粒子微量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片395点が出土している。そのうち縄文土器16点を抽出・図示した。第268図2は完形の深鉢で，

西部の底面から正位で出土している。3は探鉢のロ綾部片で，中央部から南部にかけての底面から出土してい

る。4は目線部，胴部が一部欠損する深鉢で，西部の底面から横位で出土している。5は胴部が一部欠損する

－　293　－



探鉢で，南西部の底面から正位で出土している。6ほ目線部が一部欠損する探鉢で，西部の底面から出土して

いる。7ほ目線部及び底部が一部欠損する深鉢で，南西部の底面から逆位で出土している。8は深鉢の胴部か

ら底部にかけての破片で，南部の底面から出土している。10はミニチュア土器で，中央部の底面から出土して

いる。11は深鉢の目線部から胴部にかけての破片で，東部の底面から出土している。16は深鉢の胴部から底部

にかけての破片で，西部の底面から出土している09は聾の目線部から胴部にかけての破片で，覆土下層から

出土している。14は口綾部が一部欠損する浅鉢で，覆土下層から出土している。15は探鉢のロ綾部から胴部に

かけての破片でタ中央部の覆土下層から出土している01は深鉢の目線部から胴部にかけての破片タ12813は

深鉢の目線部片で，それぞれ覆土から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ～Ⅳ式期）と考えられる。

第謁図　第312号土坑。出土遺物実測図
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第269図　第312号土坑出土遺物実測図（1）

－　295　－

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

Ll111－－　　　　　1－－－1



⑲1。

ー　296　－

第270図　第312号土坑出土遺物実測図（2）
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第271図　第312号土坑出土遺物実測図（3）
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第312号土坑出土遺物観察表（第268～271図）

図版番号 器　 楯 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　 考

深　　 鉢 A ［2 5 ．6 ］ ロ綾部 か ら胴 部にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 39 1　 30％

1 縄文土器 B 0 9 ．9 ） 目線部 は外傾 する。口唇部直下 には 4 単位 の横 S 字状 の隆帯 を 橙色 P L 30

突 出させ ている。胴部には 2 本の沈線 で楕 円形 や方形 の区画文

を施 してい る。地文 は R L の単節縄文 を縦方 向に施 している。

普通

深　　 鉢 A　 1 2 ．0 完形。胴部はやや内攣 して立ち上が り，目線部 は丸味をもって立 長石 ・石英 P 38 8　 100％

2 縄 文土器 B　 1 7 ．4 ち上がる。口縁 部には太い隆帯で楕円形に区画 され，区画内には 橙色 P L 30

C　　 7 ．2 波状 の沈線 を施 している。地文 は R L の単節縄文を施 している。 普通

深　　 鉢 A ［3 主 0 ］ 目線部片。 目線部 は内攣 して立ち上がる。内側 に稜 を持つ。 ロ 長石 ・石英 ・雲母 P 3 92　 20％

3 縄文土器 B O L 7 ） 唇部直下 には，一部 に指頭 による押庄 を加えた太い隆帯 を巡 ら 明赤褐 色

している。地文は R L の単節縄 文 を横方向 に施 している。 普通

4

探　　 鉢 A　 2 3 ．0 目線 部 ・胴 部の一部欠損。波状 目線 を呈 する。胴部は内攣 して 長石 ・石英 ・雲母 P 39 0　 6 0％
縄文土器 B　 4 4 ．5 立 ち上 が り，目線 部は外傾す る。波状部 は穿孔 された孔 の周囲 スコ リア P L 30

C ［1 1．8 ］ を隆帯で突 出させ，その隆帯に三角押文で文様 を持出 している。 にぷ い褐色

波底部や胴部 との境 には爪形文 を巡 ら している。胴部 には三角

押文 や爪形文 で，楕 円形状の文様 を措 出 している。地文 は R L

の単節縄文 を横方向 に施 している。

普通

5

深　　 鉢 A　 1 6 ．8 胴部の一部欠損。胴部 はやや内攣 して立 ち上が り， 目線部 は外
芸蓋、諸 芸 雲つ

P 386　 90％

P L 30縄 文土器 B　 2 2 ．9

C　　 7 ．9

傾 して立ち上がる。目線部及び胴部 は無文。

深　　 鉢 A　 i 7 ．6 目線部の一部欠損。胴部は外傾 して立ち上が り，目線部に至 る。 長石 ・赤色粒 子 P 3 87　 80％

6 縄文土器 B　 1 9 ．2

C　　 7 ．6

胴 部には条線文 を施 している。 にぷい橙色

普通

P L 30

7

深　　 鉢 A　 3 0 ．0 目線部 の一部欠損，底部欠損。胴部 は外傾 して立 ち上が り，日録 長石 も雲母 0赤色粒 子 P 3 89　 6 0％
縄文土器

i

B （2 4 ．3 ） 部 に至る。 口唇部は平坦で，平坦部 に凹線の沈線が巡る。 口唇部 灰褐色 P L 30
に は S 字状の隆帯で突 出部 を 6 単位作出 している。隆帯 にはキザ 普通

［

ミを施 している。胴部 には L R の単節縄文を縦方向に施 している。

憂 l

8

深　　 鉢 B （8 ．8 ） 目線部から胴部の一部欠損。胴部 はやや外傾 して立ち上がる。胴 長石 ・石英 ・雲母 P 396　 15％
縄文土器 C　　 8 ．0 部には L の無節縄文 を縦方向に施 している。 にぷい橙色

普通

底部網代痕有 り

9

婆 A ［2 3 ．0 ］ 口縁部か ら胴 部 にか けての破片。胴部 は内攣 して立 ち上が り， 長石 0 石英 ・雲母 P 3 97　 30％
縄文土器 B （1 9 ．0 ） 目線 部は「く」の字状 に外 反する。胴部は無文。 にぷい橙 色

普通

10

ミニチュア土器

縄文土器

A　　 5 ．2

B　　 2 ．5

C　　 3 ．9

波状部 の一部欠損 。双頭 の波状 目線 で 2 単位 を有する。 長石 ・石英 ・雲母

にぷ い橙色

普通

P 39 9　 9 0％

‖

探　　 鉢 A ［2 3 ．4 ］ ロ緑部 から胴部 にかけての破片。胴部 は直線 的に立 ち上が り， 長石 ・雲母 P 39 3　 4 0％
縄文土器 B （2 9 ．6 ） ロ綾部 は内攣す る。口唇 部直下 には隆帯が巡 り，隆帯 には棒状 にぷい黄橙色

工具 による押圧 を施 している。その下 には複列 の結節沈線文 を

巡 らしてい る。 さらにその下には太い指頭 による押圧 を加 えた

隆帯が巡 る。 目線部 は R L の単節縄 文 を横方向 に施 し，胴部 に

は R L の単節縄 文 を縦方向 に施 してい る。

普通

12

深　　 鉢 B （1 上 6 ） 目線部か ら胴部 にか けての破片 。胴 部は内攣 して立ち上が り， 石英 や雲母 を礫 T P 2 16　 5 ％
縄文土器 目線 部は外 傾 して立 ち上が る。胴 部には クシ状工具に よる沈線 にぷい褐 色

を施 している。 普通

13

探　　 鉢 B （4 ．8 ） 波状 口縁 を呈 する目線 部片。波状部欠損。 口唇 部直下 には隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 1．7　 5 ％
縄文土器 が巡 る。 隆帯 には R L の単節縄文 を縦方 向に，地文は L R の単 褐色

節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

14

浅　　 鉢 A ［2 6 ．8 ］ 目線部か ら胴部 の一 部欠損。胴部はやや内攣 して立 ち上が り， 長石 ・石英 p雲母 P 39 8　 60 ％

縄文土器　 B i O ．6

C　　 9 ．0

口唇部は丸味 をもって立 ち上が る。胴部 は無文。 赤褐色

普通

P L 30

底 部当て具痕有 り

15

深　　 鉢 A ［2 7 ．0 ］ 日録部か ら胴部 にか けての破片 。胴 部はやや夕日頃して立 ち上が 石英 ・雲母 P 3 94　 30％

縄文土器 B （2 5 ．9 ） り，目線 部 に至 る。 口唇部 には隆帯 が巡 り，指頭 による押庄 を にぷい黄橙色

加 えた隆帯 を施 している。 普通

16

探　　 鉢　 B （1 5 ．1） 胴部か ら底部 にかけての破片。胴部はやや夕付頃して立ち上が る。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 39 5　 30％

縄 文土器　 C 1 2 ．7 胴部 は無文 で研磨 している。 パ ミス

にぷ い橙色，普通

底部網代痕有 り
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第315号土坑（第272図）

位置　調査1区の西部，B4g6区。

重複関係　本跡が第316号土坑の西側部分を掘り込んでいることから，第316号土坑より新しい。また，第

354・364号土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　第316・354・364号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，開口部は

長径2．30m，短径1．78mの楕円形，底面は長径2．73m，短径2．10mの楕円形で，深さは83cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット1か所。Plは北壁寄りに位置し，長径42cm，短径32cmの楕円形で，深さは37cmである。

覆土　3層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
3　暗褐色　ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　縄文土器片140点が出土している。そのうち縄文土器3点を抽出・図示した。第272図1は口緑部が一部

欠損する探鉢で，北東部の底面から出土している。3は探鉢の口緑部片で，中央部の底面から出土している。

2は口緑部が一部欠損する探鉢で，中央部の覆土下層から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。

＼　　　　　　　／／
＼

ヶ＼＼
／

／

0　　　　　　　　　　　2m

」＿＿⊥二＿」

第272図　第315号土坑・出土遺物実測図



第315号土坑出土遺物観察泰（第272図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 1 5 ．5 目線部の一部欠損。胴部はやや外傾 して立ち上が り，目線部は外反 長石 ・石英 ・雲母 P 4 0 0　 90 ％

縄文土器 B　 1 9 ．6 して立ち上がる。口唇部直下には結節沈線文と太い隆管を施 している。 にぷい赤褐色 P L 30

C　　 8 ．1 口綾部には短い隆帯 によって 4 単位の波状に分けられている。波状 普通

部には孔が施 されている。地文はR L の単節縄文を施 している。

2

深　　 鉢 B （2 3 ．8 ） 目線部の一部欠損。胴部は直線的に立ち上が り，目線部は 「く」の 長石 ・石英 ・雲母 P 4 0 1　 70％

縄文土器 C　　 9 ．8 字状に外反する。胴部には洗練で U 字状の弧 を措 き，その内側に波 橙 色 P L 3 0

状 の沈線を施 している。胴部には L R の単節縄文を施している。 普通

3

深　　 鉢 B （9 ．0 ） 目線部片。目線部は内攣 して立ち上がる。口唇部は外傾する。口唇 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 18　 5 ％

縄文土器 部直下 には結節沈線文を巡らし，クシ状工具で波状洗練を縦位 に施 暗褐色

している。 普通

第割　者達坑（第273図）

位置　調査1区の西部，B4g6区。

重複関係　西側部分を第315号土坑に掘り込まれていることから，第315号土坑より古い。また，第3040364号

土坑と重複しているが，両土坑との新旧関係は不明である。

規模と平面形　第31503048364号土坑と重複していることからタ　規模及び平面形はともに推定で，開口部は

長径1。32m，短径0875mの楕円形，底面は長径1。40m，短径1カ4mの楕円形で，深さは83cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

淫豊　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
l　黒褐色
2　黒褐色
3　暗褐色
4　暗褐色
5　暗褐色
6　黒褐色

ローム′トブロック

ローム粒子少量，

ローム小ブロック

ローム粒子少量，
ローム小ブロック

ローム小ブロック

・ローム粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロックせ炭化粒子微量
・ローム粒子少量，炭化粒子微量
ローム小ブロック微量
・ローム粒子・炭化粒子微量
・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片146点が出土している。そのうち縄文土器1点を摘出e図示した。第273図1は探鉢の胴部片

で，北部の覆土下層から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。

t
t
l
、

ケ＼＼

A29．2m

第罪因　第316号土坑e出土遺物実測図
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第316号土坑出土遺物観察表（第273図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （2 7 ．0 ） 頚部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，頚部で 長石 ・石英 ・雲母 P 402　 30％
縄文土器 外傾する。頸部は隆帯で区画状に文様を措出している。胴部は無文。 にぷい褐色

普通

第3割考量坑（第274～277図）

位置　調査1区の西部，C4a8区。

重複関係　北部の上面を第320号土坑に掘り込まれていることから，第320号土坑より古い。

規模と平面形　開口部は長径1・93m，短径1．22mの楕円形，底面は長径2。85m，短径2。57mの楕円形で，深さは

105cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土14層に分層され，ロームブロック・炭化物・鹿沼パミスの含有状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
2　暗褐色

3　褐　色

4　褐　色

5　褐　色
6　褐　色

7　褐　色

8　褐　色

ローム小ブロック少量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・鹿沼パミス小ブロック微量
ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
ローム粒子微量
ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

9　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
10　褐　色　ローム中ブロック・ローム少ブロック・ローム粒子微量
11褐　色　ローム少ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
12　褐　色　ローム粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量
13　暗褐色　ローム少ブロック・ローム粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量
14　暗褐色　ローム粒子少量，ローム少ブロック微量

2m

L二二二lr－二二二∃

第2開園　第321号土坑e出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片252点，石皿1点が出土している。そのうち縄文土器12点，石皿1点を抽出・図示した。第

274図1は底部が欠損する深鉢で，東部の底面から出土している。9は目線部から胴部が一部欠損する深鉢で，

東部の底面から横位で出土している。12は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，南東部の底面から横位で出

土している。5は底部が欠損する深鉢で，中央部から西部にかけての底面から覆土下層にかけて出土している。

7は胴部が一部欠損する深鉢で，南部から東部にかけての底面から覆土中層にかけて出土している。3は胴部

が一部欠損する深鉢で，中央部から北西部にかけての覆土下層から中層にかけて出土している。10は深鉢の口

緑部片で，南部の覆土下層から出土している。13は石皿で，南東部の覆土下層から出土している。2は目線部

が一部欠損する探鉢で，中央部の覆土中層から出土している。6は胴部が一部欠損する深鉢で，中央部の覆土

中層から横位で出土している。8は浅鉢の口緑部から底部にかけての破片で，東部の覆土中層から出土してい

る。4は探鉢の胴部から底部にかけての破片，11は探鉢の胴部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）から中期後菓（加曽利EI式期）にかけてと考えられる。

0　　　　　10cm

L二二二コ「二二二∃

第2ヲ5図　第321号土坑出土遺物実測図（1）
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0　　　　　10cm

J L二」

第276図　第321号土坑出土遺物実測図（2）
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10cm

L二二ヒ二二二∃

第2開園　第321号土坑出土遺物実測図（3）

第321号土坑出土遺物観察表（第274～277図）
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図版番号器　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

探　　鉢A　23．8底部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，口緑部は内攣気味に立ち長石・雲母P406　90％

縄文土器B（33．0）上がる。ロ縁部はLRの単節縄文を横方向に，胴部には縦方向に胴部上半にぷい褐色PL31

施している。 胴部下半黒褐色

普通

外面スス付着

－　304　－



図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎 工 ・色調 ・焼 成 備　 考

2

深　　 鉢 A ［2 1 ．9 ］ 目線部，胴 部の一部欠損。 3 単位の波状 目線を呈す る。胴部 ・口 長石 ・石英 ・雲母 P 403　 70％

縄文土器

［

B　 34 ．5 緑部は外傾 して立 ち上がる。目線 部直下 には，指頭 による押圧 を 赤褐色 P L 3 1

C　 lO ．0 加 えた隆帯 が施 されている。胴部には波状の平行沈線が縦位 に施

l されている。胴部にはL の無節縄文 を縦方向に施 している。

普通

［

底部網代痕有 り

3

深　　 鉢 A　 2 5 ．2 底部の一部欠損。胴部は外傾 して立 ち上が り，ロ綾部はやや内攣 長石 ・石英 P 40 9　60％

縄文土器 B　 3 6 ．3 して立ち上がる。目線部は幅の狭い 2 本の隆帯が巡 り，その中に， 胴部上半黒褐色 P L 3 1

C H 1 ．0 ］ 波状の隆帯 を巡 らしてい る。地文はL R の単節縄文 を縦方向 に施 胴部下半 にぷい褐色 外面スス付 着

している。 普通

4

深　　 鉢 B （19 ．0 ） 目線 部欠損。胴部は直線的に立ち上がる。胴部は R L の単節縄 文 長石 ・石英 ・雲母 P 412　30 ％

縄文土器 C　　 8 ．2 を縦方向に施 している。 胴部上半黒褐色

胴部下半 にぷい褐 色

普通

5

深　　 鉢 A　 2 9 ．7 底 部欠損。胴部の一部欠損。胴部は外傾 して立ち上が り，口緑部 長石 ・石 英 ・雲母 P 40 8　60％

縄文土器 B （2 1 ．7 ） は内攣する。口唇部直下には隆帯 と洗練が巡 る。目線部 には隆帯 橙色 P L 31

で楕 円形状や「大」の字状 などの文様を措 出し，また， 2 本の隆帯

を巡 らしている。地文はR L の単節縄文を縦方向に施 している。

普通

6

深　　 鉢 A　 2 6 ．0 底部の一部欠損。胴部は外傾 して立ち上が り，日録部はやや内攣 長石 ・雲母 P 410　 70％

縄文土器 B　 34 ．3 して立ち上がる。 目線部は幅の太い隆帯が巡 り，その上部に，波 胴 部上半黒褐色 P L 3 1

C 白 1．4 ］ 状の隆帯が貼 り付 けられ，巡 っている。地文はL R の単節縄文 を 胴 部下半 にぷい黄橙

縦方向に施 している。 色，普通

7

深　　 鉢 A　 2 6 ．8 目線部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立ち上が り，口 長石 ・赤色粒子 P 40 4　60％

縄文土器 B　 3 2 ．5 緑部で外傾す る。目線部の内側に稜 を持つ。 4 単位の小波状 目線 胴部上半一部黒褐色 P L 3 1

C ［9 ．8 ］ を呈する。 口唇部直下には押庄 文を有する隆帯 を巡 らし，口唇部 胴部下半 にぷ い橙色 外面 スス付着

には波状 の隆帯 を貼付 している。隆帯 にはキザミを施 している。

地文はR L の単節縄文 を縦方向に施 している。

普通

8

浅　　 鉢 A ［3 7 ．0 ］ 目線 部から底部にかけての破片。胴部は外傾 して立ち上が り，日 長石 ・石英 ・雲母 P 413　20％L

縄文土器 B　 1 4 ．6

C D 4 ．6 ］

緑 部は「く」の字状 に内傾する。 にぷい赤褐色

普通

l

9

探　 鉢 l A　 2 2 ．1 ロ緑部か ら胴部の一部欠損。胴部 は外傾 して立ち上が り，ロ緑部 長石 ・石英 ・雲母 P 40 5　70％

縄文土器 B　 3 2 ．4 は丸味 をもって立ち上がる。ロ縁部直下には隆管 と沈線が巡 り， 胴部上半にぷい橙色 P L ＝

C　 l l ．0 隆帯及び胴部にはL R の単節縄文 を横方向に施 している。 胴部下半黒褐 色

普通

外 面スス付着

底 部網代痕有 り

10

探　　 鉢 B （1 1 ．7 ） 波状 目線 を呈する目線部片。 目線部は内攣 して立ち上がる。内側 、長石 e石英 ・雲母 T P 2 20　 5 ％

縄文土器 に稜 を持つ。波頂部 にはキザ ミを施 してい る。口唇部 には隆帯 を 褐 色

巡 らし，隆帯 に平行 して平行沈線文 と波状洗練文を巡らしている。

地文はR L の単節縄文を縦方向に施 している。

普通

11 i

12 ′ ！

探　　 鉢 B 0 1．5 ）

B （18 ．7 ）

胴部片。胴 部は外傾 して立 ち上がる。沈線 と波状沈線 を巡 らして 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 2 1　 5 ％

P 4 1 1　30％

縄文土器

探　　 鉢

いる。その下方 に沈線で 「U 」字状 の文様 を措出している。地文 にぷい橙色

はR L の単節縄文 を縦方向に施 している。 普 通

目線部欠損。胴部は外傾 して立ち上が る。胴部 はR L の単節縄文 長石 ・石英 ・赤色粒子

縄文土器 C　 l．0 ．9 を縦方向に施 している。 にぷ い橙色

普通

底部網代痕有 り

図版番号 器　 種
計測値

！石 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

13
有　　 皿

（凹石）
22．9 16．6 3．6 1840．0 安　 山　 岩 機能面の周囲に明瞭な緑を有きず，機能面

がわずかに凹む。裏面に2穿孔。

Q 9 5　 P L 47

第詔号豊坑（第278・279図）

位置　調査1区の西部，C4a8区。

重複関係南側部分を第320号土坑に掘り込まれていることから，第320号土坑より古い。第352号土坑と重複し

ているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　第320・352号土坑と重複していることから，規模及び平面形はともに推定で，開口部は長径

1。63m，短径工52mの円形，底面は長径2。50m，短径2。38mの円形で，深さは85cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

－　305　－



底　ほぼ平坦である。

覆土11層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
褐　色　ローム粒子微量

暗褐色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
暗褐色　ローム′トブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
暗褐色　ローム粒子少量，炭化物・炭化粒子微量
暗褐色　ロー
暗褐色　ロー
褐　色　ロー

ム小ブロック少量，ローム中ブロック・ローム粒子微量
ム

ム

小ブロック中邑　ローム粒子・炭化粒子微量
小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・炭化粒子微量
10　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量
11暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片198点が出土している。そのうち縄文土器8点を抽出・図示した。第278図1は口綾部が一部

欠損する深鉢で・東部の覆土下層から横位で出土している。2は探鉢の口綾部から底部にかけての破片で，東

部の覆土下層から横位で出土している。3は口綾部及び胴部が一部欠損する深鉢，4は探鉢の口緑部から胴部

にかけての破片，5は探鉢の底部片，6は探鉢の口緑部片で，それぞれ中央部の覆土下層から出土している。

7・8は深鉢の口緑部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

①　　　＼ァ

／

メ孟a。

／′－＼＼

第278図　第322号土坑・出土遣物実測図

0　　　　　　　　10cm

ト　Ill i
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10cm

第279図　第322号土坑出土遺物実測図

第322号土坑出土遺物観察表（第278・279図）

轟瓢箪墾墾

［　　；「＝∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成 備　考

1

深　　鉢 A　26．0 胴部の一部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，口綾部はやや内攣長石・石英・雲母 P415　90％
縄文土器 B　29．6

C ［10．5］

する。地文はRLの単節縄文を縦方向に施している。 にぷい赤褐色

普通

PL31

2

深　　鉢 B（29．3） 口緑部・底部欠損。胴部は外傾して立ち上がり，頸部で屈折する。長石・石英・雲母。 P418　40％
縄文土器 C［12．6］胴部にはLRの単節縄文を縦方向に施している。 胴部上半黒褐色

胴部下半にぷい黄橙

色，普通

PL31

外面スス付着

3

探　　鉢 A ［23．0］口緑部，底部欠損。胴部は外傾して立ち上がる。胴部には円形の長石・石英・礫 P416　40％
縄文土器 B　27．4 隆苛が施され，その外側に複列の結節沈線文を施している。結節胴部上半黒褐色 外面スス付着

C ［10．2］沈線文で2重に楕円形を措出している。胴部は横位に結節洗練文胴部下半にぷい橙色

を巡らし，Lの無節縄文を縦方向に施している。 普通

4

探　　鉢 A［26．4］ ロ緑部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，口長石・石英・雲母 P417 10％
縄文土器 B（20．9）緑部は内攣して立ち上がる。ロ綾部の内側に稜を持つ。口唇部ににぷい褐色 外面スス付着

はキザミを施している。口緑部から胴部にかけてLRの単節縄文

を縦方向に施している。

普通

5

探　　鉢 B （8．6） 口緑部欠損。胴部の－・部欠損。胴部は外債して立ち上がる。胴部長石・石英・雲母 P419　20％
縄文土器 C　12．2 はRLの単節縄文を縦方向に施している。 にぷい橙色

普通

底部網代痕有り

－　307　－



図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

6

深　　 鉢 B （1 1．6 ） 口縁部片。ロ綾 部は内攣 して立 ち上がる。隆帯が巡 り，隆帯に沿 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 22　 5 ％

縄 文土器 って複列の結節 沈線文 を施 している。地文 はL の無節縄文を縦方 黒褐色

向に施 している。 普通

7

探　　 鉢 B （5 ．5 ） ロ綾部片。口緑部は内攣気味 に立ち上が る。口唇部直下には隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 23　 5 ％

縄文土器 が巡 り，隆帯 に平行 して沈線が巡る。隆帯 には L R の単節縄文 を にぷい褐 色

横方向に，地文 はL R の単節縄文を縦方向に施 している。 普通

8

探　　 鉢
B （4 ．1 ）

口線部片。口緑部は内攣 して立ち上が る。口唇部 に平行 して複列 長石 ・石英 ・雲母 T P 22 4　 5 ％

縄文土器 の結節沈線文 を施 している。地文はR L の単節節縄文を横方向 に 灰褐色

施 している。 普通

第325号土坑（第280・281園）

位置　調査1区の北部，B4gO区。

規模と平面形　開口部は長径2．10m，短径1．73mの楕円形，底面は長径2．18m，短径2．08mの円形で，深さは

80cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ピット　2か所。Plは東壁際に位置し，径25cmの円形で，深さは20cmである。P2は西壁際に位置し，径

18cm，の円形で，深さは17cmである。

、　　　／

／

＼ヾ一一一／＼

10cm

－　308　－

卜　・トー・1

第280図　第325号土坑・出土遺物実測図
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覆土　8層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量
2　黒褐色　ローム粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量
5　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
6　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
7　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
8　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片220点，凹石1点が出土している。そのうち縄文土器7点，凹石1点を抽出・図示した。第

280図1は底部が欠損する深鉢で，北西壁際の底面から出土している。4は口緑部及び胴部が一部欠損する深

鉢で，北部の底面から出土している。5は深鉢の口緑部片で，南壁際の覆土下層から出土している。3は探鉢

の胴部から底部にかけての破片で，西部の覆土下層から逆位で出土している。8は波状口緑を呈する探鉢の波

頂部片で，東部の覆土下層から出土している。6は探鉢の胴部片で，北東部の覆土下層から出土している。2

は深鉢の底部片で，中央部の覆土中層から出土している。7は凹石で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期後菓（加曽利EI式期）と考えられる。

第281図　第325号土坑出土遺物実測図
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第325号土坑出土遺物観察表（第280e281図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様 の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 8 ．5 底部，胴部の一部欠損。胴部は直線的に立ち上が り，目線部は外 長石 ・石英 ・雲母 P 42 0　 4 0％

縄文土器 B （2 5 ．4 ） 傾 して立ち上がる。 口唇部直下には稜 を持つ。胴部は無文。 にぷい橙色

普通

P L 封

外面スス付 着

2

深　　 鉢 B （6 ．5 ） 目線部，胴部の一部欠損。胴部 は直線的に立 ち上がる。胴部には 長石 ・雲母 P 4 2 5　 10％

縄文土器 C　 l l ．1 縦位 に沈線 を施 している。胴部 は L R の単節縄文を縦方向に施 し 橙 色

ている。 普通

3
深　　 鉢 B （1 0 ．1 ） 目線部，胴部の一部欠損。胴部は外傾 して立ち上が る。胴部 は R 長石 ・石英 ・スコリア P 4 24　 20％

縄文土器 C　 1 1 ．8 L の単節縄文を縦方向に施 している。 橙 色，普通

4

深　　 鉢 B （2 1．5 ） 目線部欠損。胴部 は外傾 して立ち上が る。胴部は撚 り糸文を施 し 長石 ・雲母。 P 42 3　 20％

縄文土器 C　 l O ．3 ている。 明赤褐色

普通

底部網代痕有 り

5

深　　 鉢 B （9 ．4 ） 目線部片。 日綾部は内攣 して立ち上がる。口唇部直下には 2 本の 長石 ・石英 P 42 1　 5 ％

縄文土器 隆帯 を巡 らしている。目線部には 2 本の隆帯で区画文を施 している。 にぷい橙色

区画内には R L の単節縄文 を縦方向に施 している。 普通

6

深　　 鉢 B （1 5 ．6 ） 胴部片。胴部は外傾 して立ち上が る。 L R の単節縄文 を縦方向に 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 2 5　 5 ％

縄文土器 施 している。 明赤褐色

普通

8

深　　 鉢 B （9 ．0 ） 把手部片。把手部の 4 両に孔が空け られている。孔の周 りには隆 長石 ・石英 ・雲母 P 4 22　 5 ％

縄文土器 帯と沈線 で，区画文を施 している。 橙色

普通

図版番号 器　 種
計測値 巨 質

特　　　　　　 徴 備　　 考
長さ（cm ） 幅（cm ） 厚さ（cm ）重量（g ）

i

7
凹　　 石

l

15．0

l

8．6

】

6．6 980．0 砂　　　 岩 機能面の周囲に明瞭な縁を有きず，機能面がわ

ずかに凹む。表面7穿孔。
Q 99

第詔考量坑（第282図）

位置　調査1区の西部，B4hO区。

規模と平面形　開口部は長径工50m，短径工30mの楕円形，底面は長径1。80期　短径1。70mの円形で，深さは

43cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

穫堂　4層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片70点，磨製石斧1点が出土している。そのうち縄文土器3点，磨製石斧主点を抽出・図示し

た。第282図1は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，南西壁際の覆土下層から出土している。2ほ深鉢の

底部片，3は深鉢の胴部片で，それぞれ北西部の覆土下層から出土している。4は磨製石斧で，中央部の覆土

下層から出土している。

新風　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）と考えられる。
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第282図　第326号土坑・出土遣物実測図

第326号土坑出土遣物観察表（第282図）

二叱⊥二

0　　　　　　　　　　　　　　2m

l・－‥‥i l

「甑「：
⊂〕 0　　　　　　　　　　　　10cm

l　・　＿⊥＿－＿＿＿＿i

図版番号券　種計測値（cm） 器形及び文様の特徴 胎土・色調・焼成備　考

1

深　　鉢

縄文土器

B（12．7）

C　　8．0

口縁部欠損。胴部は直線的に立ち上がる。胴部は無文。長石・石英・雲母

にぷい黄褐色

普通

P426　30％

外面スス付着

2

探　　鉢B（5．9）口綾部，胴部の一部欠損。胴部はやや外傾して立ち上がる。胴部長石・石英・雲母P42710％

縄文土器C　12．4には隆帯を垂下させ，その一部に押圧を加えた隆帯を施している。橙色

普通

3

深　　鉢B（11．3）胴部片。胴部はやや外傾して立ち上がる。隆帯を垂下させ，指頭長石・石英・雲母TP226　5％

縄文土器による押圧を加えた隆帯を施している。地文はRLの単節縄文を橙色

縦方向に施している。 普通

図版番号器　種

計測値

石　　質特　　　　　　徴 備　　考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）重量（g）

4磨製石斧（8．8）5．03．0（160．0）緑色凝灰岩刃部欠損。定角式石斧。 QlOO
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第327号土坑（第283図）

位置　調査1区の北部，B5gl区。

規模と平面形　開口部は長径1．54m，短径1．50mの円形，底面は長径2．30m，短径2．02mの楕円形で，深さは

50cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土　7層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量
4　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量
6　黒　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
7　暗褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

遺物　縄文土器片160点が出土している。そのうち縄文土器6点を抽出・図示した。第283図3は探鉢の胴部片

で，南東部の覆土下層から出土している。4は底部が欠損する深鉢で，中央部の覆土中層から出土している。

1・2は深鉢の口緑部片，5は深鉢の頚部片，6は深鉢の胴部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ式期）と考えられる。
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第283回　第327号土坑・出土遺物実測図
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第237号土坑出土遺物観察表（第283図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色訪日 焼成 備　 考

1

深　　 鉢 B （4 ．5 ） 波状 目線 を皇するロ綾部片。 目線部は外傾 して立ち上がる。口唇 長石 ・石英 ・雲 母 T P 2 27　 5 ％

縄文土器 部直下 には複列 の結節洗練文 を施 している。目線部 はクシ状工具 にぷい赤褐色

による沈線 を施 している。 普 通

2

探　　 鉢 B （4 ．2 ） 波状目線を呈する目線部片。波状部は欠損。隆帯が巡り，隆帯に沿って 長石 ・石英 ・雲母 ・礫 T P 22 8　 5 ％

縄文土器 結節洗練文を施している。また，結節沈線文を斜位に施している。隆帯に にぷ い赤褐色

はキザミを施している。地文はR Lの単節縄 文を縦方向に施している。 普通

3

探　　 鉢 B （8 ．4 ） 胴部片。胴部は外傾 して立ち上がる。棒状工具 による沈線文 を施 し 長石 ・石英 ・雲母 T P 230　 5 ％

縄文土器 ている。地文は L R の単節縄文 を縦方向に施 している。 にぷい褐色

普通

4

探　　 鉢 A　 3 7 ．6 目線部か ら胴部にかけての破片。胴部は外傾 して立 ち上が り，ロ 長石 ・石 英 ・雲 母 P 4 2 8　 50％

縄文土器 B （2 7 ．5 ） 縁部 は内攣する。目線部には複列の結節沈線文 と波状沈線を巡 ら 胴部上半 にぷい褐色 P L 3 2

している。地文は L R の単節縄文を縦や斜方向に施 している。 胴 部下半黒褐色

普通

5

深　　 鉢 B （7 ．0 ） 頚部片。頚 部は外傾 して立 ち上がる。断面三角形の隆帯で 「Ⅹ」 長石 ・石英 ・雲母 T P 22 9　 5 ％

縄文土器 字状の隆帯 による文様 を措出 している。地文は R L の単節縄文 を 暗褐色

縦方向に施 している。 普通

6

探　　 鉢 B （3 ．5 ） 胴部片。胴部 は外傾 して立ち上がる。隆帯 を垂下 させ，隆管に沿 長石 ・石英 ・雲母 T P 23 1　 5 ％

縄文土器 って爪形文 と波状沈線 を施 している。地文は R L の単節縄文 を縦方 にぷい橙 色

向に施 している。 普通

第詔尊堂坑（第284図）

位置　調査1区の中央部，B4hO区。

重複関係　第330号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は径0。90mの円形，底面は径2．30mの円形で，深さは130cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土18層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム4、ブロック微量
3　暗褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
5　黒褐色　ローム粒子少量

6　黒褐色　炭化物・炭化粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量
7　黒褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量
8　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子微量
9　黒褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，ローム小ブロック微量
10　黒褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
11黒褐色　ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
12　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

13　暗褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
14　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物・炭化粒子微量
15　黒褐色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
16　暗褐色　ローム粒子微量
17　黒褐色　ローム中ブロック0ローム4、ブロック・ローム粒子少量
18　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片246点が出土している。そのうち縄文土器7点を抽出・図示した。第284図4は探鉢の胴部片

で，中央部の覆土下層から出土している。1は浅鉢の日録部から胴部にかけての破片で，中央部から西部にか

けての覆土中層から出土している。5は深鉢の胴部片で，西部の覆土中層から出土している。2は深鉢の目線

部片，3は深鉢の頚部片，667は深鉢の胴部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅱ～Ⅲ式期）と考えられる。
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第329号土坑出土遺物観察表（第284図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色調 欄 成 i 備 考

1

浅　　 鉢 A ［4 6 ．0 ］ 目線 部から胴部 にかけての破片 。胴部 は内攣気 味に立ち上 がり，口 長石 ・石英 P 4 31　 2 0％
縄文土器 B　 1 3 ．3 綾 部に至る。波状 目線 で，波状 部は双 頭を呈する。ロ緑部 の内側 に 橙色

C H 4 ．0 ］ 稜を持つ。胴部は無 文で研磨 している。 普通

2

深　　 鉢 B （1 3．8 ） 目線部 から胴部にかけての破 片。胴 部は直線的に立ち上がり，目線 長石 ・雲母 P 4 2 9　 5 ％
縄文土器 部に至 る。目線 部直下には「Ⅹ」字状に隆帯を施し，隆帯の内側に複 にぷい褐色

列の結節沈線 文を施している。その下に「Ⅴ」字状の隆帯を施 し，垂

下した隆帯 には指頭による押圧 を施している。

普通

3

深　　 鉢 B （1 1 ．2 ） 頚部片。頚部は外傾して立ち上 がる。L の無節縄 文を横 方向に施 し 長石 ・雲母 ・赤色粒子 P 4 30　 5 ％
縄文土器 た「Ⅴ」字状の隆帯を貼付している。地文 はL の無節縄 文を縦 方向に 灰褐色

施 している。 普 通

4

深　　 鉢 B （9 ．6 ） 胴部片 。胴 部は外傾 して立ち上 がる。隆帯を垂 下させ，指頭 による押 長石 ・雲母 T P 23 2　 5 ％
縄文土器 圧を加えた隆帯を施している。隆帯に沿って洗練を施している。また， にぷい赤褐色

半裁竹管による連続抑圧 で，文様を措 出している。 普通

5

深　　 鉢 B （1 2 ．8 ） 胴部片 。胴部 は内攣気 味に立ち上 がる。断面三角形 の隆帯 で区画 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 35　 5 ％
縄文土器 文と渦巻文を施している。隆帯に沿って爪形文を施している。地文は 褐色

R L の単節縄文を縦 方向に施している。 普通

6

深　　 鉢 B （1 上 7 ） 胴 部片 。胴部は内攣して立 ち上がる。平行沈線 文を巡らし，平行洗練 長石 ・雲母 T P 2 33　 5 ％
縄文土器 内に棒状工具による刺突文を施している。また，複列の結節沈線文 で にぷ い褐色

楕 円形状 の区画文を施している。地文はR L の単節縄文を横方 向に

施している。
普通

7

深　　 鉢 B （9 ．5 ） 胴部片 。胴部は内攣して立ち上がる。2本 の隆帯を巡らせ，隆帯に沿 長石 ・雲母 ・礫 T P 234　 5 ％
縄文土器 って爪 形文を施 している。地文はR L の単節縄文を斜 方向に施してい

る。

暗褐色

普通

第調号蓋坑（第285。286図）

位置　調査1区の中央部，B4hO区。

重複関係　第329号土坑と重複しているが，新旧関係は不明である。

規模と平面形　開口部は長径工74m，短径1。45mの楕円私底面は長径2。10m，短径1。92mの円形で，深さは

58cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

ぽット1か所。Plは北西壁寄りに位置し，長径34cm，短径26cmの楕円形で，深さは56cmである。

啓丑　6層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。
土層解説

1　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量
4　黒褐色　焼土粒子少量

5　赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化物・炭化粒子微量
6　暗褐色　焼土粒子e炭化粒子微量
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遺物　縄文土器片272点が出土している。そのうち縄文土器5点を抽出・図示した。第286図1は探鉢の口緑部

から胴部にかけての破片で，南部の覆土下層から出土している。2は探鉢のロ緑部片で，北部の覆土下層から

出土している。4は探鉢のロ緑部から胴部にかけての破片で，中央部の覆土下層から出土している。5は波状

口緑を呈する探鉢の口緑部片で，中央部の覆土下層から横位で出土している。3は波状口緑を呈する探鉢の口

緑部片で，覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第286図　第330号土坑出土遺物実測図

第330号土坑出土遣物観察表（第286図）

回版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様 の特 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 6 ．0 ］ 口縁部から胴部にかけての破片。胴部は外傾して立ち上がり，口綾部 長石 ・石英 ・雲母 P 4 32　 10％

縄文土器 B （1 7 ．6 ） で内攣する。口唇部直下には結節沈線文で文様を措出している。また， にぷ い赤褐色

短い隆帯 を施し，隆帯の下方から指頭による押圧を施している。隆帯に

沿って沈線を施している。地文はL R の単節縄文を縦方向に施している。

普通

2

探　　 鉢 B （8 ．0 ）
目線部片。口縁部は内野気味に立ち上がる。口唇部直下には隆帯を「Ⅴ」 長石 ・雲母 P 4 3 5　 5 ％

縄文土器 字状に折り曲げて貼付し，小突起を作 出している。「Ⅴ」字状の外側には にぷい褐色

二重に沈線を施している。隆帯にはL R の単節縄文を縦方向に施している。 普通
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図版番号 器　 仲 計測値 （cm う 器形及 び文様 の特徴 胎十 ・色調 ・焼成 備　 考

3

深　　 鉢 B （8 ．2 ） 波状 口縁 を皇す る目線 部片 。目線部 は内攣 して立 ち上 がる。 隆 長石 ・石英 ・雲母 T P 23 6　 5 ％

縄文土器 帯 にはR L の単節縄文 を横 方向に施 した隆管 を巡 ら している。 灰褐色

地文は R L の単節縄文 を縦方向 に施 している。 普通

4

深　　 鉢 A ［3 3 ．8 ］ 目線部，胴部の一部欠損 。胴部 ・日録部は外傾 して立 ち上がる。 長石 ・石英 ・轢 P 434　 40％

縄文土器 B は 7 ．6 ） 目線 部には隆帯 を巡 らしてい る。胴部 は無文で研磨 してい る。 にぷい褐色

普通

5

深　　 鉢 B 白 8 ．2 ） 波状 目線を皇する目線部片。波状部は双頭 を呈する。波頂部には眼鏡 長石 ・石英 。雲母 P 433　 10％

縄文土器 状の突出部を施している。波状部の中央には円形状に隆帯を施し，そこ にぷい橙色

から下方に隆帯を突出させている。波底部には洗練で楕 円形状の区画 普通

文を措出している。地文はR L の単節縄 文を縦や横方向に施している。

第調号豊坑（第287。288図）

位置　調査1区の北西部タ　A4i5区。

規模と平面形　開口部は長径2。18mタ　短径1。75mの楕円形，底面は長径2。00m，短径1。75mの楕円形で，深さは

140cnlである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

ぽッ距　2か所。Plは南西壁際に位置し，径40cmの円形で，深さは46cmである。P2は南西部に位置し，

径18cmの円形で，深さは26cmである。

尊堂　9層に分層され，レンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。

土層解説
1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子を炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロックがローム粒子微量
3　黒褐色　ローム粒子微量
4　黒褐色　ローム粒子0焼土粒子も炭化粒子微量
5　暗褐色　ローム粒子微量
6　黒褐色　ローム小ブロック0ローム粒子微量
7　褐　色　ローム粒子微量
8　暗褐色　ローム粒子少量，炭化粒子微量
9　暗褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

遺物　縄文土器片130点，石血（凹石）上克，磨製石斧主産が出土している。そのうち縄文土器3点，石皿（凹石）

1点，磨製石斧1点を抽出の図示した。第288図2は底部が欠損する探鉢で，南西部の覆土中層から横位で出

土している。1は深鉢の目線部から胴部にかけての破片，4は石皿（凹石）で，それぞれ中央部の覆土中層から

出土している。3は深鉢の目線部片，5ほ磨製石斧で，それぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期複葉伽曽利EI式期）と考えられる。

第28ア図　第334号士坑実測図

－　317　－

日
日
．
－
㌧
。
．
β



第288図　第334号土坑出土遺物実測図
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第334号土坑出土遺物観察表（第288図）

図版 番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

深　　 鉢 A ［4 1 ．0 ］ 波状 目線 を呈す るロ緑部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が る。隆 長石 e ・石英 ・雲母 P 4 37　 10％

i 縄文土器 B （2 0 ．6 ） 帯 には R L の単節縄文 を横方 向に施 した隆帯 を巡 らしてい る。 にぷい黄橙 色

地文は R L の単節縄文を縦方向 に施 してい る。 普通

2

深　　 鉢 A　 2 3 ．2 ロ縁部 ，胴部 の一部欠損 。胴 部 は外 傾 して立ち上が り，ロ緑部 長石 ・石英 ・雲母 P 4 36　 70％

縄文土器 B （2 6 ．6 ） ほ外傾す る。目線 部 には隆帯 を巡 ら している。胴部 は無文で研 パ ミス P L 封

磨 している。 にぷい赤褐色 ，普通

深　　 鉢 B （6 ．5 ） 目線 部片。 目線部 は内攣 して立 ち上 がる。口唇部直下 には洗練 長石 ・石英 ・雲母 T P 23 7　 5 ％

3 縄文土器 を巡 らしてい る。 口綾部 には沈線 と隆帯 で渦巻文や区画文 を施 明赤褐色

している。区画内には R L の単節縄 文 を横方向に施 している。 普通

図版番号 器　 種

計測値

石　　 質 特　　　　　　 徴 備　　 考
長 さ（cm ） 幅（c m ） 厚 さ（cm ） 重量 （g）

4
石　 皿

（凹　 石）

20．3 5．3 6．1 80 0．0 砂　　　 岩 機能面 の周 囲に明瞭 な縁 を有 さず ，機能面

がわずか に凹む。表面 1穿 孔。

Q lO 2

5 磨 製石斧 （16．3） 4．4 2．0 （20 0．0） 緑 泥 片 岩 刃部欠損。 Q lO I　 P L 46

第渕考量坑（第2898290図）

位置　調査1区の中央部，B5111区。

規模と平面形　開口部は長径1。68m，短径1。50mの楕円形，底面は長径工85m，短径1。60mの楕円形で，深さは

62cmである。

壁　フラスコ状を皇する。

底　ほぼ平坦である。

啓蓋　6層に分層され，第巨2層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第3～6層

は不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子，炭化粒子微量
2　黒褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物微量
3　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼士粒子・炭化粒子微量
4　褐　色　ローム粒子少量

5　褐　色　ローム粒子少量，炭化物微量
6　褐　色　ローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量

遣物　縄文土器片90点が出土している。そのうち縄文土器5点を摘出e図示した。第290図1は口綾部が欠損

する深銑　2は波状目線を皇する深鉢の目線部片で，それぞれ北西壁際の底面から出土している。3は深鉢の

胴部から底部にかけての破片で，北東部の覆土下層から出土している。5は器台片で，中央部の覆土中層から

出土している。4は深鉢の目線部片で，覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。
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第290図　第335号土坑出土遺物実測図

第335号土坑出土遣物観察表（第290図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 B （3 2 ．6 ） 胴 部か ら底部 にか けての破片。胴 部は外傾 して立ち上が る。胴 長石 ・雲母・赤色粒 P 4 38　 30 ％
縄文土器 C ［1 3 ．8 ］ 部 には R L の単 節縄 文を横 方向に施 している。 子

にぷい橙 色，普通

2

探　　 鉢 B （9 ．5 ） 波状部片 。波状 部には隆帯で楕円形状 に区画文 を施 し，区画内 長石 ・石英 ・雲母 P 4 39　 5 ％
縄 文土器 には隆帯 に沿 って爪形文 を施 している。 にぷ い褐色

普通

3

探　　 鉢 B （9 ．6 ） 胴 部片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。隆帯 を垂下 させてい る。 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 4 40　 10％
縄文土器 C ［1 0 ．0 ］ 地文は L R の単 節縄文 を縦方向に施 している。 赤色粒子

にぷい褐色，普通

4

探　　 鉢 B （5 ．5 ） ロ縁部片 。ロ縁 部は内攣 して立 ち上が る。隆帯 が巡 り，その延 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 38　 5 ％
縄文土器 長上 に隆帯 で楕 円形の区画文 を施 してい る。 区画 内には隆帯に にぷ い褐色

沿 って結節沈線文 を施 し，R L の単節縄 文を縦 方向に施 している。普通

5

器　　 台 A ［2 3 ．0 ］ 底部か ら口綾部 にかけての破片 。台部は「ハ」の字状 に開 く。胴 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 44 1 6 0％
縄文土器 B （4 ．5 ）

E （2 ．4 ）

部は内野気味に立 ち上が り，口緑 部 に至る。 赤色粒子

にぷい橙色，普通

P L 3 1
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第3野考量蟻（第291～294図）

位置　調査1区の北部，B5f2区。

親機と平面形　開口部は長径1。80m，短径工60mの楕円形，底面は長径2。35m，短径2。10mの楕円形で，深さは

95cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

應　ほぼ平坦である。

尊堂　9層に分層され，不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説

1　黒褐色

2　黒褐色

3　暗褐色

4　暗褐色

5　褐　色
6　黒褐色

7　暗褐色
8　暗褐色

9　暗褐色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロックやローム粒子・鹿沼パミス小ブロック微量
ローム粒子0鹿沼パミス小ブロック微量
ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量
ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム小ブロック・ローム粒子微量
ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
ローム中ブロック・ローム粒子微量

遺物　縄文土器片266点が出土している。そのうち縄文土器13点を抽出e図示した。第291図1は底部が欠損す

る深鉢でタ　北東壁際の底面から横位で出土している。4は浅鉢の胴部から底部にかけての破片で，北部の底面

から出土している。6は深鉢で，南東壁際の底面から横位で出土している。7はロ練乳　胴部が一部欠損する

深鉢で，南東部の底面から横位で出土している。8は目線部から底部にかけて一部欠損する探鉢で，北東部の

底面から横位で出土している。9は深鉢の底部片で，北東部の底面から横位で出土している。13は深鉢の胴部

片で，北部の底面から出土している。2は底部が欠損する深鉢で，東部の覆土下層から出土している。5は底

部が欠損する深鉢で，北東部の覆土下層から出土している。3は底部が欠損する深鉢で，中央部から北部にか

けての覆土下層から中層にかけて出土している。12は深鉢の胴部片で，南西部の覆土中層から出土している。

10は深鉢の目線部片，Hは探鉢の胴部片で，それそぞれ覆土から出土している。

所凰　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅳ式期）から中期複葉（加曽利EI式期）と考えられる。

0　　　　　　　2m
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第292図　第337号土坑出土遣物実測図（1）
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・第293図　第337号土坑出土遣物実測図（2）
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第294図　第337号土坑出土遺物実測図（3）

第337号土坑出土遺物観察表（第291～294図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器 形 及 び文様の特徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　 考

1

深　　 鉢 A　 2 0 ．0 口縁 部 か ら胴部 にかけての破片 。胴 部は直線的 に立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 4 46　 40 ％
縄 文土 器 B （1 6 ．7 ） ロ 縁 部は内轡する。胴部は無文で研 磨 してい る。 にぷい褐 色

普通

P L 3 2

2

深　　 鉢 A　 2 6 ．2 ロ 緑 部 ，底部の一 部欠損。胴 部 は外傾 して立ち上が り，口緑 部 石英 ・雲母 P 44 2　 70 ％

縄 文 土 器 B （3 5 ．0 ） で 内 攣す る。ロ緑 部の 内側 に稜 を持つ 。 口綾部 には隆帯 を巡 にぷ い褐色 P L 32

ら し， 隆 帯の延 長上 に 2 単 位 の 「Ⅴ」 字状 の隆帯 を貼付 して

い る。 口緑部 か ら胴部 にか けて クシ状 工具 に よる条線文 を施

してい る。

普通 外面スス付着

3

探　　 鉢 A ［2 9 ．5 ］ 口縁 部 か ら胴 部にかけての破片 。胴部 は外傾 して立ち上 が り， 石英 ・雲母 P 44 4　 40 ％
縄 文土 器 B （2 7 ．7 ） 口綾 部 は内攣する。口緑 部の内側 に稜 を持つ。 ロ緑部 には隆帯 胴部上半 にぷい褐色

を巡 ら している。胴部 は無文で，研磨 してい る。 胴部下半黒褐 色

普通

4

浅　　 鉢 B （1 1 ．3 ） ロ緑 部欠損。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。胴部 は無文で研磨 し 長石 ・雲母 P 4 50　 20 ％
縄 文 土 器 C　 l l ．2 て い る 。 橙色

普通

5

深　　 鉢 A ［2 1 ．0 ］ 口 緑 部か ら胴部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 44 5　 30 ％
縄 文 土器 B （2 0 ．2 ） ロ緑 部は内轡する。口唇部 にはキザ ミを施 している。胴部は無 胴部上半褐色 P L 32

文 で研 磨 している。 胴部下半黒褐色

普通

6

探　　 鉢 A　 1 5 ．4 口緑 部 の一 部欠損。胴 部は直線的 に立 ち上が り，口緑 部は外 反 長石 ・石英 P 4 4 7　 80 ％
縄 文土 器 B　 1 9 ．9

C　　 8 ．4

す る。 胴部 は無文。 にぷい橙色

普通

P L 32

7

探　　 鉢 A　 2 3 ．9 胴 部 一部欠損。胴部は内轡 して立 ち上が り，口緑 部は内野する。 長石 ・雲母 P 4 4 3　 70 ％
縄 文 土 器 B　 2 9 ．3 口 縁 部 には隆苗 を巡 ら している。 地文は R L の 単 節 縄文 を縦方 胴部上半橙色 P L 3 2

C　 l O ．4 向 に施 している。 胴部下半黒褐色

普通

底部網代痕有 り

8

深　　 鉢 A ［2 3 ．1］ 口縁 部か ら底部の一部欠損。胴部 は外傾 して立ち上が り，口緑 長石 ・石英 ・雲母 P 44 8　 6 0 ％
縄 文土 器 B　 3 6 ．1 部 は 内 攣気 味 に立ち上が る。 1 単 位 の 波状 口緑 を呈する。口唇 胴 部上半明赤褐色 P L 32

C ［1 1 ．6 ］ 部 に は沈線 を巡 らしている。波状部 には隆帯 で渦巻文 を施 して 胴部下半暗赤灰色

いる。地文 は L R の単 節 縄文 を縦方向 に施 している。 普通

9

探　　 鉢

縄文土器

B （5 ．3 ）

C　 1 2 ．5

胴 部 か ら底部 にかけての破片。胴部 は外傾 して立 ち上が る。 長石 ・雲母 ・雲母

橙色

普通

P 44 9　 10 ％

底 部 網 代痕有 り

10

探　　 鉢

縄文土器

B （6 ．1 ） ロ 緑 部片。 ロ緑部 はやや外傾 して立 ち上が る。地文 は R L の 単 長 石 ・石英 ・雲母 T P 2 39 5 ％
節 縄 文 を縦方向 に施 している。 にぷい褐色

普通

11

探　　 鉢

縄文土器

B （1 3 ．9 ） 胴 部 片。胴部はやや外傾 して立 ち上が る。沈線 と波状沈線 を巡 長石 ・石英 ・雲母 T P 24 0 5 ％

ら して いる。地文は R L R の複 節 縄 文 を縦 方向に施 している。 にぷい褐色

普通

12

深　　 鉢 B （1 3 ．4 ） 胴 部 片 。胴 部はやや外傾 して立 ち上が る。 2 条 の 沈線 で渦巻文 長石 ・石英 ・雲母 T P 24 2 5 ％
縄 文 土 器 を施 している。地文 は R L の 単 節 縄文 を縦方 向に施 している。 黒褐色

普通

13

探　　 鉢 B （1 1 ．0 ） 胴 部 片。胴部 は外傾 して立 ち上 がる。 クシ状工具 による波状沈 長石 ・石英 ・雲母 T P 24 1 5 ％
縄 文 土 器 線 を縦位 に施 してい る。 にぷい橙色

普通
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第340号土坑（第295・296図）

位置　調査1区の南西部，C4e6区。

規模と平面形　開口部は長径1．25m，短径1．20mの円形，底面は長径2．勤m，短径2．15mの楕円形で，深さは110

cmである。

壁　フラスコ状を呈する。

底　ほぼ平坦である。

覆土10層に分層され，第ト3層はレンズ状に堆積していることから，自然堆積と考えられる。第4～10層

は不規則な堆積状況から，人為堆積と考えられる。
土層解説
1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量
2　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量
3　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子微量
4　黒　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量
5　黒褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量
6　褐　色　ローム粒子多量，鹿沼パミス小ブロック微量

7　暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・鹿沼パミス小ブロック微量
8　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，鹿沼パミス小ブロック微量
9　明褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・炭化物微量
10　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量
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第295図　第340号土坑・出土遺物実測図
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遺物　縄文土器片75点が出土している。そのうち縄文土器10点を抽出・図示した。第295図1は深鉢の口緑部

から胴部にかけての破片で，南部の覆土下層から出土している。8は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，

南東部の覆土下層から正位で出土している。5は深鉢の胴部から底部にかけての破片で，南部の覆土下層から

正位で出土している。6は探鉢の胴部から底部にかけての破片で，東部の覆土下層から逆位で出土している。

4は探鉢の口緑部から胴部にかけての破片で，中央部の覆土中層から出土している。7は探鉢の胴部片で，中

央部の覆土上層から出土している。2は深鉢の口綾部片，3は深鉢のロ緑部から胴部にかけての破片，9は探

鉢の口緑部片，10は波状口緑を呈する深鉢の波頂部片で，それぞれ覆土から出土している。

所見　時期は，出土土器から中期中葉（阿王台Ⅲ式期）と考えられる。

第296図　第340号土坑出土遺物実測図
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第340号土坑出土遺物観察表（第295・296図）

図版番号 器　 種 計測値 （cm ） 器形及 び文様の特徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　 考

1

探　　 鉢 A ［2 3 ．3 ］ 口縁 部か ら胴部 にか けての破片。胴部 は外傾 して立ち上 が り， 長石 ・石英 ・雲母 P 45 1　 20 ％
縄文土器 B （2 1．7 ） 口縁部 は内攣する。 口綾部 には， L R の単節縄文 を横 方向に施 胴部上半 にぷ い橙色

した隆帯 を巡 らしている。胴部 には L R の単節縄文 を縦 方向に 胴部下半褐灰色

施 してい る。 普通

2

探　　 鉢 B （1 0 ．2 ） 目線部片。 目線 部は内攣 して立 ち上が る。爪形文 を施 した隆帯 長石 ・石英 ・雲母 P 4 54　　 5 ％
縄文土器 で楕 円形状 に区画文を施 してい る。区画内 には沈線 を縦位 に施 暗赤褐色

している。 普通

3

深　　 鉢 A ［2 2 ．6 ］ 口綾 部か ら胴部 にかけての破 片。胴部は外傾 して立ち上が り， 長石 ・石英 P 4 53　 10％
縄文土器 B （1．2 ．8 ） 目線 部は内攣す る。胴部は無文。 黒褐色

普通

4

探　　 鉢 A ［2 4 ．8 ］ 目線部か ら胴部 にかけての破片。胴部は内攣気 味に立ち上が り， 長石 ・石英 ・雲母 ・ P 45 2　 10 ％
縄文土器 B （1 4 ．0 ） 口綾部は内攣す る。口唇部直下 には波状の隆帯 を巡 らしている。 パ ミス

R L の単節縄文 を縦 方向に施 している。 黒褐色

普通

5

深　　 鉢 B （8 ．5 ） 目線部欠損 ，胴 部の一部欠損。胴部 は外傾 して立 ち上が る。 地 長石 ・石英 ・雲母 P 4 56　 30％
縄文土器 C　 l O ．1 文 は R L の 単節縄文 を縦方 向に施 している。 にぷい赤褐色

普通

底部網代痕有 り

6

深　　 鉢 B （1 0 ．0 ） 胴部か ら底部 にかけての破 片。胴 部は外傾 して立ち上が る。胴 長石 ・石英 ・雲母 P 4 57　 30％
縄文土器 C　 1 2 ．9 部 は無文。 橙 色

普通

底部網代痕有 り

深　　 鉢 B （1 4 ．0 ）

1

胴 部片 。胴部は内攣 して立 ち上が る。胴部 と頚部 との境 に隆帯 長石 ・石英 ・雲母 T P 24 5　5 ％

7 縄 文土器 を巡 らしている。そ こか ら垂下 させ た隆帯 と沈線 で円形の文様 にぷい赤褐色

を持 出 している。 普通

8

探　　 鉢 B （1 1．0 ） 目線部欠損 ，胴 部の一一一部欠損。胴部 は外傾 して立 ち上が る。地 長石 ・石 英・ス コリア P 45 5　 30％

！

縄文土器 C　　 9 ．3

［

文 は L R の 単節縄文 を縦方 向に施 している。

！

橙色

普通　　　 ！

9

深　　 鉢 B （6 ．3 ） 目線部片。 目線部 は内攣 して立ち上がる。内側 に稜 を持つ。地 長石 ・石英 ・雲母 T P 2 43　5 ％
縄文土器 文は R L の 単節縄文 を縦方向 に施 してい る。 黒褐色

普通

10

深　　 鉢 B （5 ．7 ） 波状 部片。波状部 には隆帯 に沿 って複列 の結節 沈線文で扇状 に 長石 ・石 英 ・雲母 T P 2 44 5 ％
縄 文土器 措 出 している。 にぷい赤褐色

普通

－　327　－
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